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は じめに

東京 国 立文化 財研 究所 が,中 長期 計画 と して定 め,進 め てい る研 究は28件 であ

る。 この うち,6件 が特 別研 究 として,7件 が 国際研 究交 流事 業 と して予 算化 さ

れ た研 究 で ある。 ま た,文 部省 の科 学研 究 費の交付 を受 け た研 究は,16件 に上 っ

て い る。

これ らの研究 の うち,特 別研 究 な ど政 府予 算 に係 る研 究,あ るい は研 究 交 流事

業 は,す べ て継 続的研 究 として維持 され た。科 学研 究 費分 につ いて は6件 が研 究

を終 了 し,9件 が平 成8年 度 の新規 の研 究 として立 ち上が った。

この他,在 外 日本 古美 術品 の修復 協 力や さ まざ まな研 究集 会 を行 って お り,平

成8年 度 の 当研 究所 の活 動は,例 年 通 り多忙 で あ り,し か も相 当の成果 を挙 げ得

た もの と思 う。第20回 の 国際研 究集 会は,芸 能 部が担 当 し,「歌 舞伎一変 遷 と展望

一 」 とい う主題 を掲 げて 行 われ たが,こ の種 の国 際研 究等 は我 が国 で も初 め ての

試 みで あ り,内 外 の研究 者か ら高 い評価 を得 た。 芸能 部の研 究 活動 に新 しい展望

を開い た事 業 であ っ た と思 う。

外部 の専 門家 に よ る懇 談会 は3月 に行 わ れ,研 究活 動の報 告 を行 ったが,そ の

評価 はお お むね良 好 であ った こ とを嬉 し く思 っ てい る。

平 成9年4月 東京国立文化財研究所長

渡 邊 明 義
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1.沿 革

1.設 立の経 緯

東 京国 立文 化財 研究所 は,昭 和27年4月1日 に発 足 したが,そ の前 身で あ り母

体 となった もの は,昭 和5年 に創 設 され た政府 機関 の帝 国 美術 院 附属 美術研 究所

であ る、、

この 美術研 究所 は,/`il・:13't;7月,帝 国 美術 院 長f爵 故黒 田清 輝の遺 言 に よ り

美術奨 励 事業 の た めに 寄附 出 絹 した 資金 で遺 、漱 行 人が 選 択 決 定 した事 業 で あ

る。す な わち遺 言執行 人代 表伯 爵樺 山愛輔 は,故f'爵 の 遺志 に したが ってこの 資

金で行 うべ き「1喫の 選択 を伯爵牧 野伸 顕 に一任 した。牧 野伯 爵 は帝 国美術院 長福

原錬二郎 及び 東京 美術 学校 長正 木 直彦 とはか っ て諸 ノJ面の 意 見を徴 し,ま た,わ

が国 美術 研 究 の必要 にAttら して次 の事 業 を行 うこ とと した。

(1)X術 に 関す る基礎 的調 査研 究機関 と して 美術 研究 所 を設け るこ と。

(2)黒 田f爵 の作iiiiを陳列 して 同 子爵 の功績 を記 念す るこ と。

(3)前 二項 の 目的 を達 す るため に適 当な建物 を造 営す るこ と。

(4)'ド 業成 、ン1のヒは ・切これ を政 府 に寄附 す るこ と。

2.年 代別 重要事工頁

昭和 元 年12月

昭 和2年2月

同 年10月

前 記の事 業 を遂行 す るため 委貝会 が組 織 され,東 京 美術学 校

長IE木 直 彦が 委員 長に就任 し,美 術研 究 所事 業 につ いては 東京

美術 学校教 授 矢代幸雄,黒 Ⅲr爵 作 品陳 列 につ いて は東京 美術

学校 教授 久米桂 一郎 ・同 岡田 三郎助 ・同和 田英作 ・同藤島 武二

及 び大給 近清,建 物 造営 につ いて は東 京美術 学校 教授 岡 田信一

郎,会 計事務 につ いては 遺 、潮 行 人打 川伝c_frを各委 貝 と して事

務 を分掌 進行 させ た。

美術研 究所 準備噂黍業を開始 した 。

東京 市1:1i('公園内に鉄 筋 コ ンク リー ト造,半 地 階2階 建,延

面積1,192m・ の建物1棟 を起 工 した(本 館)。
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沿 革

昭和3年9月 前記の建物が竣工したので,黒 田記念館 と名付け,美 術研究

所開設のため必要な備品 ・図書 ・写真等の研究資料を設備し,

また,館 内に黒田子爵記念室を設け,黒 田清輝の作品を陳列し

た。

昭和4年5月 遺言執行人代表者樺山愛輔は,建 物 ・設備 ・研究資料等一切

の外に金15万円をそえて帝国美術院長に寄附を願い出た。

昭和5年6月28日 勅令第125号により帝国美術院に附属美術研究所が置かれ,東

京美術学校長正木直彦が同研究所の主事に補せられた。

同 年10月17日 美術研究所開所式を挙行した。

昭和7年1月 美術研究所の研究成果発表機関誌として,定 期刊行物 『美術

研究』を創刊した。

同 年4月18日 株式会社朝日新聞社より明治大正美術史編纂費として本年か

ら向う5か 年間毎年5千 円,合 計2万5千 円を帝国美術院に寄

附したいとの申出があった。

同 年5月26日 帝国美術院はこの申出を受理 した。

明治大正美術史編纂委貝会規程を設け,美 術研究所は明治大

正美術史の編纂に関する事務を行うことになった。

昭和9年10月18日

昭和10年1月28日

同 年4月

同 年6月1日

昭和12年6月24日

毎 年10月18日 を開所記 念 日と定 めた。

鉄 筋 コン クリー ト造,2階 建,延 面積129m・ の書庫 が竣 工 した。

『日本 美術年鑑 』 の編纂 事務 を開 始 した。

勅 令 第148号 に よ り美術 研究所 官制 が公 布 され た。

研 究資 料閲 覧規定 を制 定 し,閲 覧事務 を開 始 した。

勅 令第281号 に よ り美術 研究所 官制 中改 正 の件が 公布 され,従

来,帝 国 美術院 に附 置 されて い たの を文部 大 臣の 直轄 に改め ら

れ た。

同 年11月29日 美術 研 究所長職 務規 程,美 術研 究所 事務 分 掌規程 が制 定 され

た。

昭和13年2月12日 木 造,平 屋建,延 面積97m2の 写真室1棟 が竣 工 した。

昭和19年8月10日 黒 田清輝 の作 品,並 び に写 真 原版 を東 京都 西 多摩 郡小 宮村 谷

間家倉 庫 に疎開 した。

一2一
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昭和20年5月28日 美術 研究 所の 図書 ・諸 資料 全部 をIII形県酒 田iii町1丁 目本

間家倉 庫3棟 に疎開 した。

同 年7～8月 酒田市本 間家 倉庫 に疎 開 した 図iii資料 を爆 撃 の危 険 を避 け る

た め,さ らに酒 田市 外牧 曽根 村松 沢世 ド4雄家 倉 庫 ・観 音 孝村村

上 家倉庫 ・大沢 村後 藤作 之 丞家倉 庫 にそ れぞれ分 散疎 開 した。

昭 和21年3月29日 酒田市 疎開 中の 図it・i諸 資料 等の 東京 向け発 送 を終 了 した。

同 年4月4日 酒 川市疎開 中の 図 セ1}:・諸 資料 等が 東京 に到着 し,引 揚 げ を完

/し た。

同 年41」16f1東 京 都西 多摩 郡 に疎 開 中の黒 川清 剤{作品 並びに写真 原 版 の引

揚 げ を完rし た、,

昭 和22年5月1日 美術研 究所'i's41;11が廃ILさ れ,圏 立 博物 館官制 が制 定 され た。

美術研 究所 は同館 の附 属 美術研 究所 とな った。

国立 博物館 に保 存修 理 課発 足。 同課 内に保 存技術 研 究室 を置

い た(保 存科 学 部の 前身)。昭和23年 度 よ り専任 の職 貝 を配 置 し,

研 究 を開始 した。 研 究室 は国 立 博物 餅{本館地 下の修 理 室の 一室

(66m')に 設け た。

1昭和25年8月29iI文 化 財保 護法 の制 定 に と もな い,美 術 研究 所 は 文化 財保 護委

員会 の附属 機関 とな った,,

同si:8)12911文 化財保 、痩委 貝会 事務 局 設i;'1にと もな い,保 イ∫二科学 研究 室 は

匡泣 博物館 保 イ∫二修理 課 か らK化 財保 護委 貝会 事務 局保 存部 建造

物 課に所属 換 え とな った。

1昭和26年1月31日 美争ilj研究所 組織規 程 が定め られ第一研 究 部 ・第二研 究部 ・資

料 部 ・庶務 室 が'・r'かれ た。

昭 和27年4月1日 文化 財保 護法 の一・部 が改 　i:,東 京 文化財研 究 所組 織規程 が定

め られ,美 術 部 ・芸能 部 ・保 存科 学 部 就負1務室の3部1室 が置

か れ,美 術研 究所 組織 規程 が廃 止 された。

また,文 化 財保 護 委員 会 事務 局保 イ∫:部建 造物 課保 存科 学研 究

室 も廃 止 され た。

同 年7月1H芸 能 部研 究室 と して 東京芸術 大,,,・..,f-ii楽学部 邦楽科 教 室2室 を

同大学 か ら借川 し,研 究 を開始 した。
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沿 革

昭 和28年4月26日 保 存科 学部 研究 室 として,東 京 国立博 物館 構 内の倉 庫132m・ を

改造 の うえ移 転 した。

昭 和29年7月1日 東 京文化 財 研究所 組織 規程 の一部 が 改正 され,東 京国 立文化

財 研 究所 とな った。

東 京国 立博 物館構 内 に木造,外 部 鉄網 モル タル塗,平 屋 建,

8m'の 保 存科 学部 の薬 品庫 が竣 工 した。

同 年11月30日 従来 の2階 建 書庫 の うえ にさ らに1階 を増 築3階 建 と し,増

築 分延 面積71m2が 竣 工 した。

昭和34年4月30日 東京 国立 文化 財研 究所研 究受 託規 程 が定め られ,こ の年 度か

ら受託研 究 が 開始 され た。

昭和36年9月16日 東 京国立 文化財 研 究所組 織規 程 の一部 が改 正 され,従 来 の庶

務 室 は庶 務 課 とな った。

昭和37年3月31日 東京 国立博 物館 内に保存 科学 部庁舎(保 存科 学 部実験 室)と

して,鉄 筋 コン ク リー ト造,2階 建,延 面積663m'の 建物1棟 が

竣工 した。

同 年7月1日 東京 国立文 化財 研 究所 組 織規程 の一 部が 改正 され,新 た に保

存科 学部 に修 理技 術研 究室 が置か れ た。

同 年7月20日 芸 能部 研究 室 は,保 存科 学部 庁 舎の竣 工 に と もない,旧 保 存

科学 部庁 舎 に移転 した。

昭和43年6月15日 文 部省 設 置法の 一部 が改正 され,本 研 究所 は文 化庁 附属 機関

とな った。

昭和44年8月23日 保 存科 学部庁 舎 に隣接 して新 営 され る別館 庁舎(延1,950.41

m・)の 起工 式 が行 われ た。

昭和45年3月25日 前 記の別 館 が竣工 したの で,同 年5月26日 竣 工 式が行 われ た。

同 年3月25日 芸能 部 は,別 館3階 に移 転 した。

同 年5月8日 保 存科学 部 は別館 の地 階 ～2階 に実 験用 機械 類 の移転 据付 を

完 了 した。

同 年6月29日 保 存科 学部 庁 舎の1階 の模 様 替工事 に着 手 し,同 年10月15日

工事 が 完 了 した。

同 年11月2日 所長 及 び庶 務 課 は,本 館 か ら保 存科 学部 庁舎 の1階 に移 転 し

一m
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た(本 館 は,美 術部 庁舎 とな る)。 これに よ り研 究所 の所在 地 表

示 は 「12番53号 」 が 「13番27号 」に変 更 され た。

昭 和46年4月1日 保 存 科 学部 庁舎 及 び別 館 の 敷地2.658m・ を東 京 国立博 物 館 か

ら所 管換 された。

昭 和48年4月12日 文 部 省設 置法施 行規 則の 一部 が改正 され,新 た に修 復 技術 部

が 設け られ4部1課 とな り,修 復 技術 部 に第一修 復 技術研 究 室

及 び第 二修復 技術 研究 室が 置か れ,保 存科 学部修 理 技術研 究 室

は 廃止 され た。

昭和52年4月18日 文部 省 設11x1法施行規 則の 一部 が改正 され,情 報 資料部 の新 設

に よ り5部1課 とな り,情 報 資料部 に文 献資料研 究室及 び写 真

資 料研 究室 が 澱かれ,美 術 部 資料室 は廃 止 され た。

昭和53年3月20日 本館 構 内の写 場 等(木 造,平 崖建,延 面積144m・)を 取 りこわ

し,情 報 資料 部研 究棟 と して,鉄 筋 コン ク リー ト造,地 下1階,

地 上3階,延 面 積569.95m・ の建 物 が竣工 した。

昭和53年4月5日 文部 省 設概法 施行 規則 の一 部が 改正 され,新 たに修復 技術 部

に 第三 修復 技術 研 究室が 置か れ た。

昭 和59年6月28日 文部 省組 織令 が 改正 され,本 研 究 所 は文 化 庁 施 設 等機 関 と

な った。

平 成2年10月1日 文部 省 設 概法施行 規 則の一 部 が改正 され て新 たに ア ジア文 化

財保 存研 究 室が謎 かれ,5部1室1課 となっ た。

平 成5年4月1日 文部 省 設 置法施行 規 則の一 部 が改正 され てア ジア文 化財保 存

研 究室 は,国 際文 化財保 存修 復協 力室 となっ た。

平 成7年4月1日 文部 省設 置法施行 規 則の一 部 が改正 され て国 際文化 財保 存修

復 協力室 が廃 止 され,新 た に国 際文化 財保 存修復 協 力セ ン ター

が 設置 され た。 同セ ン ター には,企 画 室及 び環境 解析 研 究指 導

室 が置 かれ,1セ ンター5部1課 とな った。

同 年4月1日 東京芸 術 大学 と 「東 京芸 術大 学大学 院 美術 研 究科文 化財 保 存

学 専攻 の教 育研 究に対 す る連携 ・協 力に 関す る協 定 書」 が交 わ

され,連 携併 任分 野 として独 立 専攻大 学院文 化財 保 存学専 攻(シ

ス テム保 存 学)が 設 置 された。
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沿 革

3.歴 代 所 長(昭 和5年 ～平成8年)

主 事

主 事

所長事務取扱

所 長

所長事務取扱

所 長

所 長 代 理

所 長

所長事務代理

所

所

所

所

所

所

長

長

長

長

長

長

彦

雄

作

雄

蔵

蔵

男

一

雄

松

克

男

隆

郎

義

太

直

幸

英

幸

豊

豊

敏

栄

幸

一

延

杏

明

木

代

田

代

中

中

山

本

代

中

野

藤

田

川

邊

正

矢

和

矢

田

田

福

松

矢

田

関

伊

濱

西

渡

(日召不日5.6.28～ 日召禾日6.11.24)

(日召禾06.11.25～ 日召禾010.5.31)

(日召和10.6.1～ 昭 和11.6.21)

(日召禾011.6.22～ 日召禾017.6.28)

(日召禾017.6.29～ 日召不022.8.15)

(昭 和22.8.16～ 昭 和23.5.10)

(日召不[123.5.11～ 日召禾024.8.30)

(日召不024.8.31～ 圓召禾027.3.31)

(日召禾027.4.1～ 日召禾028.10.31)

(日召不日28。11.1～ 日召禾040.3.31)

(日召禾040.4.1～ 日召禾053,4.1)

(日召不日53.4.1～ 日召利162.3.31)

(昭 和62.4.1～ 平 成3.3.31)

(平 成3.4.1～ 平 成8.3.31)

(平 成8.4.1～ 現 在)
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II.機 構 二・職 員 ・予 算

東京国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成およびその公

表を行うことを目的として設立された文化庁の施設等機関である。その機構等は

次のとおりである。

1.機 構

所 長

庶 務 課 課長補佐一[灘
課 長

≡響 一 一 ≡1講難

響 一一 モ1懇藩奏妻
化学研究室

保存科学部 物理研究室

部 長 生物研究室

主任研究官

第一修復技術研究室

修復技術部 第二修復技術研究室

部 長 第三修復技術研究室

主任研究官

響 一 一E雛 舞奎
国讐 難 復脚 砺τ 糠

析研究指導.
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機 構 ・職 貝 ・f算

2.職 員

(平成9年3月30日 現 在)

一 　 一 　

所 属 職 名 氏 名 専 門 分 野一

所 長 所 長 渡 邊 明 義 (美術 史)

庶 務 課 課 長 山 代 文 雄

課 長 補 佐 篠 原 一 夫

庶 務 係 係 長 小 関 仁 志

係 員 宮 腰 香代1

事 務 補 佐 員 鈴 木 紀 枝

u 武 田 知 了・

会 計 係 係 長 横 山 直 樹

係 員 本 澤 英 伸

事 務 補 佐 貝 時 川 真 理

// 後 藤 由希r
// 村 上 浩 子

労 務 補 佐 貝 菊 地 廣 占

美 術 部 部 長 鶴 田 武 良 (中国絵 画 史)

主 任 研 究 官 島 尾 新 (日本 中 世絵 画 史)

// 山 梨 絵美f (日本近 代絵 画 史)

// 岡 川 健 (中国彫 刻史)

第 一・ 研 究 室 室 長 中 野 照 男 (東洋絵 画 史)

調 査 貝(非) 北 澤 憲 昭 (日本絵 画 史)

第 二 研 究 室 室 長 田 中 淳 (日本近 代絵 画 史)

芸 能 部 部 長 蒲 生 郷 昭 (日iii'楽 史)

演 劇 研 究 室 室 長 鎌 倉 悪f (日 本 近f　k演 劇)

調 査 員(非) 細 井 尚 チ (中IKI演 劇)

_,,:
ri楽 舞 踊 研 究 室 室 長 羽 田 爬 (日本 中 世演劇)

研 究 員 高 桑 いつみ (日本1午楽 史)

調 査 員(非) 石 井 倫 子 (日本 中世 演劇)

民 俗 芸 能 研 究 室 室 長 中 村 茂 子 (民俗芸能)

調 査 貝(非) 串 田 紀 代 美 (民俗芸能)

保 存 科 学 部 部 長 三 浦 定 俊 (計測 工学)

主 任 研 究 官 佐 野 千 絵 (光化 学)
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機 構 ・職 貝 ・f算

所 属 職 名 氏 名 專 門 分 野

化 学 研 究 室 室 長 平 尾 良 光 (無機化学)

研 究 貝 早 川 泰 弘 (無機化学)

物 理 研 究 室 室 長 石 崎 武 志 (地球科学)

生 物 研 究 室 室長事務 取扱 避 浦 定 俊 (計測工学)

研 究 貝 木 川 り か (生物化学)

調 査 員(非) lil野 勝 次 (応用 昆虫学)

修 復 技 術 部 部 長 増 川 勝 彦 (装潰技術)

1:任 研 究 官 川野邊 渉 (高分子化学)
11 尾 、ン:和 則 (装横技術)

第一・修 復技 術研 究 室 室 長 中 甲 壽 克 (漆芸技法)

第:修 復技術研究室 室 長 松 本 修1'i (建築 史)

技 術 補 佐 貝 坂 本 雅 美

第三修復披術研究室 室 長 占:木 繁 夫 (考古 学)

技 術 補 佐 員 犬 竹 和

情 報 資 料 部 部 長 松 島 健 (日本 彫刻 史)

i三任 研 究 官 井 丁一 誠之 輔 (東洋絵画史)

11 長 岡 龍 作 (日本 彫刻 史)

文 献 資料 研 究 室 室 長 米 倉 辿 夫 (日本中世絵画史)

研 究 貝 勝 木fi-_郎 (中国絵画史)

事 務 補 佐 貝 中 村 節 子

写 ユ'↓資 料 研 究 室 室 長 鈴 木 廣 之 (日本近世絵画史)

～㌧く 門 職 員 野久保 昌 良 (美術写真)

調 査 貝(非) K鍮 敏 子 (日本絵 画 史)

国際 文化 財保 イ∫二修復 協
力 セ ン タ ー

セ ン タ ー 長 宮 本 長二郎 (建築 史)

企 画 室 室 長 中 島 健 次 ・

係 長 松 ド 冬 樹
'

係 貝(併 任) 占 野 貴 子

調 査 貝(非) 大 江 佐知子

// 松 原 美智子

環境解析研究指導室 室 長 西 浦 忠 輝 (材質改良学)

研 究 員 朽 津 信 明 (地質学)

・1学務 補 佐 員 二 神 葉 ヂ

保 存 科 学 部 客 員 研 究 員 二 宮 修 治 (無機化学)

修 復 技 術 部 // 松 川 史 朗 (腐食工学)

情 報 資 料 部 u 伊輿川 光 宏 (情報工学)
国際文化 財保 存修復 協
力 セ ン タ ー

n 松 本 健 (考古 学)
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機構 ・職貝 ・予算

平 成8年 度 に おけ る異動 者

容内動異

用

任

任

任

用

任

用

用

任

用

任

任

用

用採転昇転採昇採採転採昇昇採採

日動異

1

1

1

1

6

1

1

1

1

1

1

1

5

1444・4ね444乞444姐4118、ε888888888888平平平平平平平平平平平平平平

名氏

義

志

樹

伸

子

淳

昭

美

志

弘

健

次

子

健℃明仁直英浩憲イ武泰健葉紀邊関山澤上中澤田崎川島島神本渡小横本村田北車看早松中二松

名職官

長

長

長

員

貝

長

の

の

長

員

長

長

貝

貝佐ω⇔佐究補貝員究補研務査査務貝所係係係事室調調室研部室事客

属所

課

部

部

部

部

財
協
一ヴ料化復タ務術能科資文修ン存報際存セ庶美芸保情国保力

平 成8年 度 にお け る退職:者等・

所 属 官 職 名 氏 名 在 所 期 間 備 考

庶 務 課 課 長 山 代 文 雄 平6.4.1～ 平9.3.31 転IL

課 長 補 佐 篠 原 一 夫 平3.4.1～ 平9.3.31 転 昌

係 員 宮 腰 香 代 子 平5.5.1～ 平9.3.31 転'1

係 貝 本 澤 英 伸 平8.4.1～ 平9.3.31 転 出

事務補佐貝 鈴 木 紀 枝 平6.4.1～ 平9.3.30 退 職

事務補佐貝 瀧 澤 桂 子 平6.4.1～ 平9.1.15 退 職

事務補佐員 小 倉 聖 子 平6.4.1～ 平9.3.30 退 職

美 術 部 調査貝(非) 北 澤 憲 昭 平8.4.1～ 平9.3.31 退 職

保存科学部 客員研究員 二 宮 修 治 平8.4.1～ 平9.3.31 退 職
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「
機 亭薄 。耳哉員 ・f算:

3.名 誉 研 究員

氏 名 退 職 時 官 職 名 在 所 期 間
名誉研究員

発令年月日

白 畑 よ し 昭5.6.30～i昭27.8.1 53.10.18

高 田 修 美 術 部 長 昭27.12.1～ 昭44.3.31 //

登 石 健 読 イ呆 イ∫:番 こレ"}ぐ:音i～ ム乏 昭27.10.ト 昭50.4。1 1/

岡 畏三郎 X術 部 長 昭20,5.15～ 昭51.4.1 1/

関 野IL 所 長 昭40.9.1～ 昭53.4.1 //

秋III光 和 美 術 部 第 ・研 究 室 長 昭16.10.1～ 昭42,2.1 54.10.18

久1'f健 情 報 資 料 部 長 昭2〔〕.5,3ト 昭57.4.1 57.10.18

川 ヒ 浬 美 術 部 長 昭21.2.28～ 昭57.4.1 11

関 」一 代 美 術 部 第 二研 究 室 長 II(」18.12.15～ 昭58.4.1 58.10.18

横 道 萬里雄 芸 能 部 長 H召28.3.16～ 昭51.4.1 59.10.18

上 野 ア キ 情報資料部文献資料研究室長 昭17.IL3～ 昭59.4.1 //

江L緩 情 報資料部 主任 研究 官 昭38.5」8～ 昭59.3.31 //

田 村 悦f 美 術 部1三 任 研 究 官 昭22.6.16～ 昭60.3.31 60.10.18

猪 川 和 子 情報資料部文献資料研究室長 昭22.6.27～ 昭60.3.31 n

伊 藤 延 男 所1 Ilj;53.4.1～ 昭62.3.31 62.10.18

柳 澤 孝 美 術 部 長 昭21.9.30～ 昭62,3.31 //

三 隅 治 雄 茨 能 部 長 昭27.10.1～ 昭63.3.31 63.10.18

樋 口 清 治 修 復 技 術 部 長: 1(;37.11.1～ 昭63。3.31 Il

川 實 榮f 美 術 部1モ 任 研 究 官 昭23,3.31～ 平 元.3.31 1.10.18

見 城 敏f一 保存科学部物理研究等ミ長 昭34.4.1～ 平 元.3.31 n

濱 田 隆 所 長 昭62.4。1～ 平4.3.31 3.10.18

関 口IE之 美 術 部 長 昭42.2.1～ 平3。3.31 //

佐 藤 道f一 芸 能 部 長 昭34,4.1～ 平4.3.31 4.4.1

馬 淵 久 夫 保 存 科 学 部 長 昭50.10.1～ 平4.3,31 //

新 井 英 夫 保 存 科 学 部 長 昭45.9.1～'1ξ5.3.31 5.4.1

石 川 陸 郎 保存科学 部主任 研究 官 昭32.4.15～'1'S.3.31 11

西 川 杏太郎 所 長 平3.4.1～ 平8.3.31 8.4.1

門 倉 武 夫 保存科学部生物研究室長 昭32.4.ト 平8.3,31 //

三 輪 英 夫 美術 部 第 二 研 究 室 長 昭53.8.1～bド8.3.31 //
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機 構 ・職 員 ・予 算

4.平 成8年 度 予算
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機構 ・職 貝 ・予算

5.平 成8年 度特 別研 究一覧

事 項 金 額

千円

中国仏教美術基準作品調査研究 6,902

日本近代美術の発展に関する明治後期から昭和初期の基準資 5,519

料集成

近代歌舞伎の伝承に関する研究 5,523

文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究 7,846

文化財における環境汚染の影響と修復技術の研究協力 :1111

文化財の保存を目的としたレンガの劣化現象と保存対策に関 4,974

する調査研究

計 110,764

6.平 成8年 度科学研究費補助金交付一覧

研 究 種 目 研 究 課 題 研究代表者 交付額

千円

重点領域研究 化学的 ・光学的情報を用いた遺跡探査の 三浦 定俊 5,600

(1) 手法に関する研究

重点領域研究 美術史研究支援ツールの研究 米倉 迫夫 2,200

(2)

基礎研究(A) 文化財の保存修復に用いられた材料の効 増田 勝彦 7,000

(1) 果に関する研究

基礎研究(A) 文化財収蔵庫の庫内空気環境調査法の公 佐野 千絵 9,700

(2) 定化のための基礎的研究

基礎研究(A) 古建築の保存を目的とした石材強化保存 西浦 忠輝 8,300

(2) 用合成樹脂の物性評価

基礎研究(C) 弥生時代青銅器の産地推定 平尾 良光 1,400

(2)

基礎研究(C) 環境の湿度変化が国宝中尊寺金色堂に与 三浦 定俊 300

(2) えた影響に関する研究

基礎研究(C) 古代 日本の動物遺体のDNA解 析 木 川 りか 700

(2)
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機 構 ・職 貝 ・予 算

研 究 種 目 研 究 課 題 研究代表者 交付額

奨励研究(A) 初唐 ・盛 唐の敦 煙 にお け る極 楽 イ メー ジ 勝木言一郎 1,000

(2) の形成について 一阿弥陀浄土変相や観
経変相にみる九品往生の表現を中心に一

奨励研究(A) 古墳の装飾に用いられた赤色顔料に関す 朽津 信明 1,000

(2) る鉱物学的研究

基礎研究(A) 美術工芸品等の防災に関する調査研究 中野 照男 7,000

(1)

国際学術研究 タイ国レンガ造遺跡の劣化現象と保存対 西浦 忠輝 2,000

策に関する調査

国際学術研究 中国砂漠地帯における文化財の保存対策 宮本長二郎 2,100
に関する共同研究

国際学術研究 古代東アジアにおける青銅器の変遷に関 平尾 良光 4,600

する考古学的 ・自然学的研究

国際学術研究 文化財の微量試料分析法の開発 三浦 定俊 :11

国際学術研究 建造物保存修復の理念及び方法に関する 松本 修自 z,ioo

研究

計 64,800

7.平 成8年 度 受託研 究一覧

研 究 課 題 受 入 額

円

太宰府市観世音寺一丁目地内出土の漆手箱復元に関する研究 :II111

装漬材料の生化学研究 300,000

根塚遺跡出土鉄製品の修復研究 276,000

藩札の保存および料紙に関する研究 420,000

猪俣北古墳群第1号 墳出土鉄製品の修復研究 618,000

計 2,414,000
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III.調 査 研 究

1.中 長期研究計 画一 覧

部 名 課 題 名 研究代表者 期 間

美 術 部 *美 術に関する基礎資料の研究

室田∫水墨画資料 島尾 新 平6.4
～ 平11

.3

鎌 倉後 期彫 刻の)岬1畦作 品 資料 松島 健 平8.4
～ 平13

.3

日ノトこ糸会1由i史年 糸己資 准卜集7戊15世 糸己 鈴木 廣之 '1'3 .4
,i;9

.:3

*束 ア ジアに おけ る造 形 と社 会 島尾 新 平6.4
～ 平11

,3

*ri咽 仏教美術基準作品調査研究 中野 照男 平4.4
畠

～ 平10 .3

*明 治後期 か ら昭不il前期 の)ミ術 団体, 川中 淳 平8.4

内 外 博覧会 に出unさ れた作 品及 び そ ～ 平13
.3

の作家の研究

芸 能 部 *近 代歌舞伎の伝承に関する研究 蒲生 郷昭 平8.4
～ 平12

.3

*近 現代における能楽技法の伝承に関 羽田 藤 平7.4

する研究
r'

～ 平11
.3

*元 禄 期 の浄瑠璃 ・歌舞 伎の研 究 鎌倉 悪子 平6.4
～ 平10 .3

*「 翁」 の技法 集成 羽川 剥 平6.4
～ 平9

.3

*日 本音楽の伝承に関する研究 蒲生 郷昭 平6.4
～ 平9 .3

*伝 統的唱歌の研究 高桑いつみ 平5.4
～ 平10

.3

*芸 能 に用 い られ る武器 の研究 中村 茂子 平5。4
～ 平9

.3

保存科学部 *文 化 財施 設の保 存(収 蔵 ・展 示)環 三 浦 定 俊 平7.4
:境の研 究 ～ 平12 .3

*新 しい文化財防虫防徽法の研究 三 浦 定 俊 平6.4
～ 平13

.3

*古 代東アジアにおける青銅製晶の変 'F尾 良 光 平7.4

遷に関する研究 ～ 平12 .3

修復技術部 *文 化財における環境汚染の影響と修 増田 勝彦 平4.4

復技術の開発研究 ～
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美 術 部

部 名 課 題 名 研究代表者 期 間

修復技術部 *文 化財の伝統的修復材料の研究(第
2期)

*敦 煤文化財保存修復に関する調査研
究(第2期)

中里 壽克 平5.4
～ 平9 .3

平8～ 平9

一一一

情報資料部 *美 術情 報処 理 シ ステム の研 究 一 デー

タの共有化 を中心 として一

*検 索 辞書 シ ステムの 研究

*デ ジ タル画像 デー タの蓄 積 と活用 に

関 す る基礎 的研 究

松 島 健

米倉 迫夫

鈴木 廣之

平 元.4
～ 平11

.3
-4

平6.4
～ 平11

.3

平6.4
～ 平11 .3

国際K化 財
保 存修復 協
ノ戸 ・ンター

*世 界,特 に ア ジア 諸国 におけ る文化

財保 イ∫:に関 す る情報 の収 集

*渥 外 石造 文化財 の 劣化 と保 存修 復 処

置に関 す る研 究

*文 化 財 の保 存 を 目的 と した,レ ンガ
の 劣化現 象 と保 存対 策 に関 す る調査

*敦 焼 文化 財 の保 イ∫:修復 に関す る 口中

共同研 究

松 本 修 自

西 浦 忠 輝

西 浦 忠 輝

宮本長二郎

平3.4
～ 平12

.3

平3.4
～'1'12

.3

'1'・6
.4

～'1'15
.3

'1'3
.4

-'1'13 .3

2.美 術 部

(1)概 要

夏術部 はff・ 東 洋 のtfi術 並 びに 日本 の近代 ・現代 美術 とこれ らに関 連

あ る西洋 美術 につ いての 基礎 的調査 研究 を行 い,か つ,そ の成 果 を公 表す る

こ とを活動の 目的 としてい る。 美術 部 は二室 よ り構 成 され,第 … 研究 室は 占

庭術 を担 当 し,第 二 研究 室は 近代 ・現代 美術 を担 当 して いる。

調査研 究は 各時代 に わた り,絵 画 ・彫 刻 ・工芸 の各分 野 につい て,作 品 と

文献資料 との 両面か ら実 証的 に進 め,と もに基礎 とな る研究 資料 の作 成 と整

理 とにつ とめ て いる。 その他,現 代 美術 の動 向 に関す る調査 と資 料収 集 も並

行 して行 ってい る。 また当部 で は,作 品に対 す る科学 的 な鑑 識法 を早 くか ら

積極 的 に活用 して きた。 これ も当部の研 究 活動 の特色 で あ る。 なお情 報資料

部 貝 との間 では,研 究や 調査 の面 にお いて 緊密 な協 力体 制 が とられて い る。

その ほか他 機関 との 共同研 究 に よる広 領域 の研 究 に も参加 して いる。なお,

一16一



美 術 部

研究 員 それ ぞれ の研 究課 題 と内容 は(2)の各 論の 項 に示す とお りであ る。

調 査研 究 の結果 は,機 関 誌 『美術 研 究』(昭 和711=創 刊)や その他 の学 会誌

に発 表 し,単 行 の研 究報 告 も随 時刊行 して いる。 さ らに,研 究 成果 の一 部 を

広 く一般 の理解 に資す るために,情 報 資料 部 との共 同 で毎 年一 回公 開学 術講

座 を開催 してい る。 また毎年 『日本 美術 年鑑』(昭 和11年 創刊)を 発 行 して い

る。

なお 美術 部は 黒川 清輝 の遺産 に基づ いて創 、ンニされ た美術 研 究所 を前 身 とす

るO現 在 も黒 川清輝 のイ禿三品その他 関係 資料 を保 管 し,毎 週一 回木 曜の 午後 に

はそ の 多 くを陳 列す る黒 川記 念室 を公開 してい るO

第 一 研 究 室

ZI:/'時代 までの 日本 美術 及 びiiア ジア地域 の 美術 に関 す る調査研 究並 びに

資料収 集,公 表 を1こ務 とす る。 また,『 嚢術研 究』 の編 集 を担 当 して い る。

第 二 研 究 室

明 治以 降の 日本近 代)ミ術に 関す る調 査研 究 と,こ れに関 連す る西 洋美術 及

び 日本近 世の 洋瓜 美術 の調査研 ラヒ,と くに 現代)亀術 に関す る調 査研 究に おい

て は,そ の 年度 に収 集 した資 料 を整理 し,そ の成 果 を 『日本 美術 年鑑 』 と し

て毎 年i:11行して い る,、'14成8年 度 は,'F成7年 の内容 を もった平成8年 版 を

田行 し,引 続 き'ド成9年 版 の編 渠に着 ヂした。

ま た,昭 和52年 度 以 来実施 して きた黒 田清輝 巡 回展 は,平 成8年 度 はブ リ

ヂ ス トン 突術 館 ・石橋)こ術.,1'・京都国 、ンニ近 代Xfifi館 ・Fl本 経 済新聞 社 との共

催 で 「白馬 会 一明治1羊画の新 風 」展 として行 った。

(2)各
ム
冊

一言
μ

1,美 術 に関 す る基礎 資料 の研 究

(1)1:III.水'.1<画資米斗(中 長期:5年 計 画の 第3年 次)

1)ド 記 の作品 の調 査 を行 った。

室町 水墨 画及 び関1逝作 品(京 都国 立 快草物 館 ・個 人蔵)
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美 術 部

東 京国立博 物館 所蔵 狩野 家模 本 中の雪 舟画(東 京国 立博物 館

と共 同)

2)本 年度 は雪 舟関係 の 資料 を収集 した。東 京国 立博物 館所 蔵狩 野家模

本 につ いて は,約600点 の模本 につ いて,画 中の 書込 みの読 解 と編年 の

作業 を開 始 した。また,売 立 目録所 載 の雪舟 画の 整理,「天橋 立 図」「四

季 山水 図巻 」(京 都 国立博 物館)等 につ いて,添 状 等 の基礎 資料 を収集

した。

3)収 集 した資料 につ いては,整 理 とデー タベ ー ス化 を進め た。〈島尾,

(情)井 手 〉

(2)鎌 倉 後期彫 刻 の基準 作 品資料(中 長期:5年 計画 の 第1年 次)

1)在 銘 作 品及 び納 入品所 在作 品の 調査

2')作 品及 び仏 師関連 資料 の収 集

造像 需 要 が全 国 的 に広 が る鎌 倉 後 期 に は仏 所 が分 立 して 各 地 で活

躍,そ の こ と もあ って仏 師名 を明 記 した作 品が著 し く増 大す るが,主

として円 派仏 師 とその既知 作 品の 資料 収集 を行 ない,在 銘作 品の年 表

を作成 した。 この過程 で,朝 円作毘 沙 門天像 な ど,こ の 派 の新 資料 を

発掘 す る こ とが で きた。研 究成 果 の 一 部 は来 年 度 に公 刊 の 予定 で あ

る。〈(情)松 島 〉

(3)日 本絵 画 史年紀 資料 集成15世 紀(中 長期:6年 計 画の第6年 次)

昨年度 は,「 一五世 紀 絵画 史年表 」(改 定 第1稿)に つ いて,重 複項 目

を削除 し,名 称,所 蔵 な どの誤 りを訂正 し,さ らに 昨年度新 たに採集 し

た項 目か ら追加 して 「増 補改 定第1稿 」 を作 成 した。 ただ し時 間の制 約

か ら,採 集項 目のす べ て を年 表に追 加す るこ とが で きず,絵 画 を中心 に

計85件 の 項 目の追加 に とどま った。 「一五 世紀 絵画 史年 表」(増 補 改定 第

1稿)の 収 録件 数 は次 の とお り。

絵 画:287件,彫 刻:166件,工 芸:58件,書 跡:17件,合 計:528件

本 年 度 は,収 録 項 目の うち絵 画 を中心 に して1430年 代 初 頭 ま での銘

文 ・奥 書 ・賛文 などの翻刻 と解 読の 作業 を終 え た。<(情)鈴 木>

2東 アジア美 術 に おけ る造形 と社 会(中 長期:5年 計 画 の第3年 次)

(1)制 作 と享 受 の場に つ いての研 究
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… 一

美 術 部

1)古 代 的空 間意 識 と彫像 の 機能

8・9世 紀 日本 の武 装像 につ い て,そ のか た ち と機 能 を,当 時 の対

外 意識 や境 界観 と関 連づ け て考 察 し,太 宰府 観世 音寺,隼 人町 隼 人塚

な どで関連 作 品 を調査 した。 その 中間報 告 を所 内研 究会 にお いてお こ

な った。

2)寧 波 ・左充州 におけ る・、¥院信{∫ljと絵 【由i

奈 良国 立博物館 で開催 され た 『東ア ジアの仏 た ち』 展 出品の 中国 仏

画 ・高麗仏 画 の基 本資料 を蒐集す る とともに,そ の 国籍 ・制作 地 ・制

作 年代 等につ いて,再 検 討 した、,また14世 紀の 普陀 山の景 観 を描 いた

作 品 を紹 介 した(『 〕庭術研 究』365%,'一,1996年10月)。

3)明 治期 にお け る,,iii術評仙

内国勧 業 博覧 会 ・内 国絵 画 共進会 等に おい て当代 美術 とな らん で 多

数 出品 され たICI術 品 に注 目 し,そ の作 品評価 の変遷 史 をた ど るため,

基礎 的 調査 を開始 した,,

(2)流 通 と交流 につ いての研 究

1)朝 鮮 仏画 のllll来事情

請来 され た高 麗仏画 と李朝T!、画の所 在 地に つ いて情 報 を集 め,そ の

分 布状 況の違 いに着 目して,朝 鮮か ら仏 画 を請来 した地域 ・時代 の社

会 的背 景 につ いて考察 を進 め た。

2)室 町 時代 に おけ る 美術 の流通 と価値 観 の形 成

室町 時代 に おけ る唐 物 と座敷 飾 りにつ い ての研 究 を継続 し,そ れ ら

が儀 礼 ・売 買 ・鑑 識等 を含 む総 合 的 なシ ステム を形成 す る過 程 を探求

した。

3)入 明画僧 の 旅の 実態

遣 明使 の 入明経 路 と事蹟 につ いての 史料 を収 集 し,そ れ を基礎 に雪

舟 をは じめ とす る入明画僧 の旅の具 体 的 な様 相 を解 明す る作業 を進 め

た。

(3)技 術 と素 材 につ いての 史的研 究

室 町時代 の 夏畦様 山水 図巻 につ いて,画 師 が画 本か ら どの よ うに 画面

を組 み立 て たか を具体的 に探 る作 業に 着 ヂした。<島 尾,中 野,(情)鈴
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美 術 部

木,井 手,長 岡,(調)玉 贔>

3中 国仏教 美術 基準 作 品調査 研究(中 長 期:6年 計画 の 第5年 次)

本研 究 は,中 国仏 教 美術作 品の うち,銘 記,落 款,印 章,賛 文 等に よっ

て,制 作年,制 作地,作 者,発 願 者 な どが 明 らか な もの を 「基 準作 品」 と

して調査 し,基 本的 なデ ー タや 詳 細 な写 真 を整備 す る こ とに よっ て,中 国

仏教 美術 の体 系 を見直 し,そ の特 質 を明 らか にす るため の 「もの さ し」 を

作 ろ うとす るもの であ る。

本年 度は 下記 の調 査,研 究 を行 な った。

(1)研 究会(研 究協 力者 会議)の 開催

中国仏教 美術,中 国や 日本 に深 く関 わ りのあ る朝鮮 半 島の仏 教美 術,

また 日本 にお け る中国 仏教 美術 の受 容 の諸相 に つい て研究 実績 を もつ研

究 者 を招 き,各 自のデー タを持 ち寄 って,問 題 の所在 を検 討 し,さ らに

今 後 の調査 研究 の 方法 等につ い て討議 した。 本年 度 の研 究 発表 者は 次の

6名 であ る。

肥田路美(早 稲田大)

岡田 健(東 文研)

松浦正昭(奈 良博)

長岡龍作(東 文研)

武田和昭(円 明院)

泉 武夫(京 博)

(2)現 地調査

「法隆寺金堂壁画に描かれた山岳景の意義」

「初唐期阿弥陀如来像の諸相」

「調査研究報告 東寺兜蹟毘沙門天像について」

「木彫仏請来動向から見た東寺兜蹟像」

「九世紀日本の武装像一『境界の像』の観点から」

「定印阿弥陀像について」

「仏画における黄金身の表現」

日本 国内 では,年 紀 を有 す る中国仏 教美 術作 品 を中心 に調査,写 真撮

影,X線 透過 撮影 等 を行 な った。 本年 度は,東 寺木造 兜ia;毘沙 門天 像,

同観 智院 木造五 大 虚空蔵 菩 薩像,大 徳 寺五 百羅 漢像(京 博,奈 良 博寄託

分)等 の 調査 を実 施 した。 また,中 国 や欧 米へ の出張 の折 に,美 術 館,

博 物 館,寺 院 等に お いて,そ の所蔵 作 品の 調査 を実施 した。

(3)基 礎 資 料の収 集

引 き続 き,基 礎 資料 の収集 を行 な った。本 年度 は,情 報 資料部 が保 管

す る拓本,約3000枚 につ い て整 理,研 究 を始 め た。 その内,約2000枚 は,
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中国 河南省 龍 門石 窟 の造像 銘 記の拓 本 で ある。龍 門石 窟分 の基 本 カー ド

の作成 を終 了 した。

(4)デ ー タベ ー スの作 成

欧 米に所 在す る中国仏教 彫 刻に 関す る デー タベ ー ス を作 成 した。ま た,

中国仏 教 美術研 究の 基礎 史料 と して,『(梁)高 僧 伝』,『龍 門石 窟石刻 録』

のデ ー タ を入 力 した。

(5)研 究成果 の公 表

1調査研究 や研 究会 の成 果 を,『美術研 究』等に発 表 した。宮崎 法子(363,

364り゜),井 手誠之輔(365.;,.),岡lli健(366り 』),肥 田路 美(『 仏 教芸 術』

230疑)な ど。 龍門石 窟造像 銘 記拓 本の 目録,束 孝木造 兜蹟 毘沙 門天像 の

研 究 等,今 年度 の調 査研 究の 成 果 も順 次公 表す る チ定 で あ る。<中 野,島

尾,岡 川,(情)米 倉,刀 手,長 岡,勝 木>

4明 治 後期 か ら昭和前 期 の美術 団体,内 外博 覧会 に 出品 された作 品及 び そ

の作家 の研 究(中 長期:5年 計 画の 第1年 次)

(1)明 治 後期 ～i昭和 前期 美争1サ資料

1)万 国博覧 会 資料 の研 究成 果 として「万 国 博覧 会 美術 品出 品 目録 」(東

京 国 、Z文二化財研 究∬折編)を 削行 した。

2)岩f県 疏博物館,萬 鉄'i.郎記念館 所蔵 の 大正期 に制 作 され た作 品 を

調 査 ・撮 影 した、,

3)二 科 展,フ ユーザ ン"ic'lli,PSr:t一社展 の出 品 目金求をデ ー タベ ー スを構

築 した。

4)光 風会,国 画会,独 立 美術 協会 の出llll目録 を収 集整理 した。

5)林 忠正宛 書簡 の調 査 ・研 究 に着rし た。〈川 中,山 梨>

5近 百年 来中 国絵画 史研 究

II本留 学 中国人 美術 学 生 及び1912年 一37年 に 中lKIで紹介 され た欧 米美 術

につ い て調査 を行 った。 また,北 京,ヒ 海 で現代 中国絵画 の動 向 につ いて

調査 を行 った。〈鶴 田 〉

一21一



芸 能 部

3.芸 能 部

(1)概 要

芸能部 は,日 本の伝 統芸 能 に資す るために 必要 な基礎研 究 を行 うこ とを 目

的 とし,演 劇 研 究室 ・_;,:ri楽舞踊 研究 室 ・民俗芸 能研 究 室の三 室 に よって構 成

されて い る。 芸能 部 の研究 目標 と しては,諸 芸 能 の理 念 ・構造 ・技法 お よび

その継承保 存に 関す る研究 な どが あ り,そ の研 究 に必要 な 資料 の収 集 ・整備,

お よび記録 の作成 の ための撮 影 ・録 デ1二録 画 な どの作業 を行 う。研 究 の成 果

は,t=　JTr・ 夏期学術 講ノ・睦・公開 学術 講座 な どに よって公 表す る。

'F成8年 度 は
,特 別 研究 「近代 歌 舞伎 の伝承 に関 す る研 究」(4年 計 画)の

第1年 次に あた り,資 料収 集,記 録 作成,実 地 調 査 を行 い,研 究 会 を開 催 し

た。研 究成果 は 夏期学 術講座 ・「芸能 の科 学」 な どで公表 す る。

演 劇 研 究 室

日本 占典演劇 につ いて芸能 学 的に 調査 ・研 究 を行 い,ま た,こ れ ら諸 芸能

の 周辺 にあ って,伝 統 芸能 の成 立に 深い 関係 を もつ 諸分野 につ いて も調 査研

究 を進め て い るO

平成8年 度 は,個 人研 究 と して 「元禄期 の浄瑠 璃 ・歌舞 伎の研 究 」「中国演

劇 の研 究 」,共 同研 究 として 「近 代 歌舞伎 の伝承 に関 す る研 究 」に参 加 した。

音 楽 舞 踊 研 究 室

日本 の音楽 につ いて,芸 能 学 的 ・音 楽学 的 な調査研 究 を行い,こ れ ら伝 統

音楽の成 立 に深 い関係 を もつ 周 辺分 野 につ いて も,調 査研 究 を進め て いる。

平 成7年 度 は,個 人研 究 として,「Ei本 音楽の伝 承 にお け る研 究」 「近現 代

に おけ る能 楽 技法 の伝承 に関 す る研 究 」 「伝 統的 唱歌 の研 究」 「狂言 に 見る風

俗 としての衆 道」を行 った ほか,共 同研 究 「近代 歌舞 伎の伝承 に関す る研 究」

「翁 の技 法集成 」に 参加 した。
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民俗芸能研 究室

全国各地に分布伝承される民俗芸能を対象とし,そ れらの保存 ・継承に資

するために必要な研究を行っている。

平成8年 度は,個 人研究として「芸能に用いられる武器の研究」「東京都の

祭囎子の研究」を行ったほか,共 同研究 「近代歌舞伎の伝承に関する研究」

に参加 した。

(2)各 論

1近 代歌 舞伎 の伝 承 に関 す る研 究(4年 計 画 の第1年 次)

幹部俳 優 の死 去や 高齢 化,俳 優 の生 活環 境や 意 識の変化,観 客 の嗜 好 の

変 化,興 行 のあ りノ∫等が,歌 舞伎 のil-."iな演 技の伝 承 に深刻 な影響 を与 え

てい る、,本研 究 は近代 歌 舞伎 の歩み の 中で,具 体 的 に何 が変 わ ったの か,

その原 因 は何 か を考 え,今 後 の歌舞 伎 が ど うあ るべ きか を検 討 し提 言 しよ

うとす る もので あ る。 本 年度 は1年 次 で下 記 の調査,研 究 を行 った。

(1)日 本 芸術 文化振 興 会(lil泣 劇 場)の 伊三優 養成 事業 の調 査。

(2)歌 舞伎 批 評の 実態

(3)海 外 にお け る歌舞 伎研 究 の調 査

(4)民 俗 芸能 の歌 舞伎`ヲ司査

2元 禄 期 の浄 瑠璃 ・歌 舞伎 の研 究(6年 計 画 の第3年 次)

元禄 期 の歌舞 伎に つい て,動 物 の登場 す る場 を中心 に絵 画,仏 典 も視 野

に人れ て調 査 した。<鎌 倉>

3「 翁」 の技 法集 成(5年 計画 の第3年 次)

本 年度 は芸 能 部舞 台で和 泉 流,大 蔵流 の三 番rX(さ ん ば そ う)と 千歳(せ

ん ざい)の 実 技者 の型 を撮 影記録 し,技 法 に関 す る聞 き取 り調 査 を行 った。

また技 法 の比較 の ため,日 本舞 踊花柳 流 の 「種 蒔三 番rX」 「二 人三 番 嬰」を

撮 影収録 した。 なお,撮 影 したフ ィルムの 一・部 はphoto-CD化 し,型 の比

較 を試み てい る。<羽 田 ・高桑 ・石井>

4日 本 音楽 の伝 承 に関す る研 究(3年 計画 の 第3年 次)

日本 音楽 の変 化の 諸相 につ いて考 察す る。本 年度 は ド記の研 究 を行 った。
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(1)長 唄 とめ りや す の詞 章 集 『め りや す豊 年蔵 』 につ いて,研 究 史 を踏 ま

えつ つ,そ の性格 の一 面 と各版 の 内容 とを考 察 した。

(2)『 教 訓抄』 語 彙索 引作成 を継 続 し,「年 代編 」 を完成 した。<蒲 生>

5.近 現 代 にお ける能楽技 法 の伝承 に関す る研 究(5年 計 画の 第2年 次)

近 現代 も変 遷 し続 けて い る能楽 の,特 に技 法の伝 承 と演 出の あ り方 に関

わ る事 象 を重点的 な研 究課題 とす る。

本年 度は,明 治以後 に脚 色上 演 され た歌 舞 伎舞 踊の能 取 り物 につ いて,

「紅葉狩 」 を中心 に,原 典 の能 と比 較 しなが ら演 出論的 に検 討 を進 め た。

<羽 田>

6伝 統 的唱歌 の研 究(5年 計画 の第4年 次)

日本 の伝統 音楽 は 「唱歌 」 とい うス タイ ルで伝承 されて きた。 唱歌 の分

析 を行 い,そ の変 遷 をた どるこ とで伝 統 音楽 の歴 史 を考 察す る。 本年度 は

下記 の研究 を行 った。

(1)室 町末期 か ら現行 に至 る能 管の 唱歌 を分析 し,能 の舞 中で奏 す るオ ロ

シの成立過 程 を考察 した。

(2)能 管の 発生 か ら流儀 の確 立に至 る流 れ と音楽 の特 質 を,唱 歌の検討 を

交 え なが ら考 察 した。

(3)鬼 狂 言の型 「責 メ」 に用 い られ る嘘 子 の古態 を,唱 歌か ら検 討 した。

(4)平 安末 期か ら鎌 倉期 にか けて の雅楽 の古 い唱 歌 を考 察 し,能 の翁 の詞

章 「とうと うた ら り」 との 関連性 を考 察 した。<高 桑>

7.芸 能 に用 い られ る武器 の研 究(4年 計 画 の第4年 次)

(1)民 俗芸 能 ・民俗行 事 で棒 の果 たす役 割 を考 察 し公 表 した。

② 刀剣 と芸能 に関 す る資料 を収集 した。<中 村>

8,中 国福建 省泉 州の 『目連 戯』 と 日本 の 目連(国 際共 同研究:2年 計画 の

第2年 次)

日本 学術 振興会 か ら研究 費 を得 て,下 記 の調査,研 究 を行 った。

(1)泉 州 の人形 戯 『目連救 母』の撮 影 を行 い,詳 細 な演 出記 録 を作成 した。

(2)人 形戯 に関係深 い宗教 儀 礼の様 相 を記録 した。

(3)泉 州 の人 形戯実 技者 と享受 者 の聞 き取 り調査 を行 っ た。

(4)泉 州 で,関 連す る美術 作 品の調 査 を行 った。
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㈲ 石 川 県石 川郡 の 盆踊 り 『目連 尊 者地 獄め ぐり』 の調査 を行 った。

(6)8月21日 ・22日 に泉州 海外 交通 史博 物館 で 中国 の研 究 者 ・実技 者 と シ

ンポ ジウム を行 った。<鎌 倉 ・中村 ・細井 ・勝 木(情 報 資料部)>

9中 国演劇 の研 究

中 国泉州 の廟 で奉納 され る人形 戯の実 演調 査 を行 い,廟 と演 者,享 受 者

の関係 につ い て考察 した。成 果は 「芸能 の科 学」25で 公表 した。<細 井>

10狂 言 に見 る風 俗 と しての衆道

狂 言の 古台本 を素 材 に,衆 道が どの ように描 かれ てい るか を考察 した。

成果 は 第27回 公 開学 術講座 で 発表 した。<石 井>

11東 京都 の祭嘘 子調 査

東 京都 に伝承 されて い る祭 嘱 子を調 丁し,特 に里神 楽 との相 関性 を考 察

した。成 果は 「芸能 の科 学」25で 公 表 した。〈串田 〉

4.保 存 科学部

(1)概 要

文化 財 の材質 ・構 造 ・技法 お よび劣化機 構 の科 学的 な らびに文 化財 の おか

れ てい る保 存環 境 の科 学 的研究 を行 い,こ れ らを基礎 として文化 財保 存技 術

に関 す る研 究 を行 って いる。_-iltい替 えれば,文 化 財の 白然科 学 的研究,文 化

財 を試料 とす る科学 技術 史的研 究,文 化 財保 存科 学の ため の科学 技術 の応 用

研 究 の3方 面 であ る。研 究組織 は化 学研 究室,物 理 研 究室,生 物 研究 室 の三

室か らな り,研 究成 果 は修 復 技術部 と共 同編 集 の機 関 誌 「保 存科 学」 な どに

公表 され,文 化 財 の指定 ・保 存対策 ・修 復処 置 の基礎 資料 と して役立 て られ

て い る。

化学研究室

化学研究室では文化財の材質ならびに保存環境に関する問題点を化学的手

法を用いて調査 ・研究している。X線 分析法,質 量分析法などを用い,主 と

して金属文化財に関する劣化,保 存対策,材 料産地の推定などの研究を進め
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て い る。 また,文 化財 を取 り巻 く環 境か らの大 気 汚染,

つ いて 汚染度 の 測定,影 響 評価法 の研 究 を行 って い る。

酸性雨などの影響に

物理研究室

物理研究室では文化財の材質ならびに保存環境に関する問題点を物理的手

法を用いて調査・研究している。文化財の材質,構 造の調査方法としてγ線・

X線 ・赤外線などを用いている。また展示,収 蔵,梱 包 ・輸送などの文化財

を保存する環境の評価と劣化防止の方法について研究を行っている。

生物研究室

生物研究室では文化財の保存に関する問題点を生物学的に調査 ・研究して

いる。文化財の生物による劣化,す なわち微生物や昆虫などによる被害の実

態を調査して,これらの加害生物がおよぼす劣化の原因を機構を明らかにし,

加害生物の防除法の研究と開発を行っている。

(2)各 論

1文 化 財 にお け る環境 汚 染の影 響 と保 存修 復 法の 開発(5年 計画 の第5年

次 修復 技術 部 と共同)

(1)気 象 お よび酸性 雨 な どの観 測 と評価 法 の研 究

鎌 倉市 内4地 区 お よび東大 寺 にお いて観 測 と調 査 を引 き続 き行 った。

測定 項 目は 温湿度,日 照,風 向,風 速,雨 量,雨 水,ミ ス トお よび大気

中 の酸性 汚染物 質 な どで,影 響評価 には大理 石 とプ ロンズ テス トピー ス

を用 い てい る。<早 川 ・二宮>

2文 化 財施設 の保 存(収 蔵 展示)環 境 の研 究(5年 計画 の第2年 次)

(1)収 蔵 庫 内 の空気環 境 の評価 法 の確 立

本年 度 は これ までの研 究成 果 の見直 し,測 定対 象物 質の 選定 とその測

定 法の検 討,汚 染物 質 濃度 とそ の文 化財 材 質へ の影響 に関 す る基礎研 究

を行 った。 また,諸 法令 で室 内 汚染物質 を どの よ うに,ど こまで規 制 し

て い るか検 討 した。 特 に酸性 物質 につ い て行 った。
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検討 の結 果,収 蔵庫 の空気 汚染 物質 の基 準濃 度,測 定法 につ い て定 め

た法令 は な く,新 たに検討 が 必要 で あ るこ とが わか った。文 化財 材質 へ

の影響 が あ る程 度 明 らか に され てい る酢酸 ・ギ酸 お よび ホルム ア ルデ ヒ

ドを対 象 として庫 内濃度 を実 測 した とこ ろ,変 色試験 紙 の色調 が黄 色 に

な る場 所 で酢酸 濃度 は数10ppb程 度 で あっ た。 ホルム アルデ ヒ ドにつ い

ては建 築 直後 には数100ppb,5年 後 で も50～80ppbの 高濃度 で存在 して

い た。 展示 室 は開館 後 に濃度 がす ばや く減 少す るが,収 蔵庫 は 濃度 レベ

ルが変 わ らな いこ とな ど,館 内の ホル ムア ルデ ヒ ドの 挙動 につ い ての重

要 な知 見 が得 られ た。 得 られ た研 究成 果は 「保 存科学 」第36号 に掲載 し

た。 〈佐野 ・三 浦〉

(2)展 示 収蔵 方法 の安全 性評 価

今年 度 も引 き続 き,特 に地 震 に よる被.'jrlを最小 限 とす るため に,免 震

装置 に関 す る情 報 を集 め る と ともに,展 示具 な どの強度 試験 を行 った。

絵画用 吊 り金具(S環)に つ い ては,引 っ張 り強 度 は内径 の曲率 の小 さ

な形 態が 強度の 点か らは優 れ て い るこ と,引 っか か りが浅 い とはずれ や

す く,太 さは直径6mm程 度 の金属 で 市販 の金具 で も十分 な引 っ張 り強

度(120kgf)が あ るこ とがわ か った。 テ グスの結 びにつ いては,か た結

びの 方が 引 っ張 り強度 が 高 くな るが簡 単に切 れ易 い こ とが わか っ た。 ワ

イヤ ーに つい ては接続 部分 の 強度 が弱 く,使 用 には注意 が必 要 な こ とが

わか った。 その他,転 倒 防止 用 ワ ックス,粘 着マ ッ トな どにつ い て も試

験 し,使 用上の 注意 点 を検 討 した。

吊 り金具 の試 験結 果 は 「文化 財保 存修復 学会 誌 」第41号 に掲載 した。

〈三浦 〉

(3)消 火剤 の文化財 材質 に対 す る影響 の検 討

新 ガ ス系消火 設備 の個別 評価 が行 わ れて,新 ガス系消 火 設備 を採用 す

る収蔵 施 設が増加 しつ つ あ る。 文化 財材 質 に対す る各種 消 火剤の 非 火災

時,火 災 時の影響 につ いて検 討 した。 また,平 成5年 度 以降 に文 化財 収

蔵施 設で選 定 され た消火 設備 の選定 の動 向 につ いて,資 料 を ま とめ た。

得 られ た研 究成 果 は 「保 存科 学」 第36号 に掲 載 した。 〈佐野 ・三 浦〉

(4)収 蔵 展 示環境 に関 す る研 究 会 を行 った。 〈佐 野 ・三浦 〉
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第1回 平成8年10月23日 テーマ 「文 化財収 蔵施 設の 空気環 境 」

第2回 平成9年2月20日 テーマ 「新 ガ ス系消 火設備 の 開発 ・利 用動

向 とその課 題」

3.古 代 東 アジ アに おけ る青銅製 品 の変遷 に関す る研 究(5年 計 画の 第2年

次)

青銅 器資 料 の化 学 組成 お よび鉛 同位体 比か ら青 銅器 の産地 や 製法 に関す

る研 究 を進 め てい る。今 年度 は弥 生時代 の 資料 を重点 的 に集 め る ため に,

東京 国立博 物館 所蔵 の弥 生 時代 資料,各 県教 育委 貝会 な どか ら提 供 され た

弥生 時代 資料 を中心 に約100点 の鉛 同位体 比 を測 定 した。これ らの デー タを

従 来 か ら蓄 積 して い る値 と比較検 討す るこ とを試み てい る。

古代 中国出 土の 資料 として,股 櫨時代,二 里頭 遺 跡 な どの資料 約70点 の

鉛 同位 体 比分析 を した。<平 尾 ・早川>

4.新 しい文 化 財防 虫防徽 法 の研 究(7年 計画 の 第3年 次)

(1)新 しい虫 害防 除法 に関 す る基礎 研 究

文化財 の 燥蒸 ガ ス として長 ら く使 用 され て きた臭 化 メチ ルが,ハ ロン

の使 用撤 廃 の ため 数年 内 に使用 で きな くな る。 そ こで,代 替 策 の導入 が

緊急 の課題 で あ る。す でに欧 米 な どで は,代 替策 として二酸 化炭素 漁蒸

法 や,凍 結処 理 法,低 酸 素濃 度殺 虫法 な どが検 討 され始 め てい る。 その

なか で文 化財 材質 に対 す る影響 を考 慮す る と,低 酸 素濃度 殺 虫法 が最 も

好 ま しい と考 え られ る。 そ こで,こ の方 法が 実際 に使 え るか ど うか,コ

クゾウや 日本の 主 な文 化 財害 虫 を用 い て実験 を進め て い る。

1)低 酸素 濃度 殺虫処 理 装置

昨年 度 までは,プ ラスチ ックバ ッグ と脱酸 素剤 に よ る実 験 を行 って

きたが,本 年度 はあ る程 度 の大 きさを もつ文 化財 の処理 を念頭 に,低

酸素 濃度 殺 虫処 理装 置 を設 計 ・導入 した。

設計 にあ た って,留 意 した点 は以下 の通 りで あ る。

1.気 密 性 に優 れ て い るこ と。

2.正 確 に調 温 ・調 湿 され た窒素 ガ ス(酸 素 濃度0.1%未 満)を 処 理 室

に導 入で き,処 理 室 の温 度 ・湿度 条件 を正 確 に維持 で き るこ と。

3.故 障 な どの不 慮の 事態 が起 こ って も,処 理 す る文化 財 を安全 に維

一28一



保 存科学部

持 で きる こ と。

2)低 酸 素 濃度殺 虫法 に関 わ る基礎実 験

低酸 素 濃度処 理 は,材 質 へ の影響 が 少 ない と期待 され るが,過 去 に

は酸素 濃度0.1-0.2%の 環 境 に1カ 月 お くと,丹,密 陀僧,岱 赫 に変 色

がお きるこ とが 報告 され て い るので,種 々 の脱酸素 剤 の使 用 に伴 って

変色 が起 きるか ど うか を試験 した。 鉛 白,丹,密 陀僧,弁 柄,黄 土,

朱,群 青,岱 緒,白 緑,お よび染料 の 藍 につ い て,顔 染料単 独,お よ

び和紙 に膠 で彩 色 した もの の2つ の場合 に対 して,6カ 月間,25℃ で

脱酸 素環 境に維 持 し,影 響 試験 を行 った。 その結 果,鉄 系の脱 酸素 剤

で あ るエ ー ジ レスZで は,目 視 で明 らか な変 退 色は認 め られ なか った

が,二 酸化 炭 素 を発生 す る タイプの エー ジ レスG,お よびRPシ ス テム

の 改良型(Kタ イプ,開 発 途上 試作 品)で は,一 部 の顔料 に変 色 が認

め られ た。 この ため,脱 酸 素剤 の使 用 に際 して は,種 類 に十分 留 意す

る必要が あ る こ とがわ か った。 〈木川〉

(2)煉 蒸お よび 防虫防徽 法 に関 す る調 査

1)既 存 の薬剤使 用 削減 に向 けて

保 存担 当学 芸 員研 修 にお いて,全 国の 美術 館,博 物館,資 料 館 の学

芸 貝20名 を対 象 に爆蒸 お よび防 虫防徽 法 に関す るア ンケー ト調 査 を実

施 した。 今年 度 は比較 的小 規模 の館 が 多か ったため か,定 期 的 な清掃

と手作業 で生 物被 害 に対処 して い る ところが 多 くみ られ た。す なわ ち,

年1回 定 期 的 な収 蔵庫 燃蒸 を行 う館 は20%に す ぎず,数 年 に1回 程 度

必 要 な と きに煙 蒸す る傾 向が あ った。 また,収 蔵庫k蒸 を行 わ ない館

も35%あ った。今 回は 実 地 の作 業 で所 蔵 品 に よ く触 れ る学 芸 員 が 多

か ったため,生 物 被害 の予 防法 ・モニ ター法 を含め た具 体 的 な被 害対

処 法 に関す る研修 の要 望 も強か った。 これは従 来 の燃蒸 薬 剤の使 用 を

減 らす 意味 で も極 め て重要 なこ とであ り,来 年 度以 降,積 極 的 に検討

してい きたい。<木 川>

2)殺 虫法 としての凍 結法 につ いて

薬 剤 を使 用 しない殺 虫法 として,欧 米 等 では一部 の文 化財 に限 って

凍結 処理 す る方法が 試み られ て い る。 国内 で も美術 館 の建 設 にあ たっ
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て,収 蔵 品の殺 虫施 設 に冷凍室 を検 討 したい とい う館 が あ り,収 蔵 品

に対す る影 響 を明 らか にす る必要 が あ る。凍 結法 は,一 部 の収蔵 品,

例 えば,光 沢 の ない紙か らな る書 籍や大 部分 の皮 革製 品,織 物 ・布地

等に は適 して い る と考 え られ る。 しか し,金 属 と木 な どの 複合 材質か

らなる収 蔵 品 は,冷 凍 ・融解時 の収 縮率 が材 質 に よって異 なるため,

亀裂 を生 じる可 能 性が あ る。彩 色 され た ものにつ い て も剥 落の 危険性

が あ り,漆 製 品 など相 対 湿度 の急 激 な変 化 に弱 い材質 の場 合 も適 さな

い。従 って,限 定 され た範囲 にの み使用 す るに は差 し支 えない が,美

術 品全般 の殺 虫法 には な り得 ない とい うこ とを知 らせ て い く必要 が あ

る。<木 川>

5.文 化 財 の材質 ・構 造 ・技 法 に関 す る研 究

(1)鉛 同位体 比 を利 用 した銅 製 品の材料 産地 推定

文 化庁,東 京国 立博物 館,県 や 市町 村の 教育委 員会 ・発 掘事務 所 ・埋

蔵文 化財 セ ン ター な どが所蔵 す る,約100点 の銅 製 品,発 掘 品 な どに関 し

て鉛 同位体 比 を測 定 した。 トル コ出土 の金 属資料 約50点 に関 して鉛 同位

体 比 を測 定 した。

なお,今 年 度は㈱ フ ィニ ガ ンマ ッ ト社 製 の新機 器 が導 入 されたの で そ

の調 整 を行 った。 〈平尾 ・早 川〉

(2)蛍 光X線 分 析法 を利用 した研究

文 化庁,東 京国 立博物 館,県 や 市町 村の教 育委 貝会 ・発 掘事務 所 ・埋

蔵文 化財 セ ン ター な どが所蔵 す る約200点 の銅 製品,発 掘 品な どに関 して

蛍光X線 分 析 法に よる化 学組 成の 測定 を行 っ た。 〈平 尾 ・早 川〉

(3)X線 回折 法 を利 用 した研 究

文 化庁 お よび各 県教 育 委員会 か ら銅 製品 に発生 してい る錆の結 晶組 成

測定 の依頼 を受 け,約100資 料 を測 定 した。 〈平尾 ・早 川〉

(4)ICP発 光 分光/質 量 分析 法 を利用 した研 究

昨 年度 末,新 機 器が導 入 された の で,そ の調整 を行 っ た。 い くつか の

試料 と して トル コ出土 の銅製 品の化 学組 成 を測定 した。 〈平 尾 ・早 川〉

(5)GC/質 量分 析法 を用 い た研 究

熱 分解加 熱 に よ り固体 試料 を前処 理 な しに導入 で きる よ うに整備 し,
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絹 や 漆 な どの有 機質 文 化財 試 料 の材 質 同 定 に 用 い る ため の 基礎 研 究 を

行 ってい る。 〈佐 野 〉

(6)赤 外 線,エ ミシオ グラフ ィお よびエ ックス線透 視撮 影 に よる調査

下記 の作 品 のX線 透 視撮影 とエ ミシオ グラ フ ィに よる調査 を行 った。

この成 果 は静嘉 堂文 庫 美術 館 主催 の展寛 会 「琳 派 ・造 形 と伝 承 展」(平 成

9年4月5日 ～5月25日)で 特 別 展示 され る予定 で あ る。 〈三 浦〉

作 品 名 所蔵 者(依 頼 者)

絵 画 源氏物1吾関屋濡 標扉 風 静嘉 堂文庫 美術 館

6文 化 財材 質の劣 化 に関 す る研 究

(1)GC/質 量分 析 法 を用 いた研 究

微 量 の絹試 料 を熱分解 加熱 に よ り導 入 し絹の ア ミノ酸 組成 を求 め,絹

繊維 の 劣化判 定 を行 うため の基礎 研究 を行 ってい る。この テー マ の も と,

日本 学術 振興 会 の助 成 を受 けて メア リー ・ベ ッカー 氏(ア メ リカ,ポ ス

トドク トラル フェ ロー)を 特 別研 究 貝(平 成8年9月6日 ～平成9年9

月5日 予 定)と して迎 えてい る。 〈佐 野〉

(2)化 学 発光検 出器 を利 用 した研 究

国文 学研 究資料 館 との共 同研 究 で,歴 史 史料 の劣 化 と化学 発光 強度 の

関係 につ いての 基礎研 究 を行 って い る。今 年度 は文 化財 試料 の測 定 に応

用 す る際 の市販 の機 器の 問題 点 につ いて 明 らか に し,関 係 学会 にお いて

報告 した。 また,史 料 測定 用 の機 器 の開 発 につ いて検 討 し,平 成8年 度

に国文 学研 究 資料館 に導 入 した。 〈佐 野〉

(3)多 孔 質 材料 の凍結 に よ る劣化 機構 の研 究

石造 文化 財 な どに見 られ る多孔質 材料 の凍 結 ・融解 に よ る劣化 機構 と

対策 手法 を検討 す るため,多 孔 質体 の凍 結 ・融解 の際 の熱 移動 ・水分 移

動機構 に 関す る研 究会 を3月12,13日 に開催 した。 今 後,一 定 の 温度勾

配,凍 結 速度 条件 の も とで 多孔質材 料 を凍結 し,劣 化 機構 の解 明 に関す

る実 験研 究 を進め てい く予定 であ る。<石 崎>

7環 境 に関 す る調査研 究

(1)温 度 ・湿度 ・水分

次の地 点 で,温 度 ・湿 度 な どの気 象観 測 を継続 して行 って い る。〈三浦 〉
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史 跡等 の名称 観 測項 目

中尊 寺 金色堂 温湿度 ・変位 ・含水率

鎌 倉 市 内 温湿度 ・雨 量 ・日照 ・風

向 ・風 速

(長谷寺 大仏,永 福寺 跡)

(2)洞 窟の保 存環 境 に関す る調査 研究

フゴ ッペ 洞 窟や手 宮洞 窟 内には,

が観察 され,

観 測開始 時期

1986年3月

1992年12月

岩体 に大 きな亀裂 が 入 って い る部分

洞窟 内に水 を供給 す る要 因の一 つ とな って い る。 また 洞窟

内の水 と して は岩体 内の微 細 な間 隙 を流 れ て くる水 もあ り,水 の供 給 さ

れ る主要 経 路 を把握す るこ とが 重要 で あ り,現 在 調査 を進め て い る。 岩

体 表 面に黒 色析 出物 が観察 され,そ れは マ ンガ ンで ある こ とが確 認 され

たが,現 在 そ の析 出過 程 とその対策 手法 の検 討 を行 って いる。本研 究 は

国際文化 財保 存修 復協 力 セ ン ター と共同 で行 って い る。 〈石崎 ・三 浦〉

(3)美 術館 ・博物館 等館 内環 境調 査 につ いて

1)岡 宝 ・重 要文化財 な どの指 定 品お よび東 京国 立博物 収蔵 資料 の借用

展示 に関 して館 内環 境調査 を行 い,報 告 書 を作成 提 出 した。

〈三 浦 ・佐 野〉

北海道

岩手

栃木

東京

神奈川

石川

富山

長野

愛知

大阪

和歌山

鳥取

広島

北海道開拓記念館 北海道立帯広美術館

遠野市立博物館

ミュージアム氏家

1昭和女子大学光葉博物館

神奈川県立歴史博物館

石川県七尾美術館

高岡市美術館 富山県立[立 山]博 物館

下諏訪町立諏訪湖博物館 ・赤彦記念館

岡崎市美術博物館

大阪人権博物館

田辺市上秋津公民館

㈲渡辺美術館

広島城 三原 リージョンプラザ
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山口 山口県立萩美術館 ・浦上記念館

香川 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 丸亀市立資料館

佐賀 唐津市近代図書館 側)河村美術館

鹿児島 ミュージアム知覧

現地調査は瀬戸田町平山郁夫美術館,広 島県立美術館,下 諏訪町立

諏訪湖博物館 ・赤彦記念館,日 本銀行金融研究所貨幣博物館,渋 谷区

立松涛美術館,高 岡市美術館,昭 和女子大学光葉博物館,横 浜人形の

家,神 奈川県立歴史博物館,広 島城,三 原リージョンプラザ,一 関市

立博物館(仮),瑞 厳寺宝物館,ミ ュージアム知覧,江 戸東京たてもの

園,茅 野市神長官守矢資料館,MOA美 術館,多 賀城市埋蔵文化財セン

ター,村 田町歴史みらい館,頼 山陽史跡資料館,大 阪人権博物館,平

等院収蔵庫,東 京都写真美術館,唐 津市近代図書館,㈱ 河村美術館,

下関市立考古博物館,東 京工業大学百年記念館,北 網圏北見文化セン

ター,北 海道立北方民族博物館 大阪城天守閣,廿 日市市美術ギャラ

リーの31館。

また,全 国151館の新設既設美術館・博物館等文化財展示収蔵施設に

対して環境改善に関する相談を受け,助 言を行った。

北海道

岩手

宮城

秋田

山形

福島

茨城

栃木

群馬

北海道開拓記念館 北海道立帯広美術館

北網圏北見文化センター 北海道立北方民族博物館

一関市教育委貝会博物館建設対策室 遠野市立博物館

村田町歴史みらい館 瑞厳寺宝物館

宮城県立歴史博物館 多賀城市埋蔵文化財センター

宮城県使節船 ミュージアム 東北歴史博物館

秋田県立近代美術館 秋田経済法科大学

酒田市市民美術館

白河集古苑

茨城県立天心記念五浦美術館

国土地理院地図と測最の科学館

ミュージアム氏家 宇都宮文化の森美術館

群馬県立近代美術館
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埼玉

千葉

東京

神奈川

新潟

富山

石川

福井

山梨

長野

岐阜

静岡

愛知

三重

富岡市博物館 ・福沢一郎記念美術館

朝霞市博物館設立準備室 浦和市美術館

荒川総合博物館 鷲宮町立資料館開設準備室

成田山書道美術館 大原幽学記念館 千葉市美術館

伊能忠敬記念館(仮)

江戸東京たてもの園 日本刀装具美術館

宮内庁書陵部図書課 東京都写真美術館

渋谷区立松涛美術館 上野の森美術館

日本銀行金融研究所貨幣'博物館 齊田茶文化振興財団

学習院女子部図書館 昭和女子大学光葉博物館

世田谷文学館 東京国立博物館平成館

東京都養育院事業部 松岡美術館 東京大学総合資料館

府中市美術館準備室 北区郷土資料館 弥生美術館

日本習字教育財団 東京工業大学百年記念館

相模原市立博物館 神奈川県立歴史博物館

横浜人形の家 横浜市歴史博物館 茅ヶ崎市郷土美術館

新津市美術館(仮)

高岡市美術館 新湊市博物館 富山県立[立 山]博 物館

富山県文化課

石川県七尾美術館 能都町真脇縄文館

福井市教育委員会美術館開設準備室 武生市教育委貝会

:k珠孝収蔵庫

長野県立歴史館 サンリツ服部美術館 豊科近代美術館

下諏訪町立諏訪湖博物館 ・赤彦記念館 緑山美術館

茅野市神長官守矢資料館

飛騨高山美術館

三嶋大社宝物館MOA美 術館 静岡市教育委員会

豊田町香りの博物館(仮)

岡崎市美術博物館 田原町博物館

松浦武四郎記念館 猿田彦神社 鈴鹿市考古博物館(仮)
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滋賀

京都

大阪

兵 庫

奈 良

不ll}1拶([lI

鳥取

島根

岡山

広島

山口

香川

愛媛

高知

福岡

保存科学部

亀山市立歴史博物館 津市図1甚1二館

朝日町歴史博物館(仮)

滋賀大学経済学部附属史料館 滋賀県立琵琶湖博物館

近江商人博物館MIHO美 術館 佐川美術館

多賀町博物館 滋賀県立琵琶湖文化館

宇治市源氏物語ミュージアム ㈲細見美術館

舞鶴市郷土資料館 城陽市歴史民俗資料館

平等院収蔵庫 京都府立丹後郷 ヒ資料館

園部町教育委員会

泉南市教育委貝会 大阪城天守閣 大阪人権博物館

大阪18f山短期大学歴史文学博物館 歴史館いずみさの

大阪府 ヒ木部砂防課

小野市立好占館 龍野市歴史文化資料館

奈良1　sl、Z博物館 奈良県立美術館

川辺市、1_'術館 有川市郷L博 物館

田辺市上秋津公民館

鳥取li泣博物館211～備室 働渡辺美術館

和鋼博物館 島根県立美術館建設準備室

倉敷市美術館 高梁市歴史館

宮島町、.j宮島歴史民俗資料館 瀬戸田町平山郁夫美術館

広島県、・・r1.術館 頼山陽史跡資料館 大田庄歴史館

三原リージョンプラザ 広島城 広島市立大学芸術学部

t口hl∫市美術ギャラリー開設準備室

下関市考古博物館 古川報敷会史料館

川1県 立萩美術館 ・浦L記 念館 新南陽市郷土資料館

香川県立文褥館 丸亀il∫猪熊弦…郎現代美術館

丸亀市立資料館

愛媛県立歴史文化館 愛媛県、.,/_術館

高知県立美術館

春H市 ふれあい文化センター弥生の里 ㈱石橋美術館
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佐賀

熊本

大分

宮崎

鹿児島

沖縄

太宰府市文化ふれあい館 福岡市美術館

筑紫野市ヒストリーアンドカルチャーセンター

唐津市立近代図書館 ㈱河村美術館

有田ポーセリングパーク 佐賀県立名護屋城博物館

伊万里有田焼伝統産業館

熊本県立装飾古墳館

耶馬渓風物館 大分市教育委貝会美術館開設準備室

大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館

宮崎県立美術館

ミュージアム知覧

浦添市立美術館

2)保 存環境 調 査結 果の集 計 と検 討

1え成7年 度 の調査 報告 書提 出館29館 の調 査結果 の 集計 を行 い,「保 イ∫:

科学 」 第36}ナに発表 した。<佐 野 ・ 一.'r　h>

8.文 化財 の調査 法 に関 す る研 究

(1)遺 跡 探査 に関す る調 査研 究(修 復 技術 部 と共同)

'1え成4年 度 か ら科学研 究 費(重 点領 域)に よ り 「化 学的 ・光,,,,,f.的情 報 を

川 い た遺跡 査の 手法 に関す る研 究」 の テー マ の 下に研 究 を行 って い る。

今年度 は岩 ヂ県盛 岡市 の実験 地 を利川 して,地 中温 度 を川 い た温度探 査

を行 った。地 中lmの 深 さに遺 跡が あ った場合 には地 表 面温度 への影 響

は ほ とん ど現 れ ない が,地 中0.5mの 深 さで測 定す る と季 節 的 な温度 変

動 の差 として 遺跡 を探査 で き る可 能性 があ る。<三 浦>

9.生 物 劣化 に関 す る調 査 ・研 究

(D糸 状 菌(カ ビ)の 調査

1)__tcl1銅器に 発生 した糸状 菌 の調査

極 楽寺 所蔵 の 重要 文化 財 の青銅 器 に 白い カビの菌糸様 の もの が発生

した との報告 を受 け,調 査 した。 培養 した結 果,青 銅 器 自身か らは好

乾性 のAspeYgillessp.が,ま た青 銅 容 器の 漆の 台座 か らは好 乾性 の

Wallemia⑫.お よびPenicillium砂.が 生 育 して い るこ とが わか った。

処 置法 として,青 銅 器 の カビは消毒 用 エ タ ノー ルで処 置す る こ と,漆
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台座 の カ ビは煙蒸 す る こ とを助 言 した。 〈木 川>

2)高 松塚 古墳 の定 期的 微生 物調査 ・保 イ∫二処 置

平 成8年3月25日 よ り5日 問,高 松塚 古墳 の定期 点検 が行 わ れた。

ここ数年 の調 査結 果 では,高 松塚 古 壇石 室壁画 に お いては特 に顕 著 な

微生 物被 害 はみ られず,総 じて安 定 した保 存状 態 が保 たれ てい る。 た

だ し石 室 入 ロプ ラ スチ ッ クカバー 上 に結露 が起 こってお り,白 い カビ

様の コロニー が散 見され た場合 があ るが,こ れが 直接壁 画 に悪影 響 を

及ぼ す 事態 には至 ってい ない。 本年 度は石 室 人11プ ラスチ ッ クカバー

isのカビに つ いては,エ チ ルア ル コール綿 で除 去 ・殺菌 したの ち,防

微剤TBZを 配合 したエチ ルア ル コー ル を少lll二派布 し,防 徽 処置 を施

した、,<木川 ・尾 立>

3)醍 醐寺 収蔵 庫の 糸状 菌調 査

'i∠成8年11月 に 醍醐 、1、の 収蔵庫 に おい て カビ様の もの が発 生 して い

る との連 絡 を受け,現 地 調 査が行 った。 障 壁画 収蔵 庫の 収納 ケー ス,

お よび 占 文玉1さ庫の 唐櫃 表面,屏 風画面 に発 生 して い るカ ビ様 の もの を

培 養 した。 そ の結 果,占 文1昏庫 の 唐櫃 表面,屏 風 画 面 か ら好 乾 性 の

Aspergi〃esSI」.restrictusgr.の カ ビが 有為 に検 川 された、,収蔵 庫 内は,

通風 が悪 く湿 度 も高 い状 態 にあ って カ ビが 発生 しや す い状況 に あ るた

め,環 境 改 善が望 まれ るO醍 醐寺 と共 同 で有効 な改 善策 を検 討す る必

要が あ る。<木 川>

10。 受託研 究

(1)装 こ う材 料 の生化 学的研 究(修 復 技術 部 とIL一同)

紙本 の修 復 におい て,効 果 的に糊 ぬ き を行 うために 酵素(ア ル フ ァア

ミラー ゼ〉 を使 用す る試 みが 進め られ てお り,そ の有 効性 が確 認 され て

い る。昨年 度 は,酵 素使 用後 の絵 絹 に残 留 してい る酵 素 活性 量 を,ブ ルー

でんぷ んの プ レー トを用 いて 簡便 に見積 るノ∫法 を確 立 す る とと もに,工

房 に おい て,糊 ぬ きに最低 限 必要 な酵 素 最を決め るテ ス トをした。 本年

度は,絵 絹 に残 留す る酵 素活性 量 とカビの生 えや す さ との 間に相 関 があ

るか どうか を調 べた 。 その結 果,明 らか に残 留酵 素活性 量 が 多い と処 理

後の絵 絹 に カビが生 えや す くな る とい うこ とがわ か った。しか しなが ら,
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修復技術部

この試 験 は28℃,96%RHお よ び84%RHと い う,か な りの高 温高湿条 件

で行 った もの であ り,良好 な保 存条件 であれ ば カ ビ も発生 しに くい ため,

実 用化 上致 命的 な問題 には な ちない と考 え られ る。 〈木川 ・川野 邊〉

5.修 復技 術部

(1)概 要

文化 財 の修復 に関 す る調査研 究,科 学 的修 復 方法 の開発 研 究,応 用お よ

びそ の公表 を主務 としてい る。研 究の対 象 は美術工 芸 品,建 造物,考 古 資

料,民 俗 資 料等 の有 形文化 財 をは じめ とした,文 化 財 すべ て を含 ん でい る。

組 織 としては,文 化 財 を構 成 す る主 材料 に合 わせ て三 室か らなって い る。

第一修復技術研 究室

工芸品,建 造物など木材および漆を主な材質とする文化財の修復に関す

る科学的,技 術的研究を行い,そ の成果の公表を行っている。

第二修復技術研究室

紙と布を素材とする文化財の修復技術を研究している。

絵画・文書類の素材として,和 紙,絹 布,麻 布,木 綿布とそれらの繊維,

顔料,染 料,接 着剤(膠,糊 など)を 対象とする。繊維の強度変化 ・変色

などについての基礎的研究と,紙 ・布としての劣化要因探求により,修 復

技術開発に資する。現代の修復技術に不可欠な合成樹脂その他の新素材も,

文化財修復の観点から検討する。平成元年度から始まった 「在外日本美術

品の修復協力」には,修 復技術専門家の立場から修復全般に関わると同時

に,平 成4年 度からは,「紙の保存修復」国際研修をも担当している。

第三修復技術研究室

建造物,考 古資料,美 術工芸品など金属,石 材,そ の他無機材質を主材

料とする文化財の修復に関する科学的,技 術的研究 とその成果の公表を
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行 って い る。

環 境 汚染物質 に よって無機 材質 で造 られ た文化 財 の劣化 が進行 して大 き

な社 会 問題 にな って いるが,ど ん な修 復保 存処 置が施 せ るか につ いて研 究

を行 ってい る。 また 「近 代の 文化 遺産 」 の重要文 化財 指定 が本格 化 す るに

伴 って従 来 の修 復 方法 では対 応 出来 ない文 化財 が 多くなって い るため 「近

代 の文化 遺産 」の修 復研 究機 能 の充実 をはか って いる。

(2)各 論

1文 化 財 にお ける環 境 汚染 の影響 と修 復技 術 の開発研 究(保 存 科学 部 ・セ

ン ター と共 同)

鎌 倉 市内四 カ所 の観 測 ステー シ ョンを高徳 院 ・カ所 に集約 し,自 動測 定

装.,ifi.に本年1月 か ら切 り替 え た。 風 向 ・風速 は従 来 ど うり観 測 を継 続 して

い る,、

束 大 孝国宝金銅 八角 灯籠 は,本 年度 か ら3力 年計 画で修 理 が開始 され た。

解 体 に際 し、/.ち会 う と共 に錆の 分析,金 属 組成 分析,X線 撮 影 な どに よ る

調査 を行 った,,

島根 県 重要文化財 日御碕神 社 に おい て も白動測定 装 置 を設置 して観 測 を

継続 して い る。 また 日御碕 灯1.11および神社 周 辺3カ 所 の風 向 ・風 速観 測の

ため に機 器 を設uし て観 測 を行 ってい る。 その結 果,海 か ら人 って きた西

風 が谷筋 に沿 って流 れ,神 社 に吹 き付 けて い るこ とが分 か った。この風 は,

冬季 に 多い。

昨年度 か ら韓 国 国立文 化財研 究所 と共同研 究が 開始 され てい るが,酸 性

雨 試験 器に よる大理石 の 耐候性 試験 を行 った。 また韓 国の 大理石 の表 面 に

付 着 した黒色 の汚 れにつ いて分 析 し,石 膏 であ る こ とが分 か った。〈青 木,

川 野邊,三 浦,朽 津>

2文 化財 の伝統 的修 復材 料の研 究

(1)修 復 材料 及 び修 復技 法の 開発研 究(第3期3年 計画 の第1年 次)

a.金 属 と漆の研 究

焼 付 漆施工 現場3カ 所 の 調査 を行 った。建 築金 具 を製作 す る工 房 で
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は,焼 付 す る金属 は鉄 で あ り,甲 冑修 理の 場合 は鉄 と銅 であ っ た。 熱

源 は七輪 に炭 火 を しよ う。焼 付 温度 は240度 以上,焼 付 時 間20分 以 下,

膜厚10μm前 後 で あっ た。この結 果 を踏 まえ新 し く手 板 を製作 して,付

着試験,暴 露 試験,塩 水 噴霧 試験 な どを行 って い る。<中 里>

3.文 化財 の劣 化 に関す る研 究

(1)厳 島神 社 ・重要 文化 財 高舞 台の劣化 調査

高舞 台西 面に 発生 した亀裂劣 化の 原 因 を知 るた めに,試 料 を採 取 し,

断面の顕 微鏡 観察,漆 成分 の半 定量,塗 膜構造 な どの調査 を実施 した。

4.文 化財修 復技 術

(1)金 属文 化 財の修 復 に関す る研 究

重要文 化 財和歌 山 市大 谷 占墳 出 土金属 製品 等の修復 処 置 を実施 した、,

咋 年度 に引 き続 き且1む面,馬 甲な どの 鵬 具 を中心 と して修復 を行 った。 象

嵌遺物 のプ ラズマ処理 に 関 して,改 良技術 に よって高崎ll川 名原(!tai墳

出 土円頭 柄頭 な どの処 理 を行 った ・〈占:木・犬竹 〉

(2)石 造 文化 財の修 復 に関す る研 究

レ… ザー に よ る石 材 表而 の汚 染物 質 の ク リー ニ ン グ実 験 を行 って い

る。 クリー ニ ン グ対 象で あ る汚 染物 質の分 光特性 な どの調 査 と現場 作 聡

での取 り扱 い ノ∫法 など検討 した結 果,ア レキサ ン ドライ トレーザー が適

,i.
tであ ると判断 し,そ の レーザ ー を光 ファ イバ ー を通 して照射 出 来 るよ

うな装 置 を製作す るこ とに した。 〈i'木〉

(3)遺 跡 ・遺構 の保 存修復 に関す る研究

a)史 跡 丁'fii1111曽利 貝塚1こは,貝 層 断 面や 住居 跡が 保 イ∫:施設内 で保 イ∫:

展示 され てい るが,遺 構 表面 が壕 な どで汚れ て いるため に ク リー ニ ン

グが必 要 にな って い る。 高圧水 洗 な どでは遺構 を破 壊す る危 険が あ る

ため,レ ー ザー に よ るク リー ニ ング実験 を試み た。 貝層 断 面 を破壊 す

るこ とな く隅之 まで ク リー ニ ン グす るこ とが で き,か な り有効 なノ∫法

であ るこ とが判 っ た。<青 木>

b)熱 赤 外域 にお け る遣 跡探 査 の効 果 と地表 お よび地 中温度 の分 布 の相

関 を検 討す るために,地 温測定 システム を作成 して 実験 を行 った。 温

度セ ンサー の種類 と制 御 シス テム を遺跡探 査の ため に最適 化す るめ ど

1'
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がつ いた。 〈川 野邊>

5災 害 へ の対応 処置 に関す る研 究

(1)緊 急対 応マ ニ ュア ル作 成

内外 にお いて近 年発刊 され た災害 予防 と緊急 時 の対 策 に関 す る文 献 資

料 を収 集 した。 英 文の 緊急 対応 マニ ュア ルの一 部 を翻 訳 し,国 内 マニ ュ

ア ル との 比較 を行 っ た。 また阪神 ・淡路 大 霞 災におけ る救援 活動 実 績 を

も とに,文 化財 関係機 関 で整備 が 急が れ てい る,災 害時 の 緊急対 応マ ニ ュ

ア ルの試作 を行 った。 それ らの一・部は,)こ 術 工 芸品等 の 防 災に関す る調

査研 究報 告 、1}:(杓戊8・9年 度科学 研 究費)才5よ び文化財 の防 災 に関す

る調 査協 力 者会議 に よ る提 案ll}:作成 の ため の),!;礎資料 と して使 われ て い

る、,<増iH・16、Z>

(2)k化 財 転倒 防11:川粘 清材 の調 査

転倒 防1ヒ川 の粘 済材2種 類 の分析 を行 った。

粘 着マ ッ トは発砲 ポ リウレ タンを架橋 した もの と推 測 され た。 溶剤 に

よって低分r一物 質 が溶 川す る危険 があ り,量:器 の ように 多孔 質 の文化 財

に 直接 川 いた場 合,除 去で きな い粘 着物 質が付 着 し取れ な くなる可能 性

が ある。 ア ンカー ワ ッ クスは,ほ ぼ 純粋 なパ ラフ ィンワ ッ クスであ る と

推測 され る,,粘 清マ ッ トと同様 に低分 子lil:成分 の 文化財 への 浸透 の可 能

性が あ る。<川 野 邊>

6文 化財 修復 情報 デ ー タベ ー ス作 成

(1)文 化 財修復 情 報

美術 工 芸 品 と考古 遺 物 を中心 に 修理 報告11}:のデー タを も とに,文 書

デー タ と画像 デ ー タの入 力 を行 ってい る。 報告 井の 記載事 項 な らびに そ

の後の 調査研 究結 果 を一 覧 でき るデ ー タベ ー ス を作成 中であ る。現 在 入

力件数 は約780件 で あ る。

昭和39年 か ら43年 まで行 わ れ た 中 尊 ・㌧}金色堂 の 漆芸 部 材 の修 復 を機

に,調 査 と写真 記録 を行 っ たが,そ の写 翼記録 の デ ジタルデ ー タベ ー ス

化 の ため に,処 概 前2093コ マ(CI)21枚),処 置 後1649コ マ(CD17枚)の

CDROM作 成 を終fし た。
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(2)合 成樹脂使用例情報データベース作成

過去の文化財修復に用いられた合成樹脂の使用例 とその後の経過を追

跡し,デ ータベース化を開始している。現在木造建造物を中心として,

修理報告書を元に約1500件の報告書のデータを入力し,同 時に現所在地

地図,現 状の全体写真,合 成樹脂使用箇所の現状写真,劣 化試料の分析

データなどを収集中である。

(3)エ ックス線写真データベース作成

文化財の損傷状態や構造を知るために行われる,修 復調査において撮

影されたX線 透過写真が,当 部には,約2000枚 ほど保管されている。

重要文化財など,あまり撮影の機会に恵まれない貴重なX線 写真を活

用するため,現 在それらの撮影条件情報をも含めた,X線 写真のデジタ

ルデータベースを作成中である。考古学関係を中心にして,約500枚 ほど

のX線 写真デジタルデータベースが撮影条件 と遺物の情報とともに入

力済みである。

7.調 査指導

修復技術部では,修 復現場からの要請によって,現 場であるいは委貝

会等の場で技術的助言を行 う事も重要な業務である。

平成8年 度における,出 張を伴う調査指導等は以下の通りである。

(1)正 倉院伎楽面修理指導

(2)重 要文化財中尊寺金色堂破損調査

(3)重 要文化財法界寺阿弥陀堂内壁画の破損調査

重要文化財法界寺の内陣外壁の壁画の修復に当たって使用する修復材

料と技法に関する調査・指導およびそれに伴 う実験を行った。〈川野邊〉

(4)重 要文化財水戸八幡宮本殿彩色調査

本殿外部に残存している風触部分から赤外および可視光,斜 光などの

画像により建築彩色と壁画の復元のためのデータ収集について調査 ・指

導を行った。〈川野邊〉

(5)重 要文化財高野山不動堂木材の強化処理指導

(6)重 要文化財清巖寺鉄塔婆の修理指導

(7)東 京都指定史跡出山横穴古墳保存施設建設指導
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(8)館 山市大寺山洞窟遺跡出土遺物の保イ∫:処置指導

(9)史 跡群馬県矢瀬遺跡保存整備指導

⑲ 重要文化財東大寺金銅八角灯籠修理指導

(11)重要文化財高崎市八幡観音塚古墳出土品の劣化調査指導

⑫ 市原市草刈 り遺跡出土金属製品の調査

(13)岐阜県古川市杉崎廃寺保存整備指導

(14)静 岡県清水市巴川遺跡出土丸木舟保存処理指導

(15)史跡来住廃寺跡保存整傭指導

(is>陶磁器製作用型の劣化調査(佐賀県陶磁総合調査)

(切 第五福竜丸船体の保存修復に関する指導

第五福竜丸船体の修復工事にあたって保存条件,修 復材料に関する指

導を行った。<川野邊>

8受 託研究

(1)太 宰府市観世音寺1丁 目地内出土の漆手箱復原に関する研究

研究対象は,鏡 などの内容物を伴っている点で貴重な平安時代の漆化

粧箱である。漆断片の位置調査と発掘を並行して行い,漆 箱の原形を推

定して,木 胎の復元を行い,そ の表面に発掘した漆断片を移植すること

を目的として計画を進めていた。

本年度途中で,木 胎の構造および外形を推定するに十分な情報が得 ら

れ,ま た調査と発掘に予想以上の期 日が要することが判明したので,計

画を以下のように変更することで,太 宰府市と合意して進めることとし

た。

① 調査 ・発掘は箱底部を残す段階で停止し,展 示 ・保存に耐えるよ

う強化処理と外装を施す。

② 発掘した漆断片は,資 料として別途保存する。

③ 調査によって得たデータをもとに,木 胎漆塗りの漆化粧箱を復元

する。

④ 漆塗 り復元のために,漆 断片の断面調査等を行い,地 塗り,塗 り

回数,塗 り厚さなどの情報を得る。

(2)藩 札の保存および料紙に関する研究
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日本銀行貨幣博物館所蔵の藩札の保存については,古 文書の保存法に

準じて,中 性紙とボードによる包装,収 納を助言した。料紙については,

縦横厚さ寸法と重さの測定を行い,繊 維調査によって繊維種類の同定と

添料の推定を行い,藩 札における製紙技術の特殊性を明らかにしようと

している。本研究は,高 知県紙産業技術センター大川昭典氏と東京芸術

大学文化財保存学稲葉政満氏と共同で行っている。

(3)装 潰材料の生化学的研究

「糊の除去法の研究」
の

保存科学部との共同研究

(4)根 塚遺跡出土鉄製品の修復研究

長野県木島平村から出土した弥生時代の鉄剣で,朝 鮮半島でよく見ら

れる渦巻状の装飾柄頭をもっている。日本では出土例が少なく,直 接に

朝鮮半島の影響を受けた遺物として,そ の交流を知る上で賞承な物であ

る。X線 撮影などの調査を行うとともに,考 古学的な問題を検討しなが

ら修復を行った。

(5)猪 俣北古墳群1号 墳出土鉄製品の修復研究

埼玉県美里町猪俣北1号 墳から出土した桂甲小札は,ほ ぼ一領分あり

埼玉県の出土例としては初めてである。考古学的な検討を加えながら修

復を行った。

6.情 報 資料部

(1)概 要

情報資料部は,従 来美術部資料室の行ってきた美術に関する研究資料の作

成,収 集,整 理,保 管,閲 覧等の業務を充実発展させ,さ らに当研究所各部

所掌の研究資料に関する情報の統合化をはかることを目的 とする。

当部所管の諸資料は美術部創設以来内外の研究者の利用に供され,文 化財

に関する研究資料センターの役割を果たしている。この機能をより充実させ,

学術情報の増加と多様化に対応した所蔵研究資料の効果的利用を図るため,
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デ ー タの共 有化 を中心 とす る美術 情報 処 理 シス テムの研 究,画 像 処理 技術 の

応 用,文 献 デー タベ ー スの開発 な どを行 ってい る。

当部研 究 員 は,上 記業務 を行 う とと もに 日本 ・東洋 美術 史各分 野 で研 究活

動 を行 って い る。調 査研 究活動 の成 果 は 「美術 研 究」 ほか 学会 誌,美 術部 と

共 催 の公開 学術 講座 等 で発 表 され てい る。

当部 は,文 献 資料 研究 室 と写真 資料研 究 室の二 室 を もって構 成 され る。

文 献 資 料 研 究 室

美 術 史関係 を 中心 と した図 淋 ・雑 誌,調 査研 究活動 によ って収集 され た各

種研 究 資料 の 整理 ・保 管 ・閲 覧 を行 って い る。 また,日 本 ・東洋古 美術 関係

の文 献 目録 の作成 と ともに文 献 デー タベー スの 開発 を行 って い る。 各年 分 の

文献 日録 は 『日本)亀術 年鑑 』に掲 載 し,一 定 期 間 ご とに総合 ・増 補 し 『日本 ・

東洋 古 美術文 献 目録 』 と して刊行 して い る。現 在,昭 和41年 ～60年 分 につ い

て編纂 作業 をす すめ てい る。

写 真 資 料 研 究 室

研 究用写 真資 料の 作成,収 集,整 理,保 管,閲 覧 を行 う とと もに,各 研 究

者の 調査研 究活 動 に協 力 して研 究 資料 を撮影 し,資 料 の充実 につ とめ て い る。

また,こ れ に併 行 して,美 術 史研 究へ のデ ジタル画像 処理 技術 の応用 及 び,

美術 研究所 創 立以 来蓄積 して きた 写真 原板 のデー タベ ー ス化 に 関す る研 究 を

行 って い る。

(2)各 論

1美 術情 報処理 シ ステ ムの研究 一 デー タの共 有化 を中心 と して一(10年 計

画 の第8年 次)

(1)共 有 デー タの生 産 ・蓄積

1)文 献 ・図書 デー タ

定 期刊行 物 所載文 献 ・所 蔵 図書 デー タの 入力 を継続 。 あわせ て芸 能

部 図書 デー タ(約10.000件)を 入力。
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2)美 術 史研 究資料

『日本 美術 年鑑 』の デー タ化 を継続 。5年 間分(昭 和60～ 平 成 元年 度

版)を 入力。 黒 田清輝 関係 資料 と して 『黒 田清 輝 日記』(全5巻),著

作集 『絵 画 の将来 』(1巻),年 譜,カ タロ グ,白 馬会 関 係新 聞記事 を

全文 入 力 した。

3)画 像 デー タ

デ ジタル画像(約2.000件)を 入 力。 写真 資料 関連文 字 デー タの入 力

を継 続 した。

(2)パ イ ロ ッ トシス テムの構 築

1)定 期 刊行 物所 載文 献 デー タベー ス及 び所蔵 図書 デー タベ ー ス検 索 シ

ステムの 運用 ・評価

日常 的 に川頁調に稼 働 中。

2)ロ ー カルエ リア ネ ッ トワー クシステ ムの整備 ・運 用 ・評価

マ ッキン トッシュ端末 で所 内 イ ン トラネ ッ ト ・シ ステム の試作 を行

い,検 討 の後,専 用 サー バ(WWW2)を 立 ちあげ て運用 中。

3)画 像 デー タベ ー ス構築 の ための基礎 実験

プ ロフ ォ トCDマ ス ター に入力 した画像 につ いて,画 質 ・容 量等 の諸

条件 を検 討 した。

4)検 索 辞書 システム の研 究

基礎 的 な諸 条件 に つい て調査 ・検討 した。

(3)「 共有化 」環境 の検 討

1)「 共有化 」環 境 をめ ぐる諸 問題 につ いて の研 究 会の 開催

関 連研 究分 野 の研 究者6名 を招聰 し,協 議 を行 った。

2)文 化庁 を中心 とす る文 化財 情報 ネ ッ トワー クシス テムへ の対 応

平 成7年 度 の補正 予算 に よ って所 内LANシ ステム と学 術情 報 セ ン

ター を介 した イ ン ター ネ ッ ト環 境 が 整備 され た が,こ れ らの ネ ッ ト

ワー ク環 境 の有 効 な活 用 と機 器 運 用 の諸 条件 を検 討 した。 開 設 した

ホー ムペー ジ(URL=http://www.tobunken.go.jp)は,ヴ ァー ジ ョン

ア ップ を計 画 中。

3)オ フ ライ ンに よるデー タ共有 システム の拡充
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「共 有化 」環境 をめ ぐる研 究会の 開催 のほ か,メ デ ィア の 多様 化 に と も

な うデー タ交換 の諸 条件 を検討 した。

4)オ ン ライ ンデ ー タ通 信 の有効 利用

学術 情報 セ ンター ・国文 学研 究 資料 館 の雑 誌記事 索 引デー タベ ー ス

を利 用 し,将 来 のデー タベ ー ス公開 に向 けた諸 条件 を検討 した。

2.美 術 史研 究に おけ る語 彙 の研 究(5年 計 画 の第3年 次)

(1)冊 子 目録 の 見出 し語 と目録分 類 の枠組 み

『東 洋美術 文 献 目録(明 治 ～昭和11年)』 『日本東 洋古 美術文 献 目録(昭

和11年 ～昭 和40年)』 の デー タ を対 象 と し,冊 子 目録 の分 類構 造 と分類 さ

れた文 献群 の 見出 し語 の 関係 を明 らか にす るこ とに よって,語 彙 の なか

で もあ る位 置づ け をに な うものの特性 を検 討す る。 さ らに本 デー タを現

行 の デー タベ ー ス に取 り込む ため のひ とつの 手順 として検討 す る。

冊子 目録 か らの 入力デー タは,文 献書誌 の うち著 者 ・論文名 ・収 録 雑

誌名 ・号数 のみ を収録 して いる。 この デー タフ ァイル を現行 の文 献 デー

タベ ー スへ再 構築 す るため に は更 にデー タ を付加 して ゆか なけれ ば な ら

ない(例:刊 行 年 月 日,ペ ー ジ,キ イワー ド等)。 この文 献 目録 の分 類 原

則は ジ ャンル と地 域(国)で,文 献数 の ま とま りに応 じて さ まざ まな上

位 見出 し語 と下位 見出 し語 が立 て られ て い る(文 献数 の 多い領 域 には 見

出 し語 が 多 くなる)。

1)文 献分類 と見出 し語

現 目録の 見 出 し語 を目録 分類構 造 に そ って,そ れ ぞれの階 層化 状 況

を明 らか にす るため の テープ ル を作 成 した(例:絵 画 ・日本 ・仏 画 ・

女口来 ・F可弓ホド壱)。

2)文 献 分類 の枠組 み

明 治か ら昭和40年 までの文献 を収録 した2冊 の分 類構 造 に基本 的 な

相 違 はない。 た だ し昭 和11年 ～40年 版 に は文 献数 の 増加 に よ る分 類 の

細 分化 が顕 著で あ る。

3)見 出 し語 の下位 に あ る語 彙

目録 の最 下位 見出 し語に まとめ られ る文 献に は,実 際 には その 下位

に あ るべ き語彙 は明示 され てい ない が,こ れに よって ひ とつ の分 類相
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に おけ る見出 し語 階層 テー ブル の最 下位 の レベ ルが 想定 で きる(例:

絵画 ・日本 ・作 家→ 大雅)。

便宜 的 に付 され た とはい え,こ れ らの見 出 し語 は あ る時期 におけ る

分 類下 の研 究文 献群 を くくる語 彙 で あ り,そ の属 性 の検 討 は分類 相 の

検 討 と ともに研 究 史 を顧 み る上 で重 要 であ ろ う。

1994年 刊 行 の文献 を対 象 に して,分 類 ・ファ イル化 して,同 様 のテー

ブ ルを作成 した(ジ ャ ンル,地 域分 類 され た ファ イルはWWWで 公開

した)。 これ らを も とに 文献 資料 一 覧 フ ァ イルの公 開運 用 評価 を行 っ

た。

(2)検 索対 象 資料 として の画像 デー タ

画像検 索 のべ 一 ス とな る画 像記 述デ ー タの問題 点 を検討 す る こ とを課

題 として(当 研 究所 所蔵 の黒 田清 輝関 係資料 を対 象 とす る)画 像 を記述

した カタ ログ解 説 をデー タ化 し,次 年 度の 課題 に備 えた。

3.デ ジ タル 画像 デー タの蓄積 と活用 に関 す る基 礎的研 究(5年 計画 の 第3

年 次)

(1)ア ナ ロ グ画像 デー タ(デ ジ タル 画像 デー タ)

昨 年度 に 引 き続 き,情 報 資 料 部所 蔵4×5カ ラー ポ ジ フィル ム1190

カ ッ トを入力 し,プ ロフォ トCDマ ス ター を作 成 した。また,科 学研 究 費

デー タベー ス刊行 費 に よ る「有 形文化 財 デー タベ ー ス」(代 表 者:東 京国

立博物 館 ・高 見沢明雄)に よ り,所 蔵 エ ックス線 フ ィルム(四 切 り)約

800カ ッ トを入力 した。

② デ ジ タル画像 の記憶媒 体

入力 済み の画像 デー タを利 用 して,画 像処 理 アプ リケー シ ョンの 活用

実験 をお こな った。 また,美 術部 第2研 究室 所蔵 の黒 田清 輝作 品 を撮 影

した4×5カ ラー ポ ジフ ィル ムに よ り,昨 年 度 作 成 したプ ロフ ォ トCD

の一 部 を,東 京国 立文化 財研 究所 ホー ムペー ジ中に構 築が予 定 され てい

る,黒 田の仮 想美術 館 を入 り口 とす る小 規模 画像 デー タベー スの実験 材

料 として活用 した。

(3)ハ ー ド,ソ フ ト ・ウェア

イ ンター ネ ッ トの普 及 に伴 い新 し く期待 され る,研 究情報 の蓄積 と共
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有化 のあ り方の 当研 究所 にお け る一 つの モ デル として,黒 田清輝 関係 資

料 の総合 的 なデ ー タベ ー ス化 が構 想で きる。他 フ ィー ル ド情報 との リン

クに よ る画像 デー タの提供 ・公 開 のひ とつ の方法 と して有効 とみ なされ

る。

4請 来仏 画研 究

中世 以来,日 本 に将 来 され た宋元 及 び高麗 の仏画 につ い て,そ れ らを 区

別 す る必要 か ら,高 麗イ∠、画 の領分 を華厳 思想 との密 接 な関係 性か ら再検 討

す る とと もに,こ れ までの研 究 の枠 組み の なか では解決 で きな い,宋 元か

高 麗か,あ るい は 日本 の 中世か な ど,国 籍の ゆ らい でい る作 品群 が は らむ

問 題点 につ いて,考 察 を くわえ,そ の研 究成 果 を発 表 した(「華厳 思想 と高

麗 仏画 の領 分」 『高 麗の仏 画』 韓国 ・時 空社)。<井 手>

5古 代 仏教 彫刻 史研 究

文部 省 派遣在 外研 究 員 と して,欧 州 各地 の美術館 所藏 の関連作 品 を広 く

調 査 し,ま た,中 岡江 蘇省,山 東 省,河 北 省,山 西 省,四 川省 の主 に晩 唐

か ら北宋 時代 の作例 につ い て調査 した。 国 内で は,福 岡観世 音 寺 兜蹟毘 沙

門 天像,鹿 児島隼 人塚 四天 王像,山 口防府 国分 寺四 天王像 等 を調査 し,9

世 紀 日本 の対 外意 識 と造像 の関係 につ い て見通 しをつけ た。 その 中間報 告

を,美 術 部 ・情報 資料 部研 究会 にて お こな った く長 岡 〉。

6.中 世絵 画 史研 究

中 世 肖像 画の研 究:本 年 は神像,役 行者像,新 羅 明神像 な ど,肖 像画 と

い う研 究領域 の周 辺 に あ りなが ら,肖 像 画の 「か た ち」の スキー マや,「 か

た ち」 を媒 介 とした主題の 変容 を考 え る上 で重 要 な役割 を果 た した作 品 の

調 査 を行 った。 これ ら作 品群 に焦点 をあて た発 端 は 中世 期 に大量 に生産 さ

れ た 「藤 原鎌 足像 」 の 図様 の源 とその図様 変遷 の解 明 に あ るが,肖 像 画 の

周辺(人 の像 と神 の像 の曖 昧領 域)に おけ る主題 の揺 ら ぎは予 想 以上 に複雑

で あ る。 さらに足利 義 兼像 をは じめ とす る足利 氏像 の調 査 も進 め た。

文化 財研 究情 報 の研 究:「 文化財 情報 システ ム」 プ ログ ラムが進 捗す る

なか で,「 美術 」,「文化 財」とい う枠組 み とその情 報化 の 問題 を考 え るこ と

は,デ ー タベ ー スや ノ リッジベー スの構 造 が 多かれ 少 なか れ現 在 の知 の枠

組 み を反映せ ざる をえな い とい う現実 をふ りか えれ ば,意 味 な し とは 言 え
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ない。 その ため には 「文 化財 」や 「美術 作 品」 の誕生 を回顧 す る手 続 きが

必要 とな るが,近 年 こ うした領 域 に光 があ て られて い るこ とは周知 であ り,

参照 すべ き研究 が 多 い。本 年 は こ うした問題 とは別 に,情 報化 の さ しあた っ

ての キ イ となる 「モ ノ」 がつ くられ,こ われ,な お され,わ す れ られ,再

発見 され,解 釈 され,あ る価値 を与 え られ る歴 史社会 的 なあ りよう と,そ

の情 報化 の問題 を問い直 し,中 間報 告 を 「第15回 国際 美術 史研 究会 シ ンポ

ジア ム」 で発表 した く米 倉 〉。

7.中 国 にお ける石窟 美術 の研 究

中 国石窟 にみ られ る阿 弥陀 浄土変 相の 図像学 的 研究 を継続 した。数年 来,

初 唐 ・盛唐期 の敦 煙 におけ る阿 弥陀 浄土変 相 の調査 研究 を続 け て きて い る。

その フ ィー ル ドワー クの デー タを もとに,敦 焼 莫高 窟 第431窟 に おけ る来迎

引接 式九 品往生 図の壁 画 の考察 を行 った。 その研 究成 果の一 部 は報告書 へ

の論 文掲 載 とい う形 で公表 した。

石 窟寺 院 の窟 内構成 に関 す る研 究 を開 始 した。 中国 の石 窟 では三 仏造像

とい う構 成 方法 が取 られ る こ とが あ る。 これ らは ち ょ うど法 隆 芋金堂壁 画

の四大壁 や興 福寺 五重塔 の塔 本 四仏 な どを論ず る際に 取 り上 げ られ る 「四

方 浄土」 あ るい は 「四方 四仏 」 とい う概 念に類似 して い る。 これ らの構 成

方 法 が どの よ うにつ くられて きたか,ま た 中国 か ら 日本 へ どの よ うに伝

わっ て きた かにつ いて考 察 をすす め た。 そ して 河南 省 の石 窟 寺院 におい て

三仏 造像 の調 査 を行 った。 さ らに この研 究 の一部 は公 開学 術 講座 におけ る

口頭 発表 の 形で公表 した。

福 建省 泉州 地 区にお け る仏 教造像 の 調査 を行 っ た。 老君 岩造像 や草 奄摩

尼教 摩崖 造像 な ど,仏 教 以外 の宗教 造像 も調査 した。 また泉 州 開元寺 にお

け る斗供飾 りの意 匠につ いて 考察 を行 っ た。 その研 究 成果 の一部 は報告 書

への 論文掲 載 とい う形 で公 表 す るこ とに なって い る。〈勝木 〉
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7.国 際文化財保存修復協力セ ンター

(1)概 要

文 化財 は人 類共通 の 遺産 であ り,国 家,民 族 を越 えて,そ の保 イ∫:・修復 に

当 た らなけれ ば な らず,そ の ため には 国際 協 力が不 可欠 であ る。 国 際k化 財

保イ∫:修復 協 力セ ン ター は,世 界 の 文化 財の保 イf:・修 復に関'ケる国際 的 な研 究

交 流,保 イ∫二修 復 事業への 協 力,割"」 家 の 養成,情 報の収 集 と活 川等 を実施 し,

文化 財保 護 におけ る国 際的 な 責務 を果たす こ とを目的 と して,'1え成7年4月

に従 来の国際 文化 財保 イ∫:イ1蓼復 協 力室 を拡 充 し発足 した。現 在,セ ン ター では

世 界 各国,各 地域 のk化 財 とその保 イ∫二に関す る資料 の収 集,整 理,デ ー タベ ー

スの作 成 を行 ってお り,ま た,ill!際 共同研 究,国 際 会議 ・セ ミナー のAldij,

実行 や 諸外 国の:,}1"1'の 研修 に 関す る仕 事を行 ってい る。 さ らに,基 礎研 究

として,屋 外 のイ1造お よ び木造k化 財の 劣 化 と保 イ∫:処置 に 関す る研 究 等 を

行 ってい る。

企 画 室

国 際協 か1僕 の 企画,運 営,諸 外 国,関 係機 関 との連絡,調 整 等の事 務 を

行 ってい る。

環境解析研究指導室

世界の文化財の保存,修 復に関する調査研究を行い,ま た,国 際協力事業

の技術的内容についての調査,指 導を行っている。

(2)各 論

1世 界,特 にア ジア諸 国 にお ける文化 財保 存 に関 す る情報 の収 集(中 長期:

10年 計 画 第6年 次)

(1)文 化財 の劣 化状 態お よび保 イ∫:対策に つい ての調 査
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1)世 界,特 に ア ジア地域 にお け る文 化財 保存修 復 国際協 力事 業 にお け

る現状 と問題点 につ い て研 究会 を行 い,事 例 紹介 と質疑 応 答,討 議 を

行 った。本研 究会 は今 後定 期 的に開 催す る予 定で あ る。 〈宮本 ・中 島 ・

西 浦 ・松本 ・朽 津 ・二神>

2)IIC大 会,ICOM-CC大 会,ICOMOS総 会 等,国 内 ・外 で開か れ た

国際的 な会 議 講 演会,研 究会 等 に参 加 し,多 くの情 報 を得 た。〈西 浦 ・

松 本 ・朽津 ・二神 〉

② 組 織,機 構,プ ロジェ ク ト等 につ いての 調査

1)ト ル コ共 和国 の 中央修復 研究 所等 の研 究機 関 を訪れ,ト ル コに おけ

る文化 財 の研 究組 織 に関す る情 報収 集 を行 った。 〈朽津>

2)東 京 国立 文化財 研 究所 を訪 れた諸 外国 の文化 財保 存関 係者 か ら個別

に各国 の状 況 を聞 き取 り,資 料 と した く西浦 ・松 本 ・朽 津 ・二神 〉。

3)海 外 で行 われ て いる国際 的 な研 修 事業 にお け る教 育 カ リキュ ラムの

調 査 を行 った。<松 本>

4)国 内 ・外 で開 かれ た国際 的 な会 議,講 演会,研 究会等 に参加 し,多

くの情 報 を得 た。 〈西 浦 ・松 本 ・朽津 ・二神>

5)ユ ネ スコ(世 界遺産 セ ン ター),イ クロム等 を訪 れ,事 業 内容 と現状

の問題 点,今 後 の協 力関係 等 につ い ての調査 と協 議 を行 った。 〈松 本〉

(3)保 存担 当者 リス トの作 成

1)世 界,特 にア ジア諸 国の 文化財 保 存関係機 関,組 織の 国別 リス トを

作 成すべ く,情 報の収 集 に努 め,デ ー タベ ー ス化 を進め てい る。〈西 浦 ・

松本 ・二神>

2)国 内 の文化財 保 存 に関わ る機 関 及 び人材 の リス トを作成 してい る。

特 に,国 際協 力 に関 わ って い る人材 につ いての詳 細 な調査 を行 っ てお

り,利 用価 値 の高 いデ ー タベ ー ス とすべ く整理 中で あ る。〈西 浦 ・松 本 ・

二神>

3)国 内 の機関,研 究者 の海外 協力事 業 の 内容 お よび その課題 と問題点

につ い ての調査 を行 ってい る。 これ につ いては,定 期 的 に情 報 を公開

す る予定 で あ る。<西 浦 ・松 本 ・二神>

2.屋 外石(レ ンガ)造 文化 財 の劣 化 と保存 修 復処 置 に 関す る研 究(中 長 期:
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10年 計 画 第6年 次)

(1)洞 窟,磨 崖 仏等 の劣化 現 象 と保 存 対策 に関 す る調査研 究

1)福 島県 の清戸 迫横 穴 にお いて,彩 色壁画 の表 面 を汚 して い る黒 色物

質 を分 析 した結 果,そ れ が カ ビな どでは な くマ ンガ ン化合 物 であ る こ

とが 判明 した。 そ の形成 原 因 を考 えつ つ,今 後 の再発 を防止す る方法

を検討 して いる。<朽 津>

2)北 海道 の フ ゴッペ 洞 窟に お いて,岩 体 の水 分特 性や 表 面の析 出物 の

鉱物組 成 等 を調査 しなが ら,劣 化 原 因の特定 とそれ に対 す る保 存対 策

に関 す る考察 を進 めて い る。 〈朽 津>

3)神 奈川 県,爪 文 ・元箱 根石 仏群 の保 イ∫二修復 に つ いて,材 料 の選択 や

処理 ノ∫法 の検 討等 を継続 して行 って い る。 〈西 浦〉

(2)石 材 の劣 化現 象に つ いての 岩石学,鉱 物学 的調 査研 究

1)韓 岡の 敬 天 孝石 塔に お いて,石 材 表面 の汚れ と劣化 状 況 を観 察 した

とこ ろ,大 理 石 の 表 面 が石 膏 化 す る 際に 埃 を吸着 して汚 れ る とい う

ヨー ロ ッパ石 造文 化財 の 表面 で見 られ るの と企 く同様 な劣化 が観 察 さ

れ た。 そ こで,ヨ ー ロ ッパ 石造建 築 での 実績 を参照 しつ つ,保 存 対策

を検 討 して い る。<朽 津>

2)建 築材 料 として川 い られ て い る漆喰 の 表面の 劣化状 況 を鉱物 学 的 に

観 察 した。 その結 果,大 理 石 と同様 の メ カニ ズム で,方 解 石 が石 膏へ

と変質 す るこ とに伴 って劣 化 が引 き起 こ され てい る こ とが判 明 した。

この現 象へ の対策 につ い て現在考 察 中 であ る。 〈朽 津〉

(3)石 材の保 存 材料 に関す る調 査研 究

1)石 材 の強化 お よび搬 水処 理 に用 い られ る代 表的 な シ リコー ン樹 脂 に

つ い て,そ の物性 を比較検 討 す るための 実験 を行 って い る。 凝灰 岩,

砂 岩,安 山岩試 験片 を用 いた 浸透 性 測定,石 粒 を用 いた強化 力評 価 実

験,処 理 石 材の 水蒸気 透過 性 試験 を行 ってお り,特 に,ヨ ー ロ ッパ で

広 く用 い られ て い るエ チ ル シ リケー ト系強 化 剤 で あ るWackerOH

と日本で 多 く用 い られ てい る メチ ル トリエ トキシシ ラ ン系搬 水 強化 剤

であ るSS-101と の 比較 を行 って い る。本 年度 は,こ れ らシ リコー ン樹

脂 で処理 した石 材 の 透 気性 を,水 蒸 気 の透 過 速 度 を測定 す る こ とに
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よって検 討 した。 この 結果,シ リコー ン系の樹 脂 では,処 理後 も高 い

透気性 を維 持 してい るこ とが確 認 され た。 〈西 浦>

2)パ キス タン,ガ ンダー ラの仏教 寺院 遺跡 であ るラニガ ト遺 跡の保 存

修 復 につ い ての調査 を行 った。 その結 果,残 存建 造 物が その上部 か ら

の雨水 の 浸入 に よ り急 激 な劣化,崩 壊 が進 行 して い るこ とが 明 らか と

なった。 そ こで,上 部 か らの雨水 の浸 入 を阻止 す る方法 として,従 来

の セ メン ト塗布に よる防水ltrの形 成 に替 えて,粘 土 と石 灰 の混合 物 を

厚 く擁 り付 け,そ のE:層 部 に撰水 性の シ リコー ン樹 脂 を含 浸 して防 水

層 とす る,新 しい方法 を テ ス ト中 であ る。 〈西浦 〉

(4)屋 外イf造文化 財の環 境 と劣化 に関 す る研究

1)大 分 県 の石 造文化 財調 査 に顧 問 と して参 加 し,調 査マ ニュ アルの 作

成 を行 い,調 査ノJ法お よ び調 査結 呆の 解析 ノJ法につ いて の指導 を行 っ

た。<西 浦>

2)タ イ国 東北 部の クメー ル石 造遺 跡の 劣化現 象 につ いての 調査 を行 っ

て お り,特 に パ ノム ・ル ン遺 跡 にお いては,無 電 源 長期 環 境計測 シス

テ ム をr'i`UI.し,環境 デー タの 測定 を行 ってい る。<西 浦 ・朽 津>

3)埼K県 ・」lf見百 穴に おい て,洞 窟の 塩類風 化 の メカニ ズム とその速

度 を解 明す る 目的 で,蒸 発ii'rをは じめ とす る各種 の環境 計 測 を続 け て

い る。 現在 までに,塩 類 の析 出は 蒸発 の激 しい 洞窟 入 りH付 近の み に

集 中 し,ま た,一 年 の うち,特 に 乾燥 が激 し くなる 冬の 時期 に殆 どが

起 きてい る こ とが明 らか に され た。<朽 津>

4)T・ 葉県 の加 曽利 貝塚 にお いて,環 境 計測 を行 いなが ら,そ の保 存 ノ∫

法 を検 討 して い る。 〈朽 津>

3.そ の他

(1)顔 料分析 な ど

1)広 島県厳 島神社 と岩 手 県正法寺 惣 門壁画 に お いて,鉛 丹の 変色 した

と考 え られ る部分 を鉱 物学 的 に分 析 し,鉛 丹 が 白変 した り黒 変 した り

す る メカニ ズ ム を明 らか に した。 この結果 に 基づ き,正 法寺 惣門壁 画

の変色 前の絵 柄 をコン ピュー ター上 で画像 復 元 した。<朽 津>

2)島 根 県お よ び鳥取 県下 の古墳 の うち,赤 色顔 料が 用い られ てい る も
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の につ い て,鉱 物 学的 な分 析 を行 った、,その結 果,従 来はベ ンガ ラと

朱 の2種 類 に分 けて 記載が 行 われ ていた ものの うち,ベ ンガ ラ と呼ば

れ て いた ものは,更 にい くつか の よ り細 か い範疇 に分 類 可能 な こ とが

明 らか に され た。 この事 実 か ら,今 後 占代 に おけ る赤色顔 料 の使 い分

け に関 す る議 論 の発展 が期待 され る。<朽 津>

3)熊 本 県の 重要文 化財 ・山田大 王神社 の解体 修 理 に伴 い,同 神 杜本 殿

に 川 い られ て いた顔料 を鉱物 学 的に分 析 した。 その 結果,現 イ1三丹 土 と

呼 ば れ てい る顔 料 と類似 の 成 分 の ものが 川 い られ て い るこ とが 判 明

し,分 析 結 果が 塗 りなお しに反 映 され るこ とに なった。 〈朽津 〉

(2)石 造x化 財,遺 跡建 造 物の保 イ∫:整備ll僕 につ いての指 導,助 言

4))ミ 術館 保管 中に劣化 が進行 し,'}∠成6年 に保 存修復 処 置 を行 った石

灰 岩製 レ リー フ(人 阪 市立 美術館 蔵 コプ ト石彫,下 関市 立美術 館蔵 エ

ジプ トレ リー フ)に つ い て,処^t:qL後2年 余 を経 過 して,若 干の 再劣 化

現 象が観 察 され たの で,li∫処,.i,,Cの指導 を行 った。<西 浦>

5)国 内遺 跡 の保 イ∫二,修復,整 備 に関す る調 査,指 導 と して,下 記の 遺

跡 の整備 に つい て,現 地 調 査 と指 導 を行 った。<宮 本>

llf森県 三内 丸山遺 跡

栃木 県 ド野 薬師 芋跡,1葺川 新 宿 占墳群

群 馬県 赤高 瀬観 肖:山遺 跡

福 岡県 平塚 川添遺 跡

長崎 県 原 ノ辻 遺跡

佐賀 県 吉野 ヶ里遺 跡

8.国 際調査研 究

(1)敦1文 化財保存修復に関す る調査研究(中 長期:第2

期3力 年計画の第1年 次)(保 存科学部 ・修復技術部 ・国

際文化財保存修復協力センターの共同研究)

第2期 研究は,修 復材料班による壁画修復に関する調査研究を中心として
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行 わ れ るこ とにな り,第53窟 を フィール ドとして 壁画修 復の ため の研 究が

以下 の よ うな 内容 で行 わ れ るこ とに なった。

・写真 測量 に よ る壁 画の損 傷記 録 と修 復 記録 用図 面の作 成。

・赤外 線 な どの光 学 的手 法に よ る壁 画の 調査

・壁 画彩色 顔料 の分析 調査

・修復 用樹 脂材料 の物 性 調査

・壁 画面 の構造 とその土壌 調査

・日中壁 画修 復 用語 集の作 成

本 年度 は,壁 画の 赤外 線撮影,写 真測 量用 の基 準点 の検討 など,こ れ ら

研究 の 予備 的 実験 を行 った。

研修1`-r一につ いて は,敦 煙研究 院 か ら2名 の研 究 者 を招 聰 し,現 在,敦lf

で使 川 してい る壁画修 復 川樹月旨の物 性測 定実 験お よび川語 集編 集の検 討 と

・部 の 人力 を行 った。

1)長 い スパ ンでの敦煙 莫高 窟の保 イ∫:環境 につ いて考 察す る ため に,地 球

規模 での長 期の環 境変 動 につ いて,種 々 のデー タか ら解析 した とこ ろ,

中lKi中央部 に お いて は,AD1200以 降 は気 温変 動 が他 の地 域 に比 べ て小

さ く,遺 跡保 イ∫:の点 で有利 で あっ た と考察 され た。

2)第194,53,258窟 に設 調 した環 境 計測機 器 に よ り,外 気 温度,外 気湿

度,ll照 強 度,風 速,洞 窟内 各部位 の温度 と湿 度,岩 体 内温度 と湿 度等

を測定 して い る。 本年 度 も継続 して計測 してお り,回 収 したデー タの解

析 を行 った。

3)敦 煤 周辺 の水 の分析 調査,特 に イオ ウの起源 を探 る分析 調査 を行 って

い る。

4)洞 窟内外 の粉塵 量 の調査 を行 っ た。 特 に開放 窟 におけ る 見学 者の 出入

りに伴 う変 化につ い て測定 し,現 在解 析 中で あ る。 未 だ充 分 なデー タは

得 られて いな いが,今 後 中国側 で デー タの集積 が な され る 予定 で あ る。

(2)病 害研 究班

1)壁 画の塩 類風化 の進 行速 度 を見積 もるため に,洞 窟 内外 での蒸発 量の

計 測 を行 った。 その結 果,通 常状 態 にお け る壁 画表 面か らの蒸 発 は計測

困難 なほ ど小 さ く,従 って塩 類風化 は,通 常 の環境 下 では殆 ど進 まず,
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大 雨 の ような例 外 的 な状 況 の一ドで… 気 に進行す るこ とが推定 され た。

2)第194窟 におけ る大 規模 な壁画 の崩 落 と塩類 の析 出が,い つ どの 様 な状

況 で起 きたかにつ い て,文 献 等か ら調 査 した ところ,1908年 ペ リオに よ っ

て撮 影 され た 第194窟 内 部 の状 態 と現 在 の状態 とが ほぼ 同 じであ る こ と

が 判 った。この こ とか ら,現 在 の 第194窟 の 劣化 は,1908年 以前 の極め て

例 外的 な大 雨に よ る もの では ないか と考 察 され た,,

(3)修 復 材料 研 究班

1)第53窟 の 壁画 の斜 光写 刺 最影 を終 え,図 化 を行 うr一定 で あ る。

2)洞 窟 内壁画 の写 ユ畳↓撮 影 を簡 便 か つ精 巧 に行 うため の 撮 影 装 置 を開 発

し,試 作 した。現 在 最終的 な改 良 を行 って い るとこ ろであ る。

3)第258窟 の煙 丈煎壁lllliのク リー ニ ン グを行 うに'11たって,レ ーザー ガ ンに

よ る ク リー ニ ン グノ∫法につ い て,試 験 片 を使 った実験 を行 っ た。 実 際に

現 場 で応川 で き るか どうか,今 後検 討 して い く。

4)壁 画修 復 川擬 一t.につ いて,特 に その透 気性,透 水性 につ いて,実 験室

での 測定 を行 った、,

(4)国 際研 究 集会

1敦火1嘆高 窟保 イ∫:国際 シン ポジ ウム」を開催 し,研究 報告 と討 議 を行 って,

莫高窟保 イ∫:の課題 と展 望に つい て 考察 した、,

(5)did(イlx'1二業

敦 炸研 究院 か ら2名 の研究 者を招 へい し,壁 画の修 復 材料,技 法に つ い

ての研修 を行 った。

(2)ス ミソニ ア ン との研 究交流 及び 日本美 術品修 復協 力

文 部省 科学研 究 費補助 金 を受 け て,平 成8年 度 よ り新 テーマ 「陶磁 器 文化

の 交流 に関す る科学 的研 究」 を3年 計 画 で開始 した。 研究代 表 者の 交代 に よ

り事 務 局 を奈 良 国立文 化 財研 究 所 に移 し,日 本 側 の研 究 体 制 を見 直 す年 と

なった。 この3年 間は陶 磁 器の流 通 をテー マ とす るため,主 た る研 究交 流 は

国 立歴 史民俗 博物館 の研Ltl等 が 当た ってい る。本研 究所 は,今 後3年 間 は

研 究分担 機 関 と して,1:に 基礎 研 究分 野の 交流 に 当た る とと もに,研 究 体制
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の見 直 しな どの委貝 会運 営 を担 当す る こ ととなった。

(3)タ イ国レンガ造遺跡の劣化現象 と保存処置 に関す る調

査研究

科学研 究費 国際学 術研 究 海外学 術調査 として,昨 年 度か ら3ヶ 年 計画 で調

査 研 究 を開始 した。 本年 度 は6月,12月,3月 に タイ国 を訪れ,タ イ国内の

レンガ造 遺跡 の調査 を行 い,代 表 的 な遺跡 であ るアユ タヤ お よび ス コー タイ

で下 記の調 査研 究 を実施 した。

・アユ タヤ遺 跡 の ラチ ャプ ラー ナ寺 院に環 境計 測機 器 を設置 し
,大 気 温度,

大気 湿度,雨 量,日 照 強度,レ ンガ表 面温度,レ ンガ壁 内部温 度の 測定

と解析 を継 続 して行 ってい る。

・アユ タヤ遺 跡 のマハ ター ト寺 院 を中心 に,レ ンガの劣 化現 象 につ いての

定点 調査 を行 って お り,ま た レンガ内 の水分 の現場 測 定 を行 った。

・ス コー タイ遺 跡の ス リサ ワイ寺院 に環境 計測機 器 を設 置 し
,大 気温 度,

大気 湿度,雨 量,日 照 強度,レ ンガ表 面温度,レ ンガ壁 内部温 度の 測定

と解析 を継続 して行 ってい る。

・スコー タイ遺 跡の ス リチ ュム寺院 の大仏(苔 類
,藻 類 の繁 茂に よ り黒緑

化 してい る)の ク リー ニ ン グとク リー ニ ン グ後 の保 護 防水 処理(搬 水性

シ リコー ン樹脂 の 含浸)の 現 地実 験 を行 った。

また,3月 に タイ側研 究者4名 を招へ い し,調 査 研 究結 果 と今後 の研 究計

画 につ いての協 議 を行 った。

(4)文 化財保護に関す る日独学術交流

(1)文 化財の微量試料分析法の開発

平成5年 度から7年 度まで科学研究費により共同研究 「漆 ・ニスなど伝

統的天然樹脂塗膜の劣化と保存」を行ったが,今 年度から新たに 「文化財

の微量試料分析法の開発」という課題で3年 間の予定で共同研究を行って

いる。9月 に斉藤努と坂本稔(国立歴史民俗博物館)が金属試料の分析に関
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園際調査研究

して,工 楽善 通(奈 良国立文 化財 研究 所)が 発掘 資料 の調 査 に関 して それ ぞ

れ 訪独 して共 同研 究 を行 い,3月 に渡 邊明 義,三 浦定俊,加 藤 寛(東 京 国立

博 物館),日 高薫(国 立歴 史民俗博 物館)が 訪独 して ドイツ国 内の漆工 品お よ

び関連 資料 につ いて の調査 を行 った。 また11月 に ドイツ側か らキュー レン

ター ル,ヴ ァル ヒ(バ イ エル ン州 立文 化財 研究 所),ボ ルガー(漆 工 技術 者)

の3氏 が来 日して,石 川,京 都,奈 良 な どにお いて漆工 品 の調査 を行 う と

ともに,関 係 者 と研 究協議 を行 った。

(2)建 造物 保 存修復 の理 念 及び 方法 に関す る研 究

本研 究 は文 化財 保 護につ い ての 制度 が整 い,実 績 を有 す る 日独 両 国に よ

る,建 造物 の保 存修 復 な らび に活 用につ い て よ り高度 な展望 をひ ら くため

の共 同研 究 で あ る。本年度 は 各1回 の相互 訪問,2回 の訪 独 自主調査 を行 っ

た。 調査 の結果,日 本側 は,研 究 の対 象 と して① 木造建 築 を主体 と した町

並の修 復理 念 と手法,② 石 造 ・レ ンガ造 の修復 技術,③ 構造 補強 の技術,

④ 技術 者教 育 の制度 ・施 設 ・カ リキュラム,⑤ 記念物保 存 の制度 と運 用,

⑥ 産 業遺産 の保 存,な ど多岐 に わた る参考 事例 を得 るこ とが で きた。

1)第1次 訪独(1996.8.18-28)松 本(文 化庁 亀井,奈 文研 村 田,芸 大 斎

藤)

日本側 公 式訪 問(ヴ ィー スパ ーデ ン,フ ル ダ,シ ュマ ール カル デ ン,

クェ ドリンプ ル ク,ポ ツダム,ベ ル リン,リ ューベ ク)

2)第2次 訪独(1996.10.28-11.9)松 本(奈 文研 木 村 ・長 尾)

日本側 自主 調査(リ ンブル ク,ヴ ァ イル ブル ク,ラ イプ ツ ィ ヒ,ク ェ ド

リンブル ク,ド レスデ ン,テ ィアハ ウプ テ ン,ミ ュ ンヘ ン)

3)ド イ ツ側 公式訪 問(1996.11.12-21)ジ ー クフ リー ト・エ ンデル ス,ゲ

ル ト ・カス ター,デ ィー トリヒ ・ヴ ォルブ ス

東 京(文 化庁),函 館,札 幌,白 川郷 ・五 箇 山,高 山,奈 良,京 都

4)第3次 訪 独(1997.2.22-3.9)宮 本 ・松本(文 化庁 亀井)

日本側 自主調査(ヒ ル デ スハ イム,ゴ ス ラー,ケ ル ン,ア ー ヘ ン,カ ー

ル スルー 工)
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国際調査研究

(5>シ リア,ア イ ンダー ラ神 殿遺 跡 の保 存修復

ア イ ンダー ラ神 殿 遺 跡 はBC10世 紀 に 遡 る古 代 オ リエ ン トの重 要 な遺 跡

で,1956年 と1976年 に発 掘が行 われ た。 この遺 跡 を特 徴づ け るのは 玄武 岩に

彫 られ たス フィ ン クス及 び ラ イオ ン像 の レ リー フ であ る。 これ らは 発掘 直後

か ら損 傷が 著 し く,早 急 な保 存修復 処 置が 必要 とされて いた。 そこで昨年 度

よ り5年 計 画 で,住 友財 団の 助成 を受 け,シ リア考古 総局 との 共同 で,保 存

修 復事 業 を行 って い る。 日本側 研 究者 及 び技術者 が5月 に 現地 を訪 れ,石 彫

レ リー フの クラ ッ クへの樹 脂 注入 充填処 置,足 跡 石 の強化 防水 処概,床 石 の

嵩Lげ 処 置等 を行 っ た。 夏に は1ヶ 月 間 シ リアか ら研修 生 を招 へい し,保 存

修 復 の基本 技術 を習 得 させ た。

(6)文 化財の保存修復技術 に関する国際共同研究一文化財

の保存修復に用い られ る新材料 〈1>合 成樹脂一(9年 計

画 第3年 次)

本研究は文化財の保存修復に用いられる新材料についてのタイ国及びベル

ギー国との国際共同研究である。本年度はその第2年 次として,合 成樹脂に

ついて,タ イ国立博物館およびベルギー王立文化財研究所との共同研究を

行った。

1)建 造物等屋外文化財の保存修復に用いられる合成樹脂に関する調査研究

① タイ国において建造物,遺 跡等屋外の文化財の保存,修 復に用いられ

ている合成樹脂に関する調査を,タ イ国政府芸術局考古部 と共同で実施

した。東北部のクメール遺跡,ア ユタヤ遺跡,ス コータイ遺跡での調査

を石材及びレンガの保存対策と絡めて進めている。

② ベルギー王立文化財研究所が進めている石造建造物の保存,修 復に用

いられる合成樹脂の物性評価法の標準化について,種 々の情報を収集し

た。

2)美 術工芸品等屋内文化財の保存修復に用いられる合成樹脂に関する調査

研究

.1



国際調査研究

① タイ国等 東南 ア ジア で,美 術 工芸 品,考 古 遺物,民 俗 資 料,古 文,4}:等,

博 物館,美 術館 の収蔵 品 を中心 と した屋 内 に保存 され て い る文化 財 の保

存,修 復 に用 い られ て い る合成 樹脂 に関 す る調査 を,タ イ国立 博物 館保

存部 と共 同で行 った。東 南ア ジア では天 然樹脂 もか な り用 い られて お り,

合 成樹 脂 との使 い分 けや,そ の根 拠な どに つ いて も調 査 を実施 した。

② 大英 博物 館 で行 わ れ てい る合 成樹脂 の物性 評価 方法 につ いて,情 報収

集 を行 った。

3)各 種合 成樹 脂 の物性 等 に関す る研 究

① タイ国 の研究 者 を 日本 に招 へ い し,修 復 用合成 樹脂 の物 性 につ いて の

研 究協 議 を行 っ た。

② 実験 的研 究 と して,木 造古建 築 の外 装塗 装 と しての 丹塗 りへ の合 成樹

脂の 応用 につ い て,そ の耐久 性の 面か らの 評価実 験 を行 っ た。

(7>在 外 日本古美術品保存修復事業 に伴 う調査

次年度修復作品選定のための調査

在米日本美術品の調査には修復技術部第2修 復技術研究室尾立和則研究員

が,在 欧州日本美術品の調査には,修 復技術部長増田勝彦が,国 際センター

企画室,文 化庁美術工芸課,国 際交流基金人物交流部,外 務省文化1課 の職

貝とともに出張し,作品損傷状況等の調査を行うとともに,調 査記録の整理,

第1候 補の修理費概算見積等の作業を担当する。

平成8年 度修復

「在外日本古美術品保存修復協力委貝会」「在外日本古美術品保存修復指導

委員会」のための資料として,前 年度修復結果および当該年度の修復仕様お

よび計画を作成する。修復進行と共に,修 理中の技術的事項,記 録作成にた

いする助言を行う。修復中に来日する所蔵期間のスタッフと工房訪問に立ち

会い状況説明等を行う。
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(8)海 外所在 日本美術品調査

当研究所 では,昭 和63年 以来,欧 米所 在 の明 治時代 以 前の 日本 美術作 品 に

関す る基礎 デー タの収 集に努 め て きた。 平 成2年 度 よ り,文 化 財保 存修復 学

会(旧 古文 化 財科 学研 究会)が 日本 芸術 文化 振興 会 か ら助 成 を得 て 「海外 所

在の 日本文 化 財 を対称 とす る調査研 究 」 を行 うこ とに な り,当 研 究所が委 嘱

を受 け て調査研 究 を担 当 した。平 成2年 度 の メ トロポ リタン美術館,3年 度

のバ ー ク ・コレク シ ョン,バ ー ク ・フ ァウ ンデー シ ョン,4年 度 の フィラデ

ル フ ィア美術館,5年 度 の プ ライス ・コレ クシ ョン,6年 度 のサ ン フラン シ

ス コ ・ア ジア美術館,7年 度 の ブル ッ ク リン美術 館 の調査 に 引 き続 き,8年

度 はハー バー ド大 学サ ックラー美術 館 の絵 画 ・彫刻 作 品 の調査 を行 い,ブ ル ッ

ク リン美術 館 の調 査概 報 を刊行 した。

(9)中 国青銅器に関す る国際研究

今年度から文部省科学研究費補助金 「古代東アジアにおける青銅器の変遷

に関する考占学的 ・自然科学的研究」を利用して,国 際交流研究を進めてい

る。中国から金正耀(社 会科学院世界宗教研究所),鄭 光(社 会科学院考古研

究所),王 増林(社 会科学院考古研究所)の3氏 を招請し,日 本側から平尾良

光,早 川泰弘,井 上洋一(東 京国立博物館)が 訪中した。これらの交流を通

じて,日 本側の研究施設 ・研究法などを理解してもらい,日 本側では中国の

発掘システムなどを理解できた。北京大学などとも交流の機会を得,今 後へ

の希望がもてる交流ができた。
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9.主 要研 究業績

i三要研究 業績

①:著 書 ・編 書 ②:論 文 ③:解 説

⑤:講 演 ・放 送 ⑥:そ の他

美 術 部

鶴 田 武 良(美 術 部 長)

① 中国近 代 美術 大'1す年 表 和 泉ll∫久保 惣記 念美術 館

② 中国全 国 美術展1覧会略 史 「現代 中 国の 矧1∫展1国 立国 際美術 館

② 清 末 ・明国 初期 の 美制徽 育一近rf年 来中国絵 画 史研究 四一

「笈術研 究 」365

②J留II〕 庭術学'L一 近rl年 来中国絵 画 史石ll究't.Dミ 術研 究 」367

③ 『111国年鑑1996年1測 文化 ・)ミ術 の項 中国研 究所

⑤ 社 会i三義 庭術 か ら前衛)ミ術へ 一 中1{1陵術の50年 一

lll泣国際 美術館

⑤ 全 国美術 展か ら見た中 園油画 の60年 福 岡市 美術館

⑤ 文人画 か ら近 代絵 画へ 中 国)榊 ∫の転 換期 一 日中友 好会館

④:研 究 発 表

、F∫」比7
.4～8.3

9.3

9.7

1

9.3

8.6

8.7

8.9

8.10

島 尾 新(i=.T.f:研 究 官)

① 『'1「舟 』 新1朝ii本 美 争1∫文 庫1新 潮 社8.12

②TheStewardsofArtinMuromachiJapan:Noami,Geiami,andSoami

ChanoyuQuarterly848.10

② 会 所 の 美 術 一 室 町 時 代 の 「美 術 」 シ ス テ ム

「国 立 歴 史 民 俗 博物 館 研 究 報 告 」959.3

③ 二 つ の 夏 珪 様 【il水図 巻 「美術 研 究 」3679.3

③ 瓢 鮎 図 「二 枚 の 絵 」 毎E1新 聞8.9

⑤ 狩 野 派 登 場 前 夜 京 都 国 立 博枷 τ口:曜 講 座8.10.19

⑤ 詩 画 軸 の 世 界 艀 メ1;堂文庫 美術 館8.10.26

山梨絵 美子(1:任 研 究 官)

一63一

」



]
1:.'y'・研究業績

(1)『 日本 の近代 絵 画』(山 口桂三 郎編,佐 伯英 里子,小 池満紀 子 と共著)

ブ レー ン出版8.10

(1)清 親 と明治 の 浮世絵 「日本 の美術 」368至 文堂9.1

② 島霞 谷の仕 事 とそ の視覚 の特 色 「島霞 谷」展 図録 戸 定歴 史館8.10

⑤ 白馬 会の風 景表 現 ブ リヂ ス トン美術館 土 曜講座8.11.9

岡 田 健(主 任研 究 官)

② 關於優 填is造 像 的若1報 告(中 国 語)

『龍 門石 窟 一1㌦五 百周年 國際學 術 討論会 論文 集』 文物 出 版社8.5

②III束 歴 城黄イ1崖造 像 「美術研 究」3669.2

③ 作 品解 説 「誕生釈 迦 仏 、/_像・灌]頁盤(模 造)1他

「東 大 芋展1図 録8.6

③ 作 品解 説 「(東大 、、})大U如 来坐 像,rr観,,:・ 四天E、 ン1像」

「厘い日来斤μH」8.6.27・28

④ 初 膚期 阿弥 陀如 来像 の諸相 美術 部 ・情報 資料 部研究 会8.11.27

④ 東寺 兜蹟毘沙 門 天像 につ いて 美術 部 ・情 報資料 部研究 会9.1.29

⑤ 東 寺諸 仏像 納 入llll1につ い て 衷 芋8.10.5

⑥ 翻 訳 ・段 文傑 「敦 娘 芸術総 論」他

「砂 漠の 美術館 永遠 なる敦 煙」展 図録8.6

中野 照 男(第 一研 究1:長)

② 中央ア ジア 美術 に現わ れ た神 と人間

『エ ル ミター ジュ美術 館特 別名 品展

新 潟県 立近 代美 術館

② シル クロー ドの塑像 「日彫会 会報 」38

② 探検 家 によ る収 集 品

『砂漠 の 美術館 一永 遠 な る敦燈 』 図録 東京都 美術 館

② ル ・コ ック 『東洋 学系 譜[欧 米 篇]』(高 田時雄 編著)大 修館 書店

④ 敦煙 ・西域 の 美術 と法隆 寺金 堂壁 画

「古代 日本 海交流 シン ポジ ウム」上淀 廃 寺検討 専 門部会
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fi

fi

「ヒ淀 廃寺 を復 元す る(II)～ 堂 内荘 厳 ～ 」

仏教 絵画 の 見方 四街 道市 立旭 公民館 講座8.6.22

中央 ア ジアの:t.J.院装 飾 に現 われ た神 と人間

新潟 県立近代 美 術館8.8.24

平成6・7年 度 科学研 究 費絹i助金(一 般 研 究C)研 究 成果 報告 書

「中央ア ジア ・クチ ャ地 方に おけ る中国様 式絵画 の移 入」9.3

平 成7・8年 度 科学研 究 費新li助金 成果 報告 撃ll:

「)ミ術L芸 品等(7)防災に関 す る調 査研 究」9.3

ヒ要研究業績

淀江町 役場8.7.8-9

田中 淳(第 二研 究 室長)

① 萬鉄!i.郎 新潮 日本)ミ術 文庫35新 潮 率ヒ9.2

② 川 ヒ涼花 ノー ト1東 京llξ位 近代)こ術館 研:究紀要 」8.8

② 白馬 会 と東京)こ術'1一校

「結成100年 白馬5セ 明 治洋1由iの新風1展 図録,

ブ リヂ ス トン美術 館 等8.10

② 劉,Lが%Lつ め てい た もの 「劉 生 と御 州・」展 図録 豊HDi渓 彷了館8.12

② 序 論 ―萬鐡r..郎」展1ヌ1録 東 京岡 ウニ近 代 美術館 等9.3

③1象 沐 繁他50名 作 家解 説 マ イ クロ ソフ ト エ ンカル タ97

エ ンサ イ クロペ デ ィア8.11

④1912年 のf`1画像 萬鐡1i.郎 と岸川 劉生

美術部 ・情 報資 料部 公開学 術 講座 東 京都 美術 館8.10.30

④ 黒 田清輝 と白馬会 明治美 術研 究学会 ブ リジ ス トン美術 館8.11,17

⑤ 黒 田清輝 と白馬会 京都II三泣 近代 美術 館9.1.12

芸 能 部

蒲 生 郷 昭(芸 能 部長)

② 『め りやす 豊年蔵 』 をめ ぐって 一研 究 史 を軸 に一

「芸能 の科学 」259.3

② 長唄」1{本研 究164～175(共 同研 究)

「邦楽 と舞踊 」550～5618.4～9.3
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主要研究業績

④ 『めりやす豊年蔵』研究小史

㈹東洋音楽学会第402回定例研究会,東 京芸大音楽学部

⑥ 第20回文化財の保存及び修復に関する国際シンポジウム

「歌舞伎一変遷と展望一」について」「月刊文化財」

⑥ 横道萬里雄 『能劇そぞろ歩き』(共同編集)能 楽書林

⑥ 『日吉小三八聞書き』(共同編集)日 吉和人 ・日吉小乃発行

11.9

9.2

8.10

9.2

鎌倉 恵子(演 劇研究室長)

④ 日本の目連 泉州嘉礼戯学術座談会 中国福建泉州市

海外交通史博物館8.8

④ 元禄歌舞伎に登場する動物 第20回国際シンポジウム「歌舞伎の変遷と展望」

江戸東京博物館会議室11.13

⑥ 目連研究のあらまし 「日本目連俺儂研 究会中間報告」

早稲田大学演劇博物館 レクチャールーム8.4

細井 尚子(演 劇研究室)

① 『ドラマとしての復讐と仇討ち』共著 新 しい演劇研究の会

② 廟宇 ・廟祝 ・人形戯一中国泉州東嶽廟 ・城陛廟

「芸能の科学」25号

④ 道教の超度,木 偶戯,打 城戯 『日本目連塊イ晶研究会中間報告』

早稲田大学演劇博物館 レクチャールーム

④ 泉州提線木偶戯戯神相公爺の霊性について 泉州嘉礼戯学術座談会

中国福建泉州市 海外交通史博物館

④ 泉州提線木偶戯の戯神 「相公爺」 民俗芸能研究会

⑥ 川劇にみる化粧(10)(翻 訳/原 文 張中学)「化粧文化」34号

ポーラ文化研究所

⑥ 川劇にみる化粧(11)(翻 訳/原 文 張中学)「化粧文化」35号

ポーラ文化研究所

⑥ 中国の地方戯 京劇ニコニコ新聞 オーロラオーバル

9.3

9.3

・1

8

コ
⊥

.

.

8.5

8.5

97.3
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f:要研究 叢績

羽田 爽(音 楽 舞踊研 究 室長)

③ 狂 言の世 界 に跳梁 蹟庖 す る動物 ・植物 た ち 『狂 言入 門』(淡 交祉)8.4

③ 能 と三 島の 「葵上 」 蝸'トの会パ ンフ レ ッ ト8.4

③ 『能芸 論 』解 説 『馬場 あ き子全 集8』(三 一 書房)8.9

⑤ 批 評 の機 能 第20回 国 際 シ ンポジ ウム 「歌 舞伎 の変遷 と展 望」

71:1'東京 博物館 会議 室8.11.14

⑥ 横 道 萬 里雄 『能 劇 そ ぞろ歩 き』 供 同編 集)能 楽 書林8.10

高 桑 いつみ(音 楽 舞 踊研 究室)

② 能riの 世 界一 その 歴 史 と肖楽 一一一

② 「と うと うた ら り」 と雅楽 のp,',歌

② オ ロ シ考 舞 雰の 形成序 説一

⑤ 狂 言の 占演出 一乱 ノ1ゴ・t!slメ・海道1

⑤ 能 楽鑑 賞 講座

「笛 秘 曲 の 会」パ ン フレ ッ ト

「鑛 仙」449号

―芸能 の科 学」25号

朝 一

第27iill芸能 部公 開学 術講座

国 立能楽 堂公 開講座

石井 倫 子(音 楽 舞踊 研究 室)

② 能 の 中の新 占今 ～名歌 ・名イ1)の、藻 を とるこ と～

「国 文学」42-13号

② 能 と蹴 鞠 と兵法 と～伝書 にみ る身体 ～ 「園語 と国 文学 」887号

⑤ 狂 言に見 る風俗 一衆 道 をめ ぐっ て一 第27回 芸能 部公 開学術 講座

⑥ 書評 堂本 正樹 『世 阿弥 の能』 「能 楽 タ イムズ」

8

1

り0

.

.

8.10.2

9.1～3

8.11

8.10

8.10.2

1

中村 茂 子(民 俗 芸能研 究室 長)

① 『神 楽 一原 出雲 の風土 に生 きる』 共 著 島根 県大 東町9.3

② 神 戸 市の 鬼追行事 に見 る民俗的 意義 「芸 能 史研 究 」133号8.4

② 棒 を用 い る民俗行 事 と民俗 芸能 「芸能 の科 学」259.3

③ 花祭 りを支え る人 々 「音楽 鑑 賞教育 」3248.1

④ 民俗 芸能の棒 芸 能部 夏期学 術 鞭 睦8.7～10

④ 盆踊 り としての 「目連 尊者地獄 巡 り」の伝 ノ政 泉州 嘉礼 戯学術 座 談会
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1三要研究業績

中国福建泉州市 海外交通史博物館8.8

⑤ 歌舞伎俳優の養成 第20回国際シンポジウム 「歌舞伎の変遷と展望」

江戸東京博物館会議室11.14

串田 紀代美(民 俗芸能研究室)

② 東京都の祭離子一江戸里神楽からの影響をめぐって

「芸能の科学」25

④ 江戸,.子 の現状 藝能学会研究大会

⑥ 祭難子 「中野区民俗調査第一次報告 鷺宮」

⑥ 異文化理解"ハ イブリッド文化"の すすめ

「外国人刑事弁護団ニュースレターLAFOCC」11号

9.3

8.12

9.3

8.6

保 存科 学部

三浦 定俊(保 存科 学 部長)

② 敦 煙莫 高窟 の気 象 と壁画 の保 存 「東 方学 」92,pp.133-140,8.7

② 絵 画用S環 の安全 性 の評価

「文 化財 保存修 復 学会 誌」41,pp.38-45,8.12

② 化 学 的 ・光 学 的情 報 を用 いた遺 跡探 査 の手法 に関 す る研 究(川 野 邊 ・佐野 ・

中條 ・中浜 ・山 口)

『重 点領域 研究 「遺 跡探査 」 第5回 研 究成 果検 討会 議 論文集 』

pp.207-214,9.2

② 博 物 館等施 設 の室 内空気 汚染 一 ホルム アル デ ヒ ドの庫 内濃度 一

(佐野 ・小 瀬 戸恵 美 ・三 浦)「 保 存科 学」36,pp.28-36,9.3

② 国指 定 品新 規 公開施 設 を 目指 す収蔵 展示 施 設の消 火設備 の 設置状 況 一ハ ロ ン

生産 中止後 の動 向 一(佐 野 ・三 浦)「 保 存科 学」36,pp.37-46,9.3

② 展示 公開施 設 の館 内環境 調査 報告 一平成7年 度 一(佐 野 ・三 浦)

「保 存科学 」36,pp.98-103,9.3

③ 絵画 に ひそむ もの

「エ ネル ギー レビ ュー(特 集 「古 代 を探 る」)」16(8),pp.4-7,8.8

③ 文化 財科学 一般(第13回 大会研 究 発表 をふ りか え って)
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k要 研 究 業績

「日本 文 化 財 科 学 会 会 報 」32,pp.21-22,8.10

③ 資 料 保 存 に 対 す る 阻 害 要 因 と そ の 対 策

「IBEC(特 集 「博 物 館 ・美 術 館 の 省 エ ネ ル ギ ー 」)」99pp.24-28,9.3

④ 文 化 財 公 開 施 設 の 収 蔵 ・展 示 環 境(佐 野 ・ 一:r　ti)

美 術 史学 会 第49回 全個 大 会,8.5.25-27

④ 隠 さ れ た 肖像 の 画 像 解 析(3)(花 泉 ・川 中)

第18【口1文イヒ貝オイ呆イ∫:イ1砦復 学 会6;簿2寅会 大 会,8.6.1～2

④ 東 京 都 美 術 館 「法 隆 寺金 堂 壁 画 展 」 に 関 す る保 イ∫環 境 調 査

(佐 野 ・三 浦 ・木 川)1・Ji

④ ス カ イ ポ ー ル か ら の 画 像 を 川 い た 遺 跡 探 査(一=nli・ 川 野 邊)

IliK化 財 科 学 会 第13回 大 会,8.6.15-16

④ か く さ れ た 情 報 を 画 像 か ら よみ と る,K化 財 保 イ∫:科,.,,f:の世 界(東 北 芸 術 工 科

大,,,,,f.公開 講 座,第3回 美 を ま も る)9.2.22

⑤ 梱 包 概 論(梱 包 の 科 学),指 定 文 化 財(美 術i:芸 品)取 り扱 い 講 習 会(東 京),

8.7.18

⑤ 同 ヒ,同 ヒ(京 都)

⑤ 文 化財 の保 イ∫:環境 の 考え ノ∫i%成8イ1渡 文化 財 行政 基礎 講凶≦

(国 、ンニオ リン ピッ ク記 念ll∫ 少 年総 合 セ ン ター),

⑤ 科 学的 ノ∫法 に よる榊 こ汲 び技術 の分析

指定 文化 財(美 術1/_1・1¥品)修理 技制1渚講習 会(京 都)

⑤ 保 存科学概 論,

8.11.27

8.10.24

8.11.1

歴史民俗資料等専門職員研修会(国 立歴史民俗博物館)

8.11 .26

佐 野 千絵(主 任研 究官)

② コン ク リー トか ら発生す るアル カ リ性 物質 につ い て(II)

「文 化 財保 存修復,,,,,t一会誌」41,pp。46-53,8.12

② 化 学的 ・光学 的情 報 を用 いた遺 跡探査 の 手法に 関す る研究(三 浦 ・月1野邊 ・

佐 野 ・中條 ・中浜 ・山ll)

『重点領 域研 究 「遺跡探 査」 第5回 研 究成 果検 討会議 論文 集』

pp.207-214,9.2
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主要研究業績

② 博 物館 等施 設の室 内 空気 汚染一 ホルム アル デ ヒ ドの庫 内濃度 一(佐 野 ・小瀬 戸

恵美 ・三浦)「 保 存科 学 」36,pp.28-36,9 .3

② 国 指定 品新 規 公 開施設 を 目指 す 収蔵 展示施 設 の消 火設備 の 設置状 況一 ハ ロ ン

生産 中止後 の動 向一(佐 野 ・三浦)「 保 存科 学 」36,pp.37-46,9 .3

② 展示 公 開施 設 の館 内環境 調査 報告 一平 成7年 度 一(佐 野 ・三浦)

「保 存科 学」36,pp.98-103,9.3

④ 紫外 線 によ る絹 の劣 化 とその修復 材料 と しての 可能性(川 野邊 ・佐 野)

第18回 文化 財保 存修 復学 会講 演会 大会,8.6.1～2

④ 化学発 光法 の文 化財 試料 への 応用 にお け る問題点

同上,8.6.1～2

④ii京 都 美術 館 「法隆 寺金堂 壁 画展 」に 関す る保 存 環境 調査(佐 野 ・三 浦 ・木

川)同 上,8 .6.1～2

⑥ 文 化財 を守 る一 時代 とと もに変 わる保存 技術(木 川,佐 野)

「ゑれ きて る」(東 芝)61,pp.29～34,8.10

平尾 良 光(化 学研 究室 長)

① 釘 ・鑓 の化学 的調査(平 尾,榎 本 淳子)『 東大寺 南大 門国 宝木造 金剛 力士像 修

理 報告 書』 本 文篇,文 化庁 編,pp.142～148,5 .3

① 鉛 製弾 丸の 自然科 学的調 査(平 尾,榎 本 淳子)『 同上』pp.150～1565.3

① 神庭 荒神 谷遺 跡か ら出土 した青銅 製 品の化 学組成(平 尾 ・内田 ら)r出 雲神 庭

荒神 谷遺 跡』本 文編 第3部 第1章 第1節,

島根 県教育 委員 会,pp.153～170,8.3

① 神 庭 荒神谷 遺跡 出土 青銅 器の 非破壊 分析 と鉛 同位体 比 測定(馬 淵 ・平 尾 ら)

『 同上 』本文 編 第3部 第1章 第2節,

島根 県教育 委員会,pp.171～186,

① 神 庭荒 神谷 銅剣 に発生 した錆 の調査(平 尾 ・渡 辺 ら)

『 同上 』本文 編 第3部 第2章,

島根 県教 育委 員会,pp.187～208,

8.3

8.3

② 群馬県から出土した弥生時代青銅器の自然科学的研究一群馬県高崎市進歩遺

跡出土の巴形銅器,甘 楽郡甘楽町天引狐崎遺跡出土の銅釧,渋 川市有馬遺跡
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④

④

④

④

④

主要研究叢績

出土 の銅c銅 釧 に 関 して一(平 尾 ・榎本 淳子)群 馬 県埋蔵 文化 財調査 事 業団

発掘 調査報 告書 第21集 『天 引狐 崎II』,pp.209-224,8.12

旭龍 文鏡 お よび福 岡県北 九州 市か ら出土 した弥生 ～古 墳時 代 の青銅 製遺物 の

鉛同位 体 比(平 尾 ・榎本 淳子),

「北 九州 市立 考古'博物館 研 究紀要 」3,pp.1-9,8.6

カマ ン ・カレポユ ック遺 跡 出土銅 器 お よび青銅 器のマ イ クロス コー プ分析,

(津越 敬寿 ・阿部 尚正 ・古谷 圭一 ・平井 昭 司 ・平 尾)

57回 分析 化学 会討 論会,8.3

古代 鉄釘 中の微 景 元素 の分布(岡 田往 子 ・鈴木 章悟 ・平井 昭 司 ・平 尾),

日本 文化 財科 学会 第13回 大会 研究 発表 要 旨集,pp.38-39,8.6.15-16

島根 県荒 神 谷遺跡 か ら出土 した銅 製 遺物 の化学 組成,(平 尾 ・内 田哲 男),

同上

放射 線 を利用 した文化 祭 試料 の 非破壊 的測 定

第33回 理]・,,,,.f一に おけ る同位体 元素 研 究発 表会,pp.153-162,8.7.3

XAFS法 に よ る古代 銅遺 物 中の状 態分析

1996年 分 析化 学会X線 討論 会,8.9.19

文化 財 試料 の非破 壊分 析 第11回 立教 大学 原 子力研 究所 講演 会,8.11.9

早 川 泰 弘(化 学研 究室)

② 日韓硬玉 製 勾玉 の 自然科 学的分析(早 乙女 雅博 ・早 川)

「朝鮮 学報 」162,pp.21-42,9.1

②ICP発 光分 光/質 量分 析装 置 の基本 特性 の評価

「保 存科学 」36,pp.85-90,9.3

④ 日韓硬 玉 製勾玉 の 自然科 学的分 析(早 乙女雅博 ・早 川)

朝鮮 学会 第47回 大会 講演 要 旨集,PP28+8.10.5

石 崎 武 志(物 理 研 究 室 長)

OExperimentalstudyonunfrozenwatermigrationinporousmaterials

duringfreezingJournalofNaturalDisasterScience,17(2)pp.65-74

8.8
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iモ要 研 究 業績

LPremeltingoficeinporoussilicaglass.(T.lshizaki,M.Maruyama,Y.

furukawa&J.G.Dash)JournalofCrystalGrowth,160(3),pp.455-460

8.9

●Fieldobservationofmicroclimaticandgroundthermalregimesbeneath

highway(T.Ishizaki,M.Fukuda,N.Mishima,S.Yokota,K.Toya)Int.

Conf.onSnowEngineering8.5

④ 凍 結 過 程 に お け る 土 の 凍 結 面 近 傍 の 微 視 的 観 察(渡 辺 晋 生 ・石 崎 ・武 藤 由 子 ・

溝 口勝)1996年 度 農 業 土 木 学 会 全 国 大 会,8.7

④11シ ベ リア,コ リマ 川 下 流 域 の エ ドマ の 形 成 年 代(仙 頭 宣 幸 ・福 田正 己 ・石

崎 ・五 十 嵐 八 枝 子 ・中村 俊 夫 ・V.サ ル コ フ)

1996年 度 日本 雪 氷 学 会 全 国 大 会,8.9

木 川 り か(生 物 研 究 室)

④ 東 京 都 美術 館 「法 隆 寺 金 堂 壁 画 展 」 に 関 す る 保 存 環 境 調 査(佐 野 ・三 浦 ・木

川)第18回 文 化 財 保 存 修 復 学 会 講 演 会 大 会8.6.1-2

●PolyethyleneGlycolDegradingBacteriaFoundintheTreatmentSolution

ofExcavatedWaterloggedWood(RikaKigawaandAkiraYokota)16th

InternationalCongressofIIC,ArchaeologicalConservationandItsConse-

quences8.8.26-30

⑥ 文 化 財 を守 る 一 時 代 と と もに 変 わ る 保 存 技 術(木 川 ・佐 野)

「ゑ れ き て る」(東 芝)61,pp.29-34,8.10

山 野 勝 次(生 物 研 究 室)

② 千 葉 県 木 更 津 市 で 発 見 され た ア メ リカ カ ン ザ イ シ ロ ア リ 「しろ あ り」104,

p.30-38,8.4

③ 臭 化 メ チ ル の 使 用 規 制 と代 替 防 除 法 研 究 の 現 状,「 文 化 財 の 虫菌 害 」31,

p.8-13,8.6

③ 図 書 館 の メ ン テ ナ ン ス 害 虫 対 策,「 学 校 図 書 館 」548,p.46-47,8.6

③ シ ロ ア リ防 除 の 過 去,「 しろ あ り」105,p.3-23,8.7

③ シ ロ ア リの 生 態 に 関 す る実 務 的 知 識(1),「 同 上 」107,p.12-21,9.1
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⑤ 文化財の害虫と防除対策,

主要研究業績

第18回 文化 財の 虫 菌害保 存対 策研修 会,

㈲ 文化 財 虫害研 究所,8.7.17

修 復技術 部

増 田 勝彦

③ 「和 紙 とは ど うい う紙 です か」 和 紙の 手帖II

③ 「文 化財修 復 の現状 一 絵画 一」 駿 河台 大,・:・文化情 報 部特別 講座

③ 劣化 と保 存各 論Ⅲ 一紙 一 口尊物 館 ・美術 館等 の保 イ∫判 当学 芸 員研 修

③ 修復 材 料 各論 一伝 統材 料 一

博物館 ・)こ術館 等の保 イ∫二担 当学 芸 貝研 イlx

③ 「劣 化損 傷 史料の 保 イ∫:修理1」 国 文学 石IF究資料館 史料 館研 修

③ 「史料 の保 イ∫二環境 と劣化損傷 要因」 国 文学 研 究資料 館 史料館研 修

3

史料保 存管理 検 討委 貝会 報告 に基づ い て一1,

外 交 史料館 研 究会

③ 「近代 の文化 遺産 一 文 詐一 」 博 物館保 イ∫二科 学研 究会

③ 階 の紙 今の紙 一 紙 に含 まれ る非繊 維物 質 を中心 に一 」

国'k修 理 装潰 師連 盟中 堅職 員研 修

③ 「占代 中 世の料紙 研 究」,

資源 化 と史料 管理学 の体 系化 に関 す る研 究」,

保 存 と修 復研 究 部会研 究会

③ 「被 災文 書の救助 と処"1'II(.」東 京芸術 大学 シ ンポ 「「KI際シ ンポ ジウム,

文化 財 を守 る一 緊急時 の対 策 と活 動の 指針一 」

③ 史料 の保 存科 学 埼 玉 県文 書館主催 平成8年 度 文[1波 料 取扱 講 習会

⑥ 「紙 の保 存 ・修 復」 国際研 修

8.7

8.6.4

x.7.27

s.7.z7

8.9.13

8.9.17

「公 開 の ため に は 史料 の保 イ∫二を ど う位 置づ け て い くべ きか一 外 交 史料 館 所 蔵

8.9.20

8.11.8

8.11

国 文学 研 究資料館 史料館特 定研 究 「n己録 史料 の情 報

9.1.17

災 害 か ら

9.1.24

9.2.4

8.11.20/12.13

川野邊 渉

② 古建築の外装塗装の物性に関する研究IV保 イ∫二科学36号

② 東大寺国宝八角灯寵の表面に生成する腐食生1戊物の解析

保存科学36号

9.3

9.3
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一f要研究業績

② 化学 的 ・光学 的情 報 を用 いた遺 跡探査 の手 法 に関す る研 究(三 浦 ・佐野 ・中

條 ・中沢 ・山口)『 重 点領 域研 究 「遺跡探 査」 第5回 研 究成 果検 討会議 論文 集』

OO

L̂
,
U

(5)

(5)

Ct>)

pp.207-2149.2

熱分 解 ガ ス クロマ トグ ラフ ィー に よる漆試料 の 同定 の可 能性 につ いて

保 存科学36号9.3

高分 子学 会 東海地 区若 手研 究者 夏期 研修 会 で講 演 「高分 子 と文 化財 」

園 立歴 史民俗博 物 館に て

文化庁修 理 技術 者講 習会 で講 演 「合成樹 脂 」9。12

日本建 築 セ ン ター で講 演 「文 化財建 造物 と合 成樹 脂 」10.2

1Esf'i修理 装 こ う師 連盟 中堅職 貝 講習会 「合成 樹脂 」9.11

1合 成樹脂 」 博物館 ・美術館 等保 存担 当学芸 員研修9.8

中里 壽 克

⑥ 講演(11本 漆 芸品1更法 史 と漆 芸 品修 復」 台湾 省手工 業研 究所

⑥ 保 存担 当学 芸 員研イlx各 論 一漆 一

⑥ 講演 「漆 芸 品の模1宣に つい て」IICJapanセ ミナー

東京匡位 文化 財研 究所

8.4.18

8.7.23

8.9.11

尾 立 和 則

⑥ 保 存 担 当学 芸 貝研II多 各 論一絵 画の 彩色lid8.7.24

⑥ ―ド張 り文 聾駒f究 会1茨 城 県 牛 久市 立 中央公 民食ず{8.7.z7

⑥ 「紙 の保存 ・修復 」lll1際研修8.11.20/12.13

⑥ ―大 英博物館,修 復 厚門家 の ため の一 日研修 」9.3.24

松本 修 自

② 山 田寺 と玉 虫厨 子一 飛鳥時 代の 建築 技法 一 「日本 の国 宝」2

③ 玉虫厨 子 「日本 の国 宝」2

③ 唐 招提 寺金 堂 ・講堂 ・鼓楼 ・経 蔵 ・宝蔵 「日本 の国 宝」6

⑥ 木造建 築 の ダンデ ィた ちJapanICOMOSInformation

・

=
J

M

M

M

M

9

∩
コ

9
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主要研究業績

青木 繁夫

② 重要文化財の大気腐食に関連した風観測 「[1本風工学会誌」67号

② 東大寺国宝金銅八角灯籠の表面に生成する腐食生成物の解析

「保存科学」36号

⑥ 劣化 と保存一金属文化財の保存一

博物館 ・美術館学芸員保存担当学芸員研修

⑥ 劣化と保存一考占資料の保存一

博物館 ・美術館学芸員保イ∫二担 」芸貝研修

⑥ 我が国における遺跡保存の現状 園L舘 大,,,,,f一文化遺産保存研究会

⑥ 金属文化財の保存について 歴史上忌俗博物館等博物館学芸貝石刑多

⑥ 考古資料の保存について 佐賀県文イヒ財保、}蔓担当者研修

8.4

9.3

8.7

8.7

8.10

8.11

8.12

情 報 資料部

松 島 健(情 報資 料部 長)

① 大lll祇神社 の神 像 大lil祇神 社

① 週刊 朝 日百科 『日本 の国lk5奈 良薬 師 鋼 編 集 朝 日新 聞社

② 臼杵摩 ノil佛の成 立 試論 『国 帷』1215

③ 彫 刻の 岡宝指定 をめ ぐって 『国 立 博物館 ニ ュー ス』588

③ 男神 坐像 京都 府};雲 大神宮一 新 国lk・ 重要 文化 財紹 介

『国立 博物館 ニ ュー ス』588

③ 興福 寺の歴 史 『日本仏 教 美術 の宝庫 奈 良 ・興福寺 』展 図録概 説

フ ラ ンスRMN

③ 運慶とその時代1

③ 運慶とその時代3

③ 《国宝の旅3》 整形された仁王の顔 卜 冊の本』10

③ 運慶とその時代5

③ 運慶とその時代7

③ 運慶とその時代9

③ 解説 薬師如来及び両脇侍像

週刊朝日百科 『日本の国宝5奈 良薬師・¥』

一75一

産経新聞

産経新聞

朝日新聞社

産経新聞

産経新聞

産経新聞

4

3

り
乙

り0

8

0
」

0
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8

8.3

8.9

8.11

8.12

9.1

9.1

9.2

9.3

くサ」日来斤μ目室1二9.3



一
霊要研究業績

③ 解説 薬師寺 藤原京から平城新京へ移転

週刊朝日百科 『日本の国宝5奈 良薬師寺』 朝日新聞社

③ 解説 薬師寺の移転をめ ぐる論争

週刊朝日百科 『日本の国宝5奈 良薬師寺』 朝日新聞社

⑤ 興福寺南円堂本尊不空絹索観音像について一修理時の所見を中心に一

東京国立博物館主催 興福寺国宝展記念シンポジウム

「興福寺南円堂の彫刻をめ ぐって」

9.3

9.3

9.1

井手 誠 之輔(主 任 研究 官)

② 長 野 ・定勝 寺所 蔵 補陀 洛 山聖 境 図 『美術研 究』3658.10

② 華厳思 想 と高麗 仏画 の領分(韓 国語 翻 訳文)

『高麗 の仏 画』 韓国 ・時 空社9.3

③ 図版解 説(韓 国 語翻 訳文),阿 弥陀 如来 図(島 津家 旧蔵 ・萩 原寺)・ 観 経序 分

変 相 図(西 福寺 ・大 恩寺)・ 観 経十 六観 変相 図(西 福寺 ・知恩 院 ・隣松 寺)

『高麗 の仏 画』 韓国 ・時 空社g.3

④ 長 野 ・定勝 寺蔵 「補 陀洛 山聖境 図」 につ い て

美術 部 ・情報 資料 部研 究会8.7.31

長 岡 龍 作(主 任 研 究 官)

●AnAnalysisofJapaneseBuddhistSculpture:ThetopologyofYakushi

-nyoraiofJingoji
,Kyoto

ロ ン ドン大 学 オ リエ ン トア フ リ カ研 究 学 院 日本 研 究 セ ン ター 研 究 会

8.6.5

④9世 紀 日本 の 武 装 像 一 「境 界 の 像 」 の 観 点 か ら

美 術 部 ・情 報 資料 部 研 究 会9.1.29

05TheCurrentStateofJapaneseArtHistory-TheStudyandSystem

ロ ン ドン大 学 オ リエ ン トア フ リ カ研 究 学 院 サ ザ ビー ズ コー ス8 .5.22

米倉迫夫(文 献資料室長)

④ ふたつの頼朝像一主題の浮上一 美術部 ・情 報 資料 部研 究会8.6.5
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一
主要研究業績

④ 美術 とい うシ ステムー 東洋 美術 の情 報部 門か らの観 察

第15回 国 際美術 史研 究会 シンポ ジアム8.10,24

⑤ 神護 寺 の 肖像 画 をめ ぐって一世 紀 でた どる 日本 史～14世 紀 ・動 乱 の100年 一

朝 日カルチ ャー セ ンター ・横 浜9.3.4

勝木言一郎(文 献資料研究室)

② 敦燈莫高窟431窟の九品往生図壁画に関する一考察

科学研究費一般研究C「 クチャ地方の中国様式絵画」(代表者中野照男)報告

書9.3

④ 法隆寺金堂壁画について考える

美術部 ・情報資料部公開学術講座(於 東京都美術館)8.10.30

⑥ 中国語翻訳 劉東光 「響堂山石窟に関するいくつかの間題について」

『仏教芸術』230号9.1

②

②

②

④

④

鈴木 廣之(写 真資料 研 究室 長)

類似 の発 見一 室町 の く擬 〉,江 戸 の く見立 て〉一 『日本 の美学 』248.9

国民国家 イデ オロ ギー と 日本 美術 史(上)『 月刊 百科 』4098.11

国民 国家 イデ オロ ギー と 日本美術 史(下)『 月刊 百科 』4119.1

見立 ての変容 一室 町 と江戸 一 第89回 東 京読画 連8.6.22

"TheReconstructionoftheBodyandtheInaugurationof'Bijutsu'(Fine

Arts)intheMeijiPeriod"

CollegeArtAssociation,85thAnnualConference9.2.14

●"TheReconstructionoftheBodyandthelnstitutionalizationof"Bijutsu"

(FineArts)intheLateMeijiPeriod"DukeUniversity9.2.17

●"ThePhysiognomyofCulture:APilgrimagetoOldTemplesbyWatsuji

Tetsuro"UniversityofCalifornia,SanDiego9.2.19

国際文化財保存修復協力センター

宮本長二郎(セ ンター長)

① 日本原始古代の住居建築

一77
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主要研究業績

② よみがえる巨大建築物

② 瀬名遺跡出土建築部材の復原

② 縄文人と弥生人の住宅事情

② 竪穴住居の復元

②

②

③

④

④

⑤

⑤

⑤

温故知新

弥生の大型建物

弥生王国の建築

掘立柱建物の出現 と展開

弥生 ・古墳時代の祭儀場

三内丸山遺跡

弥生の大型建築

古代の住居

「歴史読本」新人物往来社

「瀬名遺跡V(遺 物編II)」

静岡県埋蔵文化財調査研究所

「歴史読本」新人物往来社

「考 古学 に よる 日本 歴 史15家 族 と住 まい」雄 山閣

「月刊 つ ち」1～3号

「歴史 九州 」997年2月 号

「朝日新聞」文化欄

奈良国立文化財研究所シンポジウム

大分県日田市まちつ くリフォーラム

小平市民会館

九州歴史大学講座

栃木県文化財協議会

8.4

8.4

8.11

9.1

9.1-3

9.2

8.7.29

8.10.30

8.11.9

9.1.11

9.2.8

9.2.24

西浦 忠輝(環 境解析研究指導室長)

① 敦燈保存修復の事例から見た国際協力

「アジア知の再発見:文 化財保存修復と国際協力」クバプロ

① シリアのアインダーラ神殿遺跡の保存修復 〔1〕

「第3回 西アジア発掘調査報告書」クバプロ

8.8

9.1

OIConservationProjectforAinDaraTemple,Syria(AnlnterimReport

June1995-December1996)

JapanCenterforInternationalCooperationinconservation,Tokyo

NationalResearchInstituteofculturalProperties&AleppoMuseums

andAntiquities,Syria9.3

① シ リ ア ・ア イ ン ダー ラ 神 殿 遺 跡 保 存 修 復 プ ロ ジ ェ ク ト(年 次 報 告:

1995.6-1996.12)

東 文 研 ・国 際 文 化 財 保 存 修 復 協 力 セ ン タ ー,シ リア 国 ア レ ッポ 考 古 局9.3

② シ リア の ア イ ンダ ー ラ神 殿 遺 跡 の 保 存 修 復 〔概 要 〕(井 上 ら と共 著)

「保 存 科 学 」369.3
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主要研究業績

③ 敦燈莫高窟保存日中共同研究 「綜綱之路」22

④ 丹色塗装の屋外曝露試験(岡 部,川 野邊と共同)

第18回文化財保存修復学会講演会大会

④ シリアのアインダーラ神殿遺跡の保存修復[II](井 上らと共同)

第18回文化財保存修復学会講演会大会

8.10

8.6

8.6

④ ア ジ ア 諸 国 に お け る 文 化 財 保 存 の 現 状 一 ア ン ケ ー ト調 査 の 結 果 と考 察 く1>

(二 神 と共 同)一 第18回 文 化 財 保:存 修 復 学 会 講 演 会 大 会8.6

④ 石 材 強化 保 存 用 シ リ コー ン樹 脂 の 物 性 評 価 一WackerOHとSS-101(大 石 ら

と共 同)日 本 文 化 財 科 学 会 第13回 大 会8.6

●ConservationofNewlyExcavatedArchitecturalMonumentinSyria

-JointProjectbetweenJapanandSyriafortheConservationofAinDara

Temple(BC10)-

16thInternationalCongressoftheInternationalInstituteforConservation

inCopenhagen8.8

●ConservationofExcavatedMonumentinSyria-ConservationProjectof

AinDaraTemple(BC10)

11thICOMOSInternationalSymposiumoftheHeritageandSocial

ChangesinSophia,Bulgaria8.10

④ ガ ン ダ ー ラ ・ラ ニ ガ ト遺 跡 保 存,修 復,整 備 の 現 状 と問 題 点(増 井 と共 同)

第1回 アジア文化財保存修復研究会

④ シリアのアインダーラ神殿遺跡の保存修復(井 上らと共同)

第4回 西アジア発掘調査報告会

⑤ アインダーラ神殿遺跡の修復 シリア・アレッポ市考古学協会例会

⑤ 世界文化遺産の保存と国際協力 目黒区社会教育講座(3回)

⑤ 劣化 と保存各論一木一 博物館 ・美術館等保存担当学芸貝研修

⑤ 劣化 と保存各論一石一 博物館 ・美術館等保存担当学芸貝研修

⑤ 世界文化遺産の保存修復と国際協力 杉並ユネスコ協会講演会

⑤ 国際博物館会議保存委員会大会報告 文化財保存修復学会例会

⑤ おもしろい熱帯アジアの考古学 ・建築学一国際文化協力と日本

上智大学公開講座
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'i三要 研 究 業績

⑤ApplicationofaNewCappingMethodfortheConservationofExcavated

MonumentsatRanigatSite

UNESCOWorkshopforConservationofGandharaMonument,

Pakistan

⑤ 石造文 化財 の保 存修 復

京都造 形芸術 大 学集 中講義(保 存 学実 習II)

⑤ 渥外遺 跡保 存 国際協 力事 業の 現状 と問題 点

㈹ 日本工 業 技術振 興協 会Polymers-in-Concrete部 会

8.11

8.12

9.2

朽津 信明(環 境解析研究指導室研究貝)

② 銅剣埋納坑の土壌分析 「出雲神庭荒神谷遺跡」島根県教育委員会

② 鉛丹の変色に関する鉱物学的考察 「保存科学」36

②X線 分析顕微鏡による文化財試料の分析 「保存科学」36

② 微小部X線 回折による文化財試料の分析 「保存科学」36

② 塩津山1号 墳の赤色顔料 「塩津山古墳群」 島根県教育委貝会

② 地質学から見た国分寺六ッ目古墳

「国分寺六ッ目占墳」香川県教育委貝会

④ 地表条件における鉛鉱物の変質一絵画顔料の変色から一

日本地質学会第103年年会

④ 松戸市立博物館蔵の板絵に見る鉛白の変色と再白色化

文化財保存修復学会第18回大会

4

り
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3

り
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9.3

8.4

8.6

④ タイの 遺跡 に おけ る石 材 とその劣化(1)一 使用 石材 の概 要 と劣化状 況一

日本 文化 財科 学会 第13回 大会

④ 敦 煙莫 高窟 に 見 られ る顔料

保存科 学研 究集 会97奈 良国 立文化 財研 究所

⑤ 地 質学 と文化 財研 究 川崎市 市民 講座

⑤ 劣化 と保 存各 論 一ガ ラスー

博物館 ・美術 館 等保 存担 当学 芸員研 修

⑤Analysisofinorganicpigmentsト ル コ中 央修 復研 究所 セ ミナ ー

8.6
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IV.大 学 院教 育

平成7年4月 より東京芸術大学大学院と連携して大学院教育に従事 し,人 材養

成を行っている。システム保存学(連 携研究分野)は,文 化財の置かれている環

境問題を考究する保存環境学講座と,保 存修復に適用される材料について考究す

る修復材料学講座に分かれており,所 員が各講座3名 ずつ併任教官として指導に

あたっている。

(1)併 任教官及び担当授業

保存環境学講座

併任教授 三浦定俊(保 存科学部長):保 存環境計画論(前 期)

併任教授 平尾良光(保 存科学部化学研究室長):

保存環境学特論II(後 期)

併任助教授 佐野千絵(保 存科学部主任研究官):

保存環境学特論1(前 期)

修復材料学講座

併任教授 宮本長二郎(国 際文化財保存修復協力センター長):

修復計画論(後 期)

併任教授 増川勝彦(修 復技術部長):修 復材料学特論1(前 期)

併任助教授 川野邊渉(修 復技術部主任研究官):

修復材料学特論II(後 期)

集中講義

西川杏太郎客貝教授:「 文化財保存学の基本」(平成8年9月18日)

(2)文 化財保存学演習(併 任教官が担当)

第1回(平 成9年1月7日

第2回(平 成9年1月14日)

:所 内見学

:グ ルー プ演 習(佐 野,川 野 邊両併 任助 教授 担 当)

宮本 長二 郎併任 教授 に よ る講 義 「三内 丸 山遺

跡 と修復 」
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大学院教育

(3)平 成9年 度 入学選 抜 試験

平成9年 度 の 入学選 抜試 験 は以下 の よ うに実施 され た。

修士課 程

実 施 日:平 成9年2月3日 ～5日

試験 内容:筆 答試験(英 語 ・基礎 ・専 門 ・小 論文),面 接

受験 者数:3名 合 格者 数:0

博士課 程

実 施 日:平 成9年2月6日

試験 内容:筆 答試験(英 語 ・専 門),面 接

受験 者数:1名 合格 者数:0
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V.事 業

1.出 版

(1>美 術 研 究

平成8年 度 は第365号 か ら第367号 が下 記の内 容 でFll行され た。

美 術研 究 第365号(平 成8年10月)

清 末 ・民 国初期 の 美術教 育

一近 百年 来 中国絵 画 史研 究 四 一 鶴 田 武良

(図版 解 説)

長野 ・定勝 寺所 蔵 補 陀洛 山聖 境 図 井 手誠 之輔

美術 研究 第366号(平 成9年2月)

棄丸 の幻影

一都 久夫 須麻神 社 本殿 母崖 をめ ぐっ て一 ア ン ドリュー ・M・ ワ ツキー

三 戸信 恵訳

(研究 資料)

山東歴 城黄石 崖 造像 岡田 健

美術 研究 第367号(平 成9年3月)

グ レー=シ ュル=ロ ワ ンの黒 田清輝

一未 完 の 「大 きな肖像 」 と芸術 家 プル ス夫妻一 荒屋 鋪 透

留 日美術 学生

一近 百年 中国 絵画 史研 究 五一 鶴 田 武 良

(図版解 説)

二 つ の夏珪様 山水 図巻 島尾 新
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那 業

(2)日 本美 術年鑑

平成8年 度版(平 成9年4月)

平成7年 の内容をもつ。B5版335ペ ージ

平成7年 の美術界年史

美術展覧会(現 代美術 ・西洋美術)

美術展覧会(東 洋古美術)

X術 文献目録(定 期刊行物所載)(現 代美術 ・西洋美術)

美術文献目録(定 期刊行物所載)(東 洋古美術)

物故者

(3)芸 能の科学

占典芸能についての研究論文,調 査報告,資 料翻刻等を掲載している。平

成8年 度は下記の論考集を刊行した。

芸能の科学25(平 成9年3月 発行)

オロシ考一舞事の形成序説一 高桑いつみ

棒を用いる民俗行事と民俗芸能一突き技と組打ち技を中心に一中村 茂子

『め りや す豊 年蔵 』 をめ ぐって一研 究 史 を軸に 一

束京都 の祭 難子一 江戸 里神楽 か らの影 響 をめ ぐっ て一

廟 宇 ・廟祝 ・人形 戯一 中国泉 州東 嶽廟 ・城 陳廟 一

(4)保 存 科 学

蒲生 郷昭

串田紀代美

細井 尚子

所属研究貝による文化財の保存と修復に関する科学的調査,受 託研究報告

等の論文報告及び修復処置概報等を掲載している。平成8年 度は第36号を発

行した。掲載論文は下記の通 りである。

保存科学第36号

東大寺国宝金銅八角灯籠の表面に生成する腐食生成物の解析

松田 史郎 ・青木 繁夫 ・川野邊 渉

博物館等施設の室内空気汚染一ホルムアルデヒドの庫内濃度一

佐野 千絵 ・小瀬戸恵美 ・三浦 定俊
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事 業

国指定品新規公開施設を目指す収蔵展示施設の消火設備の設置状況

一ハロン生産中止後の動向一 佐野 千絵 ・三浦 定俊

古建築の外装塗装の物性に関する研究(IV)

一丹色塗装の屋外曝露試験 西浦 忠輝 ・岡部 昌子 ・川野邊 渉

鉛丹の変色に関する鉱物学的考察 朽津 信明

島根県荒神谷遺跡出土銅剣の鉛同位体比の解釈について

一久野雄一郎氏に答える一 馬淵 久夫

シリアのアインダーラ神殿遺跡の保存修復 〔概要〕

西浦 忠輝 ・井上 洋一 ・海老澤孝雄 ・山崎やよい・

ワヒー ドハイヤータ・ハ ミー ドハマーデ

ICP発 光分光/質 量分析装置の基本特性の評価

X線 分析顕微鏡による文化財試料の分析

微小部X線 回折による文化財試料の分析

展示公開施設の館内環:境調査報告

一平成7年 度一

平成8年 度 修復処置概報

早川 泰弘

朽津 信明

朽津 信明

佐野 千絵 ・三浦 定俊

修復技術部

2.黒 田清輝 巡回展

今年 度 は,ブ リヂ ス トン美術 館 ・石 橋 美術 館 ・京都 国立近 代 美術 館 ・日本経

済新聞 社 との共 催 で 「白馬会 一明治 洋画 の新 風」 展 と して行 った。会 場 と開催

期間 は以下 の通 り。

ブ リヂス トン 美術 館 平成8年10月19日(土)～11月28日(木)

京都 国立近代 美術 館 平成8年12月10日(土)～ 平 成9年1月26日(木)

石橋 美術 館 平成9年2月7日(金)～3月16日(日)

3.公 開学術 講座

美 術部 ・情報 資 料部(第30回)

日 時 平 成8年10月30日(水)13:30～16:00
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業

場

演

会

講

事

東 京都 美 術館 講堂

(1)「 法 隆寺金 堂壁 画 につ いて考 え る」

(2)「1912年 の 自画像

一 萬鉄五 郎 と岸 田劉生 一」

勝木言一郎

田中 淳

芸能 部(第27回)

日 時 平 成8年10月2日(水)18:00～20:30

会 場 梅 若能 楽 院会館

テ ー マ 鬼狂 言の復 曲

講 演(1)狂 言に 見る風イ谷

講 演(2)狂 言の 占演出

復 曲実演 「、ンニ山li旨」 虎 明本 「くも」 よ り一

石 井 倫子

高桑 いつ み

茂 山T一五郎

茂III千之 丞

松 田 弘之

金 春 国和

4.夏 期 学術 講座

芸能 部(第21回)

芸能 部で は,芸 能 の 多角 的か つ総 合的 な研 究 に資す るこ とを目的 と して,例

年 夏期4日 間に わた る,.t一術 講座 を,首 都 圏 各大学 の 大学院 生 を対 象に実施 して

いる。会場 を東 京国 ウニx化 財研 究 所別館 会議 室 とし,芸 能 部 貝が それ ぞれの 専

門分 野 におけ る研 究成 果を体 系的 に 論ず る。

平成8年 度 は 「民俗 芸能 の棒 」 とい うテー マ を設け,中 村茂 子が担 当 し,7

月8日 か ら11日 までの4日 間に わた り実 施 した。受 講 者は 東京学 芸大 学,日 本

大学,共 立女子 大学,成 城大 学,早 稲 田大学,慶 磨義 塾大 学,明 治大 学,実 践

女子 大学 の各大 学院 生 で,受 講者数 は19名 。 日程 及び テー マ細 目は下 記の通 り

で あ る。

7月8日(月)

序 論

:.



棒振 り芸

「振 り技 」 の展 開1

7月9日(火)

「振 り技 」 の展 開II

「振 り技」 の展 開 Ⅲ

「振 り技」 の展開IV

7月10日(水)

「組 み 打 ち技」1

「組 み 打 ち技」II

「突 き技lI

71jllll(ノ トこ)

「突 き技」II

民俗行 塵の棒

質疑

5.能 楽技 法講座

・t

芸能部では能楽研究を志す学生や才'浮研究者を対象に,実 技の修得,脚 本構

造の技法分析等,能 楽を楽劇として総合的に把握するための基礎的な講義を

行っている。

講 師 高桑いつみ 羽川 興 及び外部の研究者 ・実技者

期 間 平成7年 から2年 問(毎 週水曜日午後6時 ～8時)

場 所 別館会議室または芸能部舞台

内 容 脚本構造 ・謡の技法 ・囎子の技法 ・面装束の用法 ・狂言の技法等

6.博 物館 ・美術館等の保存担 当学芸員研修

研修内容 ・文化財の保存環境に関する科学的な基礎知識及び調査処理法の指

導

・文化財の修復技術に関する基礎知識及び科学的な基礎技法の指導
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事 業

期 間 平 成8年7月15日(月)～7月26日(金)

場 所 東 京国 立文化 財研 究所 別館 会議 室

参 加 者21名

7月15日(月)

開講 式 ・オ リエ ンテー シ ョン

保存環境総論

保存環境 〈実習>

16日(火)

保存環境 各論

保存環境 各論

保存環境 く実習>

17日(水)

保存環境 各論

保存環境 各論

保存環境 く実習>

18日(木)

保存環境 各論

保存環境 各論

保存環境 く実習>

19日(金)

生物被害 虫

生物被害 カビ

劣化と保存 各論

劣化と保存 各論

保存環境 く実習>

22日(月)

劣化と保存 各論

劣化と保存 各論

一文化財の保存と環境一 保存科学部長

一温湿度測定機器の取扱い一

一温湿度一

一展示梱包ケースの湿度調節一

国立歴史民俗博物館

一湿度の制御法一

一光と劣化一 保存科学部主任研究官

一照度基準一

一照度の測定と調節一

一大気汚染とその影i'.化 学研究室長

一室内汚染一

一室内汚染の調査法一

一害虫の生態と被害一保存科学部調査貝

一要因とメカニズムー 生物研究室

一紙一 修復技術部長

一伝統材料一

一環境調査1-

一木一 環境解析研究指導室長

一石一

..

三浦 定俊

三浦 定俊

三浦 定俊

神庭 信幸

三浦 定俊

佐野 千絵

神庭 信幸

佐野 千絵

平尾 良光

佐野 千絵

佐野 千絵

山野 勝次

木川 りか

増田 勝彦

増田 勝彦

佐野 千絵

西浦 忠輝

西浦 忠輝



修 復 材料 各論

劣化 と保 存 各 論

保 存環 境 く実 習>

23日(火)

劣化 と保 存 各論 一 油彩画 一

劣 化 と保 存 各論 一 漆一

劣イヒとイ呆イ∫:各 屠命 一 金属1一

劣化 と保 イ∫:各 論 一 金属2一

修復 材料 各論 合 成樹 脂

24i1(ノ}()

調 査f・法 各論 一一化学分 析

調 査f法 各論 画像 訓'測

劣 化 と保 イ∫二 各 論 一ガ ラ スー

保 存環境 く実 習〉 一環境;調査3,

25日(木)

ケー ス スタデ ィ(於

事

一絵画の彩色層一 第二修復技術研究室 尾立

一考古遺物一 第三修復技術研究室長 青木

一環境調査2一 佐野

東京芸術大学大学院教授

第一・修復技術研究室長

修復 技術 部1-.任研 究官

環境解析研究指導室

4一

業

和則

繁夫

千絵

歌田 眞介

中里 壽克

青木 繁夫

青木 繁夫

川野邊 渉

平尾 良光

三浦 定俊

朽津 信明

佐野 千絵

:横 浜 市歴 史博物 館)

博物 館 ・庭術館 にお け る収蔵 ・展示 の問題 とその対 策 一 佐 野 千絵

三 浦 定 俊

26日(金)

文化財 の 国際交 流

閉講 式

三浦 定俊

7.国 際研 究集会

(1)「 第20回 文化財の保存 と修復に関する国際研究集会」

i三 題

期 間

会 場

参加 者

歌舞 伎 一変遷 と展 望一

平 成8年11月12日 ～14日

江 戸東 京博物 館会 議 室お よび ホー ル

122名(外 国人22名)
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事 業

発表者 ・発表題目等

基 調講 演

西洋 演劇 界 におけ る歌舞 伎公 演の価 値 と実 用性

JamesBRANDON

ジェー ム ス ・ブ ラ ン ドン(ハ ワ イ大学,ア メ リカ)

歌舞 伎 海外公 演が教 える もの

河竹 登志夫(早 稲 田大学)

セ ッシ ョン1:西 洋 との出会 い

ドイ ツ,オ ー ス トリア,ス イ スにおけ る川 上音 二郎 と貞奴

PeterPANTZER

ペ ー ター ・パ ンツアー(ボ ン大 学,ド イツ)

"日 本劇"と しての 「修 善寺 物語 」

一 フィルマ ン ・ジェ ミエ に よる1927年 の パ リ上 演 をめ ぐって 一

中村 哲郎(演 劇 評論 家)

歌舞 伎 の ヨー ロッパ演劇 へ の影響

Sang-KyongLEE

サ ンーキ ョン ・リ(ウ ィー ン大学,オ ー ス トリア)

討論1セ ッシ ョン1を め ぐって

セ ッシ ョンII:江 戸 時代 の歌舞 伎

在欧 初期 歌舞 伎資料 の重 要性

ThomasLEIMS

トーマ ス ・ラ イム ス(オ ー クラン ド大 学,ニ ュー ジー ラン ド)

歌舞 伎 のパ ロデ ィー によ るカ

ー 「矢 の根」 の象徴 的 な遊 び一

LaurenceKOMINZ

ロー レ ンス ・コ ミンズ(ポ ー トラ ン ド州立 大学,ア メ リカ)

歌舞 伎 と文 楽

一 近松 の 「双生 隅 田川」-

AndrewGERSTLE
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事 業

アン ドリュー ・ガー ス トル(ロ ン ドン大学,イ ギ リス)

元禄 歌舞伎 に登 場す る動 物

鎌倉 恵子(東 京 国立文 化財 研究 所)

セ ッシ ョンⅢ:近 代 の歌舞 伎

近代 歌舞伎 の 「西洋 」受 容

大笹 吉 雄(演 劇 評論 家)

近代化 におけ る歌舞 伎 の変容

神 山 彰(明 治大学)

1930年 代 の歌舞 伎

一 多様化 の10年 一

BrianPOWELL

プ ライア ン ・パ ウエ ル(オ ックスフ ォー ド大学,イ ギ リス)

明治初 期 の歌舞 伎 と西洋 演劇

一 失敗 した出会 い一

Jean-JacquesTSCHUDIN

ジャ ンージャ ック ・チユ デ ィ ン(パ リ第7大 学,フ ラ ンス)

討 論IIセ ッシ ョンIIIIIをめ ぐって

前 説 と実演 「歌 舞伎俳 優 の養成 」

一 日本芸術 文化 振興 会 の研修 事業 につ いて一

歌舞 伎俳優 研修 修 了生 ・研修 生 の現 状 と将来

中村 茂 子(東 京国立文 化財 研究 所)

「第14期 生 の歌 舞伎 実技研 修 授業 く菅 原伝 授 手習鑑 〉車 引 の場」

実 技講 師 中村 又五郎

実 技 研 修生10名

セ ッ ションIV:現 代 の課題

批 評の機 能

羽 田 飛(東 京国 立文 化財 研究 所)

歌 舞伎興行

一芸術 と商 業主 義一

AnnegretBERGMANN
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事 業

ア ンネ グレ ト ・ベ ル クマ ン(ボ ン大 学,ド イツ)

現代 歌 舞伎 の演 目の傾 向 と課題

服 部 幸雄(千 葉大 学)

芸 の伝承

渡 辺 保(淑 徳 大 学)

討論IIIセ ッ シ ョンIVお よび総 合 討議

(2)ア ジ ア 文 化 財 保 存 セ ミ ナ ー

「第6回 ア ジア文化 財保 存セ ミナー 」

主 題 考 古遺物 の保 存

期 間 平 成8年10月16～18日

場 所 奈 良県新 公会 堂

発 表者 ・発 表題 目等(以 下 の とお り)

基調 講演

考 古文 化財 に関 す るい くつ かの考 察

MarcLaenen

マー ク ・ラー ネ ン(イ クロム)

考 古遺 物 の保 存 と修 復

田 中 琢(奈 良 国立 文化 財研 究所)

カン トリー レ ポー ト

イ ン ドに おけ る考古遺 物の保 存 の現状 と課題

TejSingh

テ ジ ・シン(イ ン ド国立文 化財保 存研 究 所)

ヨルダ ンにおけ る考古 遺物 の保 存の 現状 と課題

ZiadMohammadal-Saa'd

ジア ド ・モハマ ド・アル サア ド(ヨ ル ダ ン ・ヤル ムー ク大学考

古学研 究所)

バ ン グラデ シzに お け る考 古遺 物の保 存

MohammadKhalequzzaman

モハ マ ド ・カレ クッザマ ン(バ ン グラデ シュ考 古局)
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考古 遺物 の保存 一 日本 におけ る保 存科 学の現 状 一

肥塚 隆保(奈 良 国立文化 財 研究所)

埋葬 遺構 出 土遺 物 の保 存の現 状

ChalitSinghasiri

・.
卜辱 業

チ ャ リッ ト・シンハ シ リ(タ イ芸術 総局 考 占博 物館 部保 存課)

発掘 現場 で の保 存 レポー ト:ハ ラ ッパ ー発掘(1991.12～1992.3)

ToseefUlHassan

トシー フ ・ウル ・ハ ッサ ン(パ キ スタン ・カ ラチ国立 博物館)

高 麗王 朝時代 の船 に 用い られ た木材 の調査

金 益 柱(韓 国文化 財研'究所)

フ ィ リピンに おけ る大型 水浸 出L木 材 の保 存 に対 す るPEGの 利 用

OrlandoV.Abinion

オル ラン ド ・V・ ア ビニ オ ン(フ ィ リピ ン国立 博物 館)

「PerakMan」 の現場 での保 存

SanimBinAhmad

サ ニ ム ・ビン ・ア ーマ ド(マ レー シア博物 館考 古局博 物館 部保

イ∫:課)

国 立ベ トナ ム歴 史博物館 におけ る陶磁 器の保 存

NguyenDinhChien

グエ ン ・デ ィン ・チ エ ン(国 立ベ トナ ム歴 史博 物館)

シ リアに おけ る出土 ガ ラス,陶 磁 器 の保 存 と管理

OmarHinawi

オマ ール ・ヒナ ウィ(シ リア 考古総 局)

ブ ロ ンズの腐蝕 メカニ ズムお よび保 存の 手殺

ManantiAmperawanMarpaung

マ ナ ンテ ィ ・ア ンペ ラワ ン ・マル ポン グ(イ ン ドネ シア文 化庁

文化 財保 護部)

2つ の石 造遺物 の保 存 と修復 に関 す るケー ススタデ ィ:シ ロア ムの碑 文 と

アフ ロデ ィー テ の頭 部

IsmetOk
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事 業

イス メッ ト ・オ ク(ト ル コ中央保 存修復 研 究所)

ス リラ ンカに おけ る壁画 の保 存

NandaAmaraWickramasinghe

ナ ンダ ・アマ ラ ・ウ ィ ックラマ シンへ(ス リラン カ考 古局)

考 古遺物 の保 存

FaruhaathuAliMohamed

フ ァルハ アツ ・ア リ・モハ メ ド(モ ル ジブ国 立言語 歴 史研 究所)

ネパー ルに おけ る考古 遺物 の保 存

RiddhiBabaPradhan

リッデ ィ ・ババ ・プ ラ ダン(ネ パー ル考 古局)

考古 遺物 の保 存

DorjiWangchuk

ドル ジ ・ワンチ ュ ク(ブ ー タン文 化財 管理 局)

ア ン コー ル ワ ッ ト保 存 の諸 問題

AngChoulean

ア ン ・チュ リア ン(カ ン ボジア ア ンコール遺 跡保 存事務 所)

総 合 質疑応 答 ・総 合 討議

〔座 長〕 馬淵 久夫(作 陽 短期 大学

マー ク ・ラー ネ ン(イ クロム)

8.敦F莫 高窟壁画保存修復協力事業の実施

ア)訪 中(平 成8年10月14日 ～10月20日)

増 田 勝 彦,青 木 繁 夫,川 野邊 渉,中 野 照 男,中 島 健次

イ)研 修(平 成9年1月31日 ～3月30日)

王 万 福,蘇 伯 民

.,



事

9.第5回 「紙の保存修復」の国際研修

修 復技 術部 で は,研 修 全般 に わた る監督 と並 ん で,研 修 に使用 す る印刷 教 材,

実習教 材 の準備,実 技会 場 におけ る実 技指 導,研 修旅 行 の引率,研 修 生 に対 す

るア ンケー トの ま とめ と研修 備忘録 の 作成 を担 当 してい る。

平 成8年 度 の研修 生 は以下 の通 りであ る。

フ リー マ ン トル ・ロー ズマ リー ・ア ン

FREEMANTLE,RosemaryAnne

紙 保 存修 復 担 当官 メルボル ン大 学 コ ンサベ ー シ ョンサー ビス/イ ア ン・ポ

ター 美術 品保存修 復 セ ン ター オー ス トラ リア

ヴ ァル コー ヴ ァ ・ム ラ ドス ト ・デ ィ ミ トロー ヴ ァ

VALKOVA,MladostDimitrova

助 教 授 保 存修 復課 ブルガ リア 国立 美術 ア カデ ミー ブルガ リア

トムセ ン ・クラグ ・メ ッテ

THOMSEN,KragMette

紙 保 存修 復 担 当官 美術保 存修 復 セ ン ター デ ンマー ク

リヴ ァデネ イ ラS・ マ ル コス ・フ ァプ リシオ

RIVADENEIRAS.,MarcosFabricio

保 存修 復主 任 ゲ テ ィ保 存研 究 所/カ ス ピカー ラ財 団 エ クア ドル

ミンテ ィ ・ロバー ト ・グラハ ム

MINTE,RobertGraham

書 籍保 存修復 担 当官 保 存修 復 セ ン ター オ ックスフ ォー ド大学付 属 ボー

トリア ン図 書館 イギ リス

マ ックグ イン ・ニー ヴ

McGUINNE,Niamh

紙 保存修 復 担 当官 ア イル ラン ド国 立美術 館 ア イル ラ ン ド

パエ ス ・ラグネ ス ・ミゲル ・ア ン ジェル

PAJESLAGUNES,MiguelAngel

紙 保存修 復 担 当官 国立 民俗 学研 究所 メキシ コ
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'1も 業

フ ェ ル ナ ン ド ・コ ル ワ ゲ ・ラ ッナ シ リ

FERNANDO,KoruwageRatnasiri

文書 修 復 担 当官 ス リラ ン カ 国 立文 書 館

チ ョー ラ ッ ク ・カ ル メ ン

CORAK,Karmen

紙 保 存修 復 担 当 官

レ ル ク デ ィ クル ・スバ ラ ポ ン

RERKDIKUL,Suparaporn

文 、尊館 員 タ イ 国 立 文 書 館 タ イ

オー ウ ェ ン ・ア ン トワ ネ ッ ト

OWEN,Antoinette

紙 イ呆存 修 復 担 当1畳ギ イ呆存 イ修復 課

ホ ア ン ・テ ィ ・ハ イ ・ヴ ァ ン

HOANGTHIHAI,Van

図 書 館 司 詐 一

ス リ ラ ン カ

スロヴ ェニ ア国立文 書館 ス ロヴェ ニア

ブル ッ ク リン 博物 館 ア メ リカ

ア ユ ア ・テ ィ エ ン ・フ エ 県 立 図 書 館 ヴ ェ トナ ム

10.会 議

(1)文 化財保存修復研究協議会

会

凸
=

、
ー

題

時

場

旨

「文化財建 造物 の非 破壊 調査 一現状 と展望 一」

'1勺戊8イF9月30日

東 京国立 文化財 研究 所別 館会 議室

文 化財保 護 法が改 正 され,近 代 の文化 遺産 の保 イ∫:と文化 財の

公開 ・活用 が進 め られつ つ ある。 これに 伴 い,建 造物 の修 復に

お いては,煉 瓦 ・石 造 な どの建 物 の保 存 が 大 きな問題 とな って

い る。 それ らの修 復 を行 うに は,損 傷状 態 の正 確 な把握 が 必要

で あ り,特 に公 開 ・活用 に伴 う安 全性 の観 点か らも重要 であ る。

こ うした調査 は,文 化財 の特性 か らみ て,非 破 壊 調査 で なけ

れば な らない。 ここでは非破 壊調 査法 とその 問題 点 につ い て検
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事 業

討 を行 うこ とを 目的 とす る。

講 演

修復 評価 の ため の非破 壊調 査法 に対 す る期 待

東 京国 立文化 財研 究所修 復技 術部 第三 修復 技術研 究室 長 青木繁 夫

修理 方針 策定 の ための 調査 につ いて

文 化庁 文化財 保護 部建 造物 課文化 財調 査官 大和 智

ケー スス タデ ィー ニ コライ聖堂 にお け る劣化状 態調 査 文化財 建造 物

イ呆イ∫二手支争ドfl渤会

重要 文化財 ニ コライ堂保 存修理 事務 所 長 高 村 功 一

調 査法の 現状 と"∫能性 一 熱赤外 画像 一

東 亜大学,,,,,1:r一部 教授 岡 本 芳三

調査 法の 現状 とnj能 性 一i"i磁波 一

束 京工 業 大学 大学院 情報理 工 学研 究科助 教授 亀 井 宏 行

調査 法の 現状 と ロ∫能性 一超 音波 一

III形大学L学 部電 子情報 工学科 助教 授 足 立 和 成

(2)ア ジア文化財保存修復研究会

口 時

場 所

主 旨

講 演

十;成9年3月3日(11)

東京 国立 博物館 第1セ ミナー 室

現在,日 本の 専門家に よる海 外 の文 化 財の 調査研 究,保 存修

復 事業 へ の協 力が行 われ てい る。 しか し,日 本 とは大 き く環 境

が異 な る中で 文化財 の保 イ∫:修復 事 業を行 う際 には,さ ま ざまな

問題 と直 面せ ざ るを得 ず,ま た,事 業 を行 ってい る専 門家 相互

の 情報 交換 の場 も不 足 してい るのが現 状 であ る。

本研 究会 は,海 外 の 文化財 の 調査研 究,保 存修 復事 業 に携 わ

る さま ざまな分 野の 馴 円家 に よる 文化 財保 存修 復国 際事 業 に関

す る問 題点 に関 す る議論 を行 うとと もに,専 門家相 互 のネ ッ ト

ワー ク作 りと情 報交換 を促進 す る こ とを 目的 とす る。

事例紹 介 と`f1疑応 答,討 議
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事 業

イラン・チョガザンビル遺跡の保存 ・修復 ・整備の現状と問題

国士舘大学イラク古代文化研究所 岡田 保良

埼玉大学工学部 渡辺 邦夫

ミャンマー ・パガン遺跡の保存 ・修復 ・整備の現状と問題点

東京大学工学部都市工学科 鈴木 伸治

ガンダーラ・ラニガ ト遺跡の保存 ・修復 ・整備の現状と問題点

奈良女子大学生活環境学部 増井 正哉

東京国立文化財研究所国際文化財保存修復協力センター 西浦 忠輝

モエンジョ=ダ ロ都市遺跡の保存 ・修復 ・整備の現状と問題点

立教大学文学部 小西 正捷

総合討議

座長:伊 藤 延男,西 浦 忠輝
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事

11.国 際 ・国 内 交 流

(1)平 成8年 度職員の海外渡航

氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等

松本 修臼 イギリス ICOMOS木 の委員会国際シ ンポ
'1'Gk,8sp.41113Fl 私費

ジウムi1'i席
～平成8年4月2011

中里n+t克 台湾 n中 現代漆芸交流展セミナー出席 亀r成8年4月16日 台湾省手工業研究
～¶互成8年4月21日 所

西浦 忠輝 シリア シリア ・アインダーラ神殿遺跡の 平成8sly.51J611 住友財団

イタリア 保存修復に関する調i及 びイタリ
～平成8年5月26日

ヨルダン ア,ヨ ルダン国内石造文化財保存

調 査.

宮本長二郎 中国 雲醐イ1窺,龍1"1イi窟及び西安市内 平成8年6月2日 私費

遺跡調査 ～平成8年6月1011

三浦 定俊 イタリア ICCROM財 政プログラム委員会 ¶絨8年6月4日 ICCROM

及び;.f・術諮問 委員会lill南
～平成8年6月9日

青木 繋夫 韓国 考lif遺物の保存科学的研究の技術 平成8年6月9il 韓国湖厳美術館

交流 一平成8年6月11日

島尾 新 米国 ボストンX術 館所蔵水墨1向の調査. 馳―城8年6月18日 鹿島美術財団
～平成8年6月28日

宮本長二郎 タイ アユタヤ遺跡保存修復調査及び日
'1城8年6月23日 文部省科学研究費

タイ協加 こ関する協議 r.成8年6月29日

西浦 忠輝 タイ アユタヤ遺跡保存修復調査及びH ¶械8年6月23日 文部省科学研究費

タイ協加 こ関する協識 ～¶械8年6月29日

松本 修自 タイ アユタヤ遺跡保存修復調査及び日
'1城8年6月23日 文部省科学研究費

タイ協力に関する協議 ～'i城8年6月29日

朽津 信明 タイ アユタヤ遺跡保存修復調査及び日 1城8年6月23日 文部省科学研究費

タイ協加 こ関する協議
一亀1城8年6月29日

増田 勝彦 イタリア 在外日本占美術品修復協力事業に 械8年7月3日 国際交流基金

イギリス 関る相手1膜術館との協議
～械8年7月13日

フランス

中島 健次 イタリア 在外II本liガ美術品修復協力事業に ¶城8年7月3r1 国際交流基金

イギリス 1瑚る相手1膜 術館との協議
～biそ成8年7月13H

フランス

・ ・



㌻ 業

氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等

勝木δ一郎 中国 福建省泉州人形操リ「目蓮戯」と

日本浄瑠璃操り「目蓮記」に関す

る研究

平成8年8月12日
～平成8年8月20日

私費

岡川 健 中国 中国仏教美術の調査研究 平成8年8月17EI
～平成8年8月29日

私費

鎌倉 恵子 中国 福建省泉州人形操 り 「目蓮戯」 と

日本の浄瑠璃操 り 「目蓮記」に関

する研究

平成8年8月18FI
～平成8年8月26日

日本学術振興会

中村 茂子 中国 福建省泉州人形操 り 「目蓮戯」 と

日本の浄瑠璃操 リ 「目蓮記」に関

する研究

械8年8月18日
～平成8年8月26H

1体学術振興会

松本 修自 ドイツ 国際共同研究 「建造物保存修復の
理念と方法」に関する現地調査

'F成8年8月18H

～ 平成8年8月2811
文部省科学研究費

三浦 定俊 フ ランス

デ ンマー ク

イ ギリス

フランスにおける洞窟等の環境調

徹 ぴIIC,ICOM-CCli傭

'F成8年8月18【1

～'F成8年9月7fl
私費

鶴田 武良 中匡1 近側 咽 絵画資料調査 ¶城8年8月19Ej
～ 噸F成8年8月28LI

私費

西浦 忠輝 デ ンマー ク

イギ リス

IIC,ICOM-CC出 席
'i城8年8月24日

～II/成8年g月8H
外国旅費

ll・野1照 男 中国 1映 アジア仏教美術調査 ¶城8年8月29日
～しF成8年9月10日

私費

松島 健 フラ ンス 奈良興福寺の宝物展陳列指導 平成8年8月29日
～'r成8年9月2111

国際交流基金

フランス美術館 ・

博物館連合

宮本長二郎 中国 敦煙莫高窟壁画の保存修復のため
の第二期共同研究に関する協議

械8年9月11日
～械8年9月1州

文部省科学研究費

勝 木、1一郎 中国 敦煙莫高窟壁画の保存修復のため
の第二期共同研究に関する協議

平成8年9月ll日
～平成8年9月14f1

文部省科学研究費

lllt,」 健次 中国 敦煙莫高窟壁画の保存修復のため
の第二期共同研究に関する協議

平成8年9月11fl
～平成8年9月14日

外国旅費

渡邊 明義 韓国 文化財における環境汚染の影響と

修復技術の開発に関する共同調査

及び協議

平成8年9月16日
～平成8年9月21日

外国旅惣

韓国国立文化財研

究所

iii繁 夫 韓国 文化財における環境汚染の影響と

修復技術の開発に関する共同調査

及び協議

平成8年9月16日
～平成8年9月21日

外国旅費

韓国国立文化財研

究所
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事
'業

氏 名 渡 航 先 目 的 期 聞 旅費の出所等

川野邊 渉 トル コ 歴史的文化財建造物の建築材質の

分析及び特性化に関する技術指導

平成8年10月1日
～械8年10月7日

国際交流基金

朽津 信明 トル コ 歴史的文化財建造物の建築材質の

分析及び特性化に関する技術指導

平成8年10月1日
～平成8年10月7fl

国際交流基金

西浦 忠輝. プルガ リア

ドイツ

第11回 互COMOS総 会及び国際シ

ンポジウム 「文化遺塵と社会の変

客」出席

平成8年10月3日
～ 平成8{ト10月12【1

外国旅費

文化財保護振興財

団

増田 勝彦 中(r( 敦燃莫高窟壁画保存に関するH中

共lli研究及び協識

馳r成8年10月14臼

～ 平成8年10月20日
文部省科学研究費

中野 照男 中国 敦煙莫高窟壁画保存に関する口中

共同研究及び協識

6r成8年10111411

～ しF成8{rlω120r1

文部省科学研究費

青木 繁夫 `嗣 敦煙莫高窟壁画保存に関するIl中
共同研究及び協識

械8年10月14日
～'r成8年10月20日

文部省科学研究費

川野邊 渉 中国 敦煙莫高窟壁画保存に関する日,1,

共同研究及び協議

'P成8年10月14H

～1城8年10月20日
外国旅費

中島 健次 中国 敦煙莫高窟壁画保存に関するkl中

共同研究及び協識

'ド成8年10月14H

～ 平成8年10月20日
外国旅費

幌 良光 中國 中国占代銅製品の調査
'1城8年101】2011

～ 髄r成8{卜10月29日

文部省科学研究費

早川 恭弘 中匡】 中国占代銅製品の調査 平成8年10月20日
～¶城8年10月29日

文部省科学研究費

尾凱 和則 米国 在外日本占美術品保存修復協力事

業に関する現地調査及び協議

'F成8年101124日

～¶城8年11月4日
国際交流基金

中島 健次 米国 在外fl本占美術品保存修復協力1ド

業に関する現地調査及び協議

br成8年10月24日

～¶城8年ll月4日
国際交流基金

松本 修白 ドイツ 113k"fI術交流事業現地調査 1城8年10月28日
～¶城8年II月7日

文部省科学研究費

西浦 忠輝 パキスタン 遺跡の保存修復に関する調査及び

協議

9'　,k8年111】11日

一'1`一　&S年11月24日

ユネスコ日本信託

基金

勝木 言一一郎 英国,ギ リシア,

スウ ェーデ ン,

ロシア,フ ラ ン

ス,オ ース トリ

ア,ド イツ,カ

ナ ダ,米 国

宗教図像を通じた占代文化の東西

交流の研究のため

械8年12月2fi
～9`rk9年10月1FI

文部省
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事 業

氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等

松島 健 フランス パリ興福寺展の撤収 平成8年12月8日
～平成8年12月20日

国際交流基金

宮本長二郎 タイ 日タイ共同研究事業に関する協議

及び研究調査
平成8年12月9日
～平成8年12月20日

文部省科学研究費

西浦 忠輝 タイ 日タイ共同研究事業に関する協議

及び研究調査

平成8年12月9日
～平成8年12月20日

文部省科学研究費

小関 仁志 タイ 日タイ共同研究事業に関する協議 平成8年12月9日
～平成8年12月17日

外国旅費

松 ド 冬樹 タイ 日タイ共同研究事業に関する協議

及び研究調査

1F成8年12月9H

～平成8年12月17f3
外国旅費

渡邊 明義 タイ flタイ共1司研究事業に関する協議

及び研究調査

平成8年12月12H
～平成8年12月17H

外国旅費

松本 修自 タイ IIタイ共同研究事業に関する協議

及び研究調査

平成8年12月12i1
～平成8年12月17「1

文部省科学研究費

朽津 信明 タイ IIタイ,'i:1司研究嘉業に関する協議

及び研究調査

平成8年12月12目
～平成8年12月17H

文部省秤翔院 費

鶴田 武良 lll国 近代1掴油画の調査 平成8年12月13日
～平成8年12月20日

私費

岡田 健 イ ン ドネシア

マ レー シア

法隆与献納宝物とil:倉院宝物の源

流に関する調査研究

平成8年12月16H
～平成8年12月23日

東京国構 物館

長岡 龍作 イン ドネシア

マレーシア

法隆寺献納宝物とIE倉院宝物の源

流に関する調査研究

'r成8年121116日

～ 髄F成8年121]23Cl
東京国鵬 物館

湘繊之輔 韓国 李朝美術展の見学 しr成9年2月8日

～bF成9年2月12f1
私費

三浦 定俊 イタリア ICCROM財 政事業計画委員会及

び理1舩 出席
械9年2月9H
～平成9年2月16f1

文化庁

ICCROM

鈴木 廣之 米国 H本美術史学の形成に関する研究 bii成9年2月ll日

～平成9年2}121f1
私費

松本 修自 ドイツ 建造物保存に関する日独共同研究

現地調査
平成9年2月22f1
～平成9年3月9日

文部省科学研究費

宮本長二郎 ドイツ 建造物保存に関する日独共同研究

現地調査
平成9年3月1日
～平成9年3月8H

文部省科学研究費

川野邊 渉 韓国 日韓共同研究に関する現地調査及

び協議
平成9年2月25H
～平成9年2月28日

外国旅費
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事 業

氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等

朽津 信明 韓国 日韓共同研究に関する現地調査及
'賊9年2月25日

外国旅費

び協議 ～ 噂i城9年2月28E3

本澤 英伸 韓国 日韓共同研究に関する現地調査及 {li,成9年2月25日 外国旅費

ぴ協議 ～平成9年2月28H

渡邊 明義 ドイツ 漆ユ1品の調査に関する協議
'F成9年21126日 外国旅費
～b械9年3月8日 文部省科研費

三浦 定俊 ドイツ 漆Il品の調査に関する協議 ¶尾成9年2月2611 外国旅費
～1城9年3月811 文部省科研費

lll代 文雄 ドイツ 漆ul.uuの調査に関する協議 専r成9年2月26日 外園旅費
～'1城9年3月81】 文部省科研費

中島 健次 米国 在外日本占笑術品修復協力那業に
軸F成9年3月9日 外国旅費

関する協議 ～械9年3月14H

島尾 新 米国 海外所在日本文化財調査
lF成9年3月11f] 文化財保存修復学
～平成9年3月28日 会

野久保昌良 米国 海外所御1本文化財調査
しF成9年3月llfl

文化財保存修復学
～'i械9年31」28日 会

岡田 健 米国 海外所在日本文化財調査
・i絨9年3月11日 文化財保存修復学
～平成9年3月26日 会

中島 健次 イタリア 文化財保存に関する国際協力及び 平成9年31119日 外国旅費

フ ランス アジア文化財保存セミナー実施に ～械9年3月27日

関する協議

篠原 一夫 イタリア 文化財保存に関する国際協力及び 平成9sl'-3月19日 外国旅費

フランス アジア文化財保存セミナー実施に ～!F成9年3月27日

関する協講

横山 直樹 イタリア 文化肘保存に関する国際協力及び 平成9年3rll9日 外国旅費

フランス アジア文化財保存セ ミナー実施に ～平成9年3月27日

関する協議

宮本長二郎 タイ 遺跡保存に関する日タイ共同研究 械9年31121日 外国旅費
副F成9年3月29日

西浦 忠輝 タイ 遺跡保存に関する日タイ共iii1研究
馳1絨9年3月21日

外国旅費
～'F成9年3月29日

イi崎 武志 タイ 遺跡保存に関する日タイ共同研究
bl械9年3月21日

外国旅費
～'F成9年3月29日

朽津 信明 タイ 遺跡保存に関する日タイ共同研究
'F成9年3月24日 外国旅費
～平成9年3月28日
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・吐
じ讐 業

氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等

1'i'繁 夫 イタリア 遺跡の保存概念に関する研究調査 平成9年3月23日
～平成9年3月27日

外国旅費

(2)招 へ い研究員等

[r)外招 へ い研 究 員

氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者

金iE耀' 中 国 中国社会科学院世

界宗教研究所助教

授

8.6.17

～8 ,9.14

中国古代青銅器の自然

科学的研究

保存科学部

平尾良光

湊 大一一' 蝉 国 韓国国立文化財研

究所専門職

8.6.23

～8
.6,29

文化財における環境汚

染の影響と修復技術の

開発研究

修復技術部

}書沐 繁夫

韓 成煕事 韓 国 韓国国立文化財研

究所専門職

8.6.23

～8
,6,29

文化財における環境汚

染の影響と修復技術の

開発研究

修復技術部

青木繁夫

鄭 光趣 中 国 中国社会科学院考

占研究所研究員

1
.,

中国古代青銅器の自然

科学的研究

保存科学部

平尾良光

王 増林零 中 国 III国杜会科学院考

占研究所助理研究

貝

8,8.10

8.10.18

中国古代青銅器の自然
科学的研究

保存科学部

平尾良光

Hartwig

SCHUMIDT'

ド イ ツ アーヘン工科大学

教授

8.9.18

～8 .9,27

建築遺跡1こおける復原

に関する研究

国際文化財保存修

復協力センター

松本修自

Uta

HASSLER奪

ド イ ツ ドルトムント大学

教授

..

～8 .9,27

建造物保存修復におけ

る復原整備に関する研

究

国際文化財保存修

復協力センター

松本修自

Gerald

GROEMER`

米 国 アー ラム大学助教

授

8.10.10

8.10.19

辻能の研究 芸能部

蒲生郷昭

晶 崇正寧 中 国 北京故宮博物院研

究員

8.10.24

8.11.6

乾隆期洋風画の研究 美術部

鶴田武良

孫 傳賢゜ 中 国 河南省文物局副局

長

8.11.5

8.11.16

日本国内に所在する中

国仏教考古資料の収集

美術部

岡田 健

呂 品゜ 中 国 河南省博物館副研

究員

8.11.5

8.11.16

日本国内に所在する中

国仏教考古資料の収集

美術部

岡田 健
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事 業

氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者

RobinE.

RUIZENDAAL"

オランダ ライデン大学博士

研究生

8.11.24

8.11.30

人形劇における劇場と

宗教の関連についての

研究

芸能部

鎌倉恵子

許 志浩率 中 国 上海亜太伝播公司

職貝

9.1.16

～9
.1.30

民国期美術に及ぼ した

11本の影響

美術部

鶴田武良

Jukka

JOKILEHTO'

一

フ ィン フ

ン ド

ICCROM事 務 局

長補佐

9.1.17

～9 .1.26

建造物保存修復の理念

と災害復1日の在り方に

関する研究

国際文化財保存修

復協力センター

松本修自

蘇 伯民零 中 国 敦煙研究院保護研

究所研究員

9.1.31
--9.3.31

敦煙莫高窟壁画の保イ∫

修復に関する研究

国際文化財保存修

復協力センター

宮本長二郎

注 万福" 中 国 敦燈研究院保謹研

究所研究貝

9.1.31

～9 .3.31

敦煙莫高窟壁画の保存

修復に関する研究

国際文化財保存1修

復協力センター

宮本長二郎

張 羽新' i国 文物研究所副所長 9.2.16

～9 ,2,22

中国文物研究所との共
同研究に関する協議

国際文化財保存修

復協力センター

宮本長二郎

曹 勇8 rl1国 文物研究所助理研

究員

9.2.16

～9 .2.22

中国文物研究所との共

同研究に関する協議

国際文化財保存修

復協力センター

宮本長二郎

Gaelde

Guichen"

フランス ICCROM'!}務 局

長補佐

9.2.17

～9 ,2.28

我 が 国 に お け るPre
-ventiveConserva ・

tionの あ り ノ∫に 関 す

る研究

保存科学部

三浦定俊

金 奄虎寧 鯨 國 湖嚴美術館研究貝 9.2.27

～9 ,3,12

金属材料の化学組成の

研究

保存科学部

平尾良光

卓 新平ゆ 中 国 中国社会科学院世

界宗教研究所副所

長

9.3.13

～9 .3.22

古代中国青銅器の研究 保存科学部

平尾良光

李 水城' 中 国 北京大学副教授 9.3.13

～9 .3.22

占代中国青銅器の研究 保存科学部

平尾良光

Anek

TIIEPWONG'

タ イ 芸術総局考古博物

館局保存計画部建

築課技官

9.3.10

～9
.3.18

遺跡の保存修復に関す

る調査研究

国際文化財保存1修

復協力センター

西浦忠輝

Pichya

BOONPINON'

タ イ 芸術総局考古博物

館局保存計画部建

築課技官

9.3.10
-9 .3.18

遺跡の保存修復に関す

る調在研究

国際文化財保存修

復協力センター

西浦忠輝
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一 業

氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者

栗林久美子零 在 タ イ UNESCO/ 9.3.24 アジア地域の世界文化 国際文化財保存修
PROAPア ソ シ ～9 .3.31 遺産の保存と活用の在 復協力センター

エー ト ・エ キ ス り方に関する研究 松本修自
パー ト

李 実皐 中 国 敦煙研究院保護研 9.3.24 敦煙莫高窟壁画の保存 国際文化財保存修

究所副所長 ～9 .3。30 修復に関する研究 復協力センター

宮本長二郎

王 進T.' 中 国 敦煙研究院保護研 9.3.24 敦燈莫高窟壁画の保存 国際文化財保存修

究所研究貝 ～9 .3.30 修復に関する研究 復協力センター

宮本長二郎

注1)*は 研究所の予算による招へい,※ は一部研究所の予算による招へいを示す。

2)国 際研究集会,ア ジア文化財保存セ ミナー及び紙の保存修復国際研修による招へいについては,各 々の項

に記載した。

(3)平 成8年 度海外研究者等の来訪

氏 名 国 籍 所 属 等

MariaLeonorFer-

nandes

ポ ル ト ガ ル ホセ ・デ ・フィグレイ ド研 究所研究貝

JohnKwesiAddai ガ ー ナ ガーナ博物館技師

FriederikeHertel ド イ ツ FachhochschulefurTechnikandWirtschaft

MaryAnnBecker 米 国

DeiNegriJasmina イ タ リ ア ベネチア東洋美術館学芸貝

RaymondLee-

uwenburg

オ ラ ン ダ

愈 在恩 韓 国 韓国国立文化財研究所研究貝

MichaelKuhlenthal ド イ ツ バイエルン州立文化財研究所修復部長

KatharinaWalch ド イ ツ バイエルン州立文化財研究所研究員

FriederikeBarbara

Piert-Borghers

ド イ ツ 漆工品修復専門家

MarisaLaurenzi

Tabasco

イ タ リ ア ICCROM事 務局長補佐
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業

氏 名 国 籍 所 属 等

JamesT.Ulak 米 国 フリーア美術館学芸員

加藤彰宏 米 国 フリーア美術館学芸員

RonaldOtsuka 米 国 デンバー美術館学芸貝

AmyPoster 米 国 ブルックリン美術館学芸貝

FaithZieske 米 国 フィラデルフィア美術館紙修復担当

GratiaSandyWil-

liams

米 国 M&Jバ ーク財団学芸貝

PeterFetchko 米 国 ピーポディ ・エセ ックス博物館学芸員

SybilleGirmond ド イ ツ ケルン東洋美術館学芸貝

PrachotSangk-

hanukit

タ イ 芸術総局考古博物館局長

PenpanJarernporn タ イ 芸術総局企画部対外研究協力課長

俄 軍 中 国 甘粛省文化庁辮公室主任
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VI.研 究施 設 ・設備

1.蔵 書

美 術 関 係 図 書

日本 ・東洋 古 美術,日 本近 代 ・現代 美術,西 洋美術 の全 般 にわ た る研 究書

を中心 に,関 連 図書,各 種叢 書,辞 典 類 な ど和 漢書(43,552),洋 書(4,259),

計47,811冊 のほか,各 都 道府 県 市町 村教 育 委員 会編 集 の文 化財 関係 報告 書,

美術 関係雑 誌,紀 要 類,売 立 目録 展覧会 目録 な どを所蔵 し,所 内及 び所外

の研 究者 の利 用 に供 して いる。

芸 能 関 係 図 書

雅 楽 ・寺事 ・能 ・歌 舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗 芸能 ・寄 席芸,そ の他

わ が国 の伝 統 芸能 の研 究に必 要 な図 書10,262冊 を所蔵 す る。演 芸画 報 ・歌舞

伎新 報 ・歌舞 伎(第1次)・ テ ア トロ(第1次)・ 新劇 ・上 方 ・民俗 芸術 ・日

本 民俗 ・芸能 復興 ・郷 土研 究 ・旅 と伝 説 な どの雑 誌,そ れに声 明本 ・謡 本 ・

嘱 子手付 本 ・丸本 な どの台本 ・譜本 も収集 してい る。

保存科学 ・修復技術関係図書

伝統的生産及び工芸技術書,技 術史またはそれらの科学的究明を試みたも

の,修 理工事報告書及び化学 ・物理学 ・生物学部門の保存科学の関連和洋書,

合わせて3,330冊 を所蔵している。

本年度における収集数と総計は次表のとおりである。

区 分
美 術 関 係 芸 能 関 係

保 存 科 学 ・
修 復技術関係 計

和 漢 書 洋 書 和 漢 書 洋 書 和 漢 書 洋 書

8年 度 788冊 77冊 423冊 10冊 30冊 51冊 1,060冊

総 数 43,552冊 4,259冊 10,436冊 176冊 2,202冊 1,128冊 60,173冊

1:
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研究施設 ・設備

2.資 料

美 術 関 係 資 料

実物 よ りの直 接撮影 を主に した写 真資 料の 作成 整理 と,購 入写 真,複 写 写

真 に よ る補 足整備 に加 えて,印 刷 物 中の 図版 をお さめ る とい う方 式 で,当 研

究所 設 立 当初 よ り一 貫 して力 を注 いで きた写 真資料 をイ∫す る。 それ らは 日本

東洋古 美術,日 本近代 ・現代 美術,西 洋 美術 の全域 に わた り,そ れ ぞれ絵 画,

書 籍,彫 刻,工 芸,建 築 等の 諸部 門に及 ぶ。特 別 人型 の ものか ら小 型の もの

まで総 数 凡 そ26万 点,原 板 保 有量 はほぼ3分 の1に あ た り,別 にマ イ ク ロ ・

フ ィルム255巻 があ る。写 真資料 の ほか,拓 本,作 家伝 記資料,落 款印章 資料,

近 代 ・現代 作家 ・団体 ・作品 資料,資 料 ス クラップ等 と,図taiカ ー ド,図 版

カー ド,各 種索 引類 など 多数。

芸 能 関 係 資 料

レ コー ド,録 音テープ,シ ネ フ ィルム,ビ デ オテー プ,写 真等 に よ る芸 能

資料 を数 多 く備 えてい る。 レ コー ドに は,毎 年各社 か ら発売 され る伝 統芸 能

関係 レコー ドの ほか,昭 和35年 度文 部 省機 関研 究 費に よ って購 入 した安 原 コ

レク シ ョン レ コー ド5,450枚 が含 まれ てい る。安 原 コ レクシ ョンは,明 治 ・大

正 ・昭和三 代 にわ た って発売 され た各種 邦楽 レコー ドを網 羅 した もの で,近

代 におけ る 邦楽 の実 態 と変遷 を知 る一ヒで貴 重な資料 で あ る。 録音 テー プ,ビ

デ オテー プ,及 び写 真 は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺 院行事 ・民俗

芸能 その他 の伝 統芸 能 を対象 に記録 して きた もの で,奏 演法 の解 析 を 中心 と

した写真,テ ー プ,あ るい は各種文 、1}:の記録 写 真等 も含ん で いる。 資料別 の

所蔵数 は,つ ぎの とお りで あ る。

区 分
録 音 テ ー プ

、

シ 不 フ イ ル ム ビデ オ テープ

analog digital 8mm 16mm β,VHS方 式 8mm

平成8年 度 55本 o本 o本 0本 29本 8本

合 計 2,977本 336本 198本 4本 514本 113本
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研究施設 ・設備

区 分
音 盤

SP・LP CD VHD・LD

平成8年 度 2枚 42枚 0枚

合 計 7,212枚 614枚 16枚

3.主 要機 器 ・設備

美術部 ・情報資料部

名 称 使 用 目 的 備 考

X線 透過撮影装置 軟X線 照射による絵画 ・彫刻の顔
料 ・構造等の非破壊分析。

紫外線照射装置 紫外線照射による蛍光物質の分析。
補絹 ・補彩領域の明別。

顕微鏡装置 双眼実体顕微鏡による美術作品細部
の非接触観察。

KARLZEISS

赤外線テレビ 赤 外 線 照 射 に よ る墨 線 の 抽 出。 下

図 ・銘文 等の解 読。

浜松 テ レ ビ

ビ デ オ イ メー ジ ス

コー プ

内視鏡による彫刻作品等の内部観

察。

オ リンパ ス

ロー カ ル エ リア ネ ッ

トワ ー ク

LANに よる情 報 処理 の 円滑 化。 情

報 の統合 ・共 有化。 電子 メー ル ・イ

ンター ネ ッ トの活用

画像処理装置 ディ ジ タル画像 処理 技術 に よ る多角

的 画像分 析。 画像 デー タベー スの試

作。

NEXUS6800シ

リー ズ

マ イ ク ロ フ ィル ム

リー ダ ー

マ イ クロフ ィルム の閲覧 富士 フ イルム
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研究施設 ・設備

芸 能 部

名 称 使 用 目 的 備 考

舞台(試 聴室) 日本の古典芸能を実演するのに必要

最小限の広さを持ち,実 技者を招い
て研究のための試演を行 う。またそ
の実演を舞台に続く調整室で撮影し
録音する。

間 口590cm奥 行

き485cm残 響 時

間0.30/秒

録音室 実 技者 を招 いて分析 研 究の ため の,

良質 な録 音 を行 う。

間1」421cm奥 行

き670cm残 響 時

間0.15/秒 アナ ロ

グ ・デ ジ タルの録

音可 能。

メロ グラフ 音 の高 さと強 さの細か い変化 をil・:確

に 計 り,分 か りや す い グラフ で記録

して,音 学的 分析 を行 う。

型名B/T

レ ー ザ ー ・ タ ー ン

テ ー プ ル

レーザ ー光 でア ナ ログ ・レコー ドを

非接 触 で樫 上す る。 貴重 な レ コー ド

を半永 久的 に使 用で きる。

エ ルプLT-IX

保存科学部

名 称 使 用 目 的 備 考

螢光X線 分析装置 金 属,顔 料,岩 石,土 器,ガ ラ スな

どの化 学 組 成 を非 破 壊 的 に 測 定 す

る。理 学電機 製 は可搬 型 であ る。

ブ イ リ ツ プ ス

PW2400SLL,

ブ イ リ ッ プ ス

DX95SLL,セ イ

コーSAE5230,堀

場 製 作 所XGT
-2000K

,理 学 電 機

TBFOl

原子吸光分析装置 岩石,土 器,金 属 な どに 含 まれ る元

素組成 を測 定す る。

セ イ コ ー

SAE7500A

誘導結合プラズマ分

析装置(ICP)

岩石,土 器,金 属 な どに含 まれ る元

素組 成 を測定す る。

サ ー モ ジャー レル

ア ッシュPOEMS

質量分析装置 鉛,ス トロンチ ウム同位 体比 測定 か

ら,青 銅,岩 石 な どの原 料産 地 を推

定す る。

サ ー モ ク エ ス ト

MAT262,VG

SectorJ
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研 究施設 ・設備

名 称 使 用 目 的 備 考

イ オン クロマ ト分 析

装 概

岩石,錆 中 の陰 イオ ン濃度や 空気 中

のNOx,SO。 濃 度の 測定 を行 う。
横 河IC7000RP

X線 回析分析装置 岩石や錆を構成する結晶組成を判別
する。本装置は可般型である。

理学電機TBD10

電子スピン共鳴装置 遷移 金属 イ オ ンや劣 化 に伴 って生 じ

るフ リー ラ ジカル の強度 を測 定 し,

劣化 の進 みか たや程 度 を推定 す る。

日 本 電 子JES
-REIX

化学発光計測装置 化学 反応 に伴 って放 出 され る微 弱 な

光 の強度 を測定 し,反 応 の進 みか た

や 劣化 の度 合 い を測 定す る。

東北電 子CL-100

走査型電子顕微鏡 高倍率 で試料 表面の 状態 を観 察す る

と ともに,構 成 元素 の分布 を調べ,

構 造 ・技法 に つい て情報 を得 る。

日 本 電 子

JMS5100

低真空度走査型電子
顕微鏡

高倍率 で試料表 面の状 態 を観察 す る

と ともに,構 成 元素 の分布 を調べ,

構 造 ・技法 につ いて 情報 を得 る。

日本 電f5800LV

工業用X線 検査装
置

透 視撮 影 に よって彫刻 ・工 芸 ・考古

遺 物 ・な どの 構 造 や 光 電 子 撮 影 に

よ って絵画 の顔料 を調べ る。

ブ イ リ ッ プ ス

MG321他

減L-tk蒸 装 置 文 化財 加害 生物 を防 除す るため の煙

蒸 法の研 究 ・開 発 を行 う。

SK2

微生物検体作成装置 微 ノk物胞子 の発芽 に 及ぼす 風の影 響

を調べ る。

小林精機CP型

ガ スクロマ トグ ラフ

質量 分析 計

有機質文化財の構成物質および劣化
の判定のためにガス状として有機物

を分離し,有 機分子の判定を行う。

ヒ ュ ー レ ッ トパ ッ

カー ドHP5890,

日 本 電 子

Automass150

液 体 クロマ トグ ラフ

質 量分析 計

有機質文化財の構成物質および劣化
の判定のために液体状態で有機物を
分離し,有 機分子の判定を行う。

ヒュ ー レ ッ トパ ッ

カ ー ドHP,日 本

電 子LX2000

DNAシ ー ケ ンサ 文化 財 の劣化 原 因,生 物 等 の遺伝 子

配列 を調 べ,種 の 判定 を行 う。

フ ァルマ シ アバ イ

オテ ク
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研究施設 ・設備

修復技術部

名 称 使 用 目 的 備 考

太陽追跡曝露試験機 修復材料の耐侯性試験をする。 スガ試験機

プラズマ装置 酸化 した出土金属遺物を水素プラズ
マを利用して還元処理をする。

神港 精機MP1017

紫外線 フェー ドメー

タ

塗料,有 機質材料の耐侯性試験をす
る。

スガ試験機

大 型ス テー ジ顕 微鏡 文害,染 織 品等 を平 置の まま構 造 を

観 察 で きる大型移 動 ステー ジ(1×

1m)を 備 えた光学 顕微鏡

三 啓SLP-1000

走 査型 レーザ ー顕微

鏡

レーザ ー を走査 して,天 然物 な どを

きわめ て深 い焦 点深 度 で観 察 し,立

体 的 な情報 を得 るこ とが で き る。

レ ー ザ ー テ ッ ク

ILM21

耐候性試験機 修復材料他の耐候性試験をする。 ス ガ 試 験 機,サ ン

シ ャ イ ン ウ ェ

ザ ー メー タ ー

凍結乾燥機 水漬有機物の乾燥処理を行 う。 共和真空

ガス腐食試験機 修復材料他の汚染ガスの影響試験を
する。

山崎精機

酸性雨試験機 酸性雨物質による修復材料の試験を
する。

板橋理化

材料試験機 修復 材料 の 曲げ,圧 縮 強度 等の試験

をす る。

島津 製作所 オー ト

グラフ

赤外分光分析計 文化財や修復材料物質の同定などを
行う。

島 津 製 作 所FT
-IR8500
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研究施 設 ・設備

国際文化財保存修復協力センター

名 称 使 用 目 的 備 考

微少部付全 自動X
線回析装置

微 量 の試料 で,顔 料,金 属,岩 石 な

どの鉱 物 同定 を行 う。

マ ッ クサ イエ ンス

MP-XHF-SRA

レーザー回析式粒度

分布測定装置
土 器や 煉瓦 な どの粒度 を調 べ,そ の

特性 を明 らか にす る。

島 津 製 作 所

SALD-3000

比表面積 ・細孔分布

測定装置
岩石や煉瓦などの劣化状況を把握す
る

島津 製作所 ア サ ッ

プ2400

4.黒 田記念室

黒 田記 念室 は,本 研 究所 が 帝 国美術 院長 子爵 黒田清 輝 の遺 言 に よって創 立 さ

れ た経緯 か ら,黒 田の 画業 ・功績 を記 念す るため に 設け られ た陳 列室 で あ り,

黒 田清輝 の油絵 ・素 描 ・写生 帖等 を収蔵 してい る。

創 立 当時,主 と して 黒田家 か ら寄 贈 され た ものは,油 絵125点,素 描170点,

写生 帖等 で あ るが,そ の後黒 田照子 夫 人,樺 山愛輔,田 中良氏等 か らの寄贈 が

加 わ った。収蔵 品 の主 な る もの は,「 智 ・感 ・情」・「花野 」・「湖畔 」・「赤髪 の少

女」・「もるる 日影 」・「温室花壇 」 な どであ る。

5.閲 覧 室

本研 究所 情報 資料部 の図書写 真及 び各種 研 究資料 は,週 三 日(月 ・水 ・金),

主 として研 究者 ・学者 ・美術 関係 専攻 の学 生(大 学 院)等 の利 用に供 してい る。
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VIL関 係 法 規

◎文部省組織令(抄)(覆 羅 騰 篶127号)

第2章 文化庁

第3章 施設等機関

(施設等機関)

第108条 文化庁長官の所轄の下に,文 化庁に国語研究所を置く。

2前 項に定めるもののほか,文 化庁に次の施設等機関を置く。

国立博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

国立国際美術館

国立文化財研究所

(国立文化財研究所)

第114条 国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成及びその公

表を行う機関とする。

2国 立文化財研究所には,支 所を置くことができる。

3国 立文化財研究所及びその支所の名称,位 置及び内部組織は,文 部省令で定

める。

(研究施設の指定)

第115条 国立国語研究所及び国立文化財研究所は,法第5条 第37条に規定する政

令で定める研究施設とする。

◎文部省設置法施行規則(抄)(鵬 呈3講 欝 第2号)

第5章 文化庁の施設等機関

第4節 国立文化財研究所

第1款 名称及び位置

(名称及び位置)

L _
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関 係 法 規

第116条 の9国 立文 化 財研 究所 の 名称 及び位 置 は,次 の表 に掲 げ る とお り とす

る。

第1款 の2東 京国立文化財研究所

(所 長)

第117条 東京国立文化財研究所に,所 長を置く。

2所 長は,所 務を掌理する。

(内部組織)

第118条 東京国立文化財研究所に,庶務課,次 の5部 及び国際文化財保存修復

協力室を置く。

一 美 術 部

二 芸 能 部

三 保存科学部

四 修復技術部

五 情報資料部

2前 項に定めるもののほか,東 京国立文化財研究所に,国 際文化財保存修復

協力センターを置く。

(庶務課の事務)

第119条 庶務課においては,次 の事務をつかさどる。

一 職員の人事に関する事務を処理すること。

二 職貝の福利厚生に関する事務を処理すること。

三 公文書類の接受及び公印の管守その他庶務に関すること。

四 経費及び収入の予算,決 算その他会計に関する事務を処理すること。

五 行政財産及び物品の管理に関する事務を処理すること。

六 庁内の取締りに関すること。

七 前各号に掲げるもののほか,他 の所掌に属さない事務を処理すること。
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関 係 法 規

(美術部 の 二室 及び事務)

第120条 美術 部に,第 一研 究室 及び 第二研 究室 を概 く。

2第 一研 究 室に おい ては,わ が 国の上 代,中 世 及 び近 世の 美術並 び に東洋 美

術 に関 す る調査研 究 を行 い,及 び その結果 の 公 表 を行 う。

3第 二研 究 室に お いては,わ が 国の 近代 及 び現代 の美術 並 びに西 洋 美術 に関

す る調 査研 究 を行 い,及 びそ の結果 の公表 を行 うとと もに 黒 田記念室 に関 す

る事 務 をつ か さ どる。(芸 能部 の三 室及 び 事務)

第121条 芸能 部に,演 劇研 究 室,音 楽舞 踊研究 室 及 び民 俗芸 能研 究室 を置 く。

2演 劇研 究 室 にお いては,演 劇 及 びそ の保 存 に関 す る調査研 究 を行 い,並 び

に その結 果の公 表 を行 う。

3音 楽 舞 踊研究 室 にお いては,ll:楽 及 び舞踊 並びに これ らの保 存に 関す る調

査研 究 を行 い,並 びに その結 果の 公表 を行 う。

4民 俗 張 能研 究 室にお い ては,民 俗 芸 能及 び保 存に 関す る調査 研究 を行 い,

並びに その結 果の公 表 を行 う。

(保存科 学 部の 三室 及び 事務)

第122条 保 存 科学 部に,化 学研 究 室,物 理研 究 室及 び生物研 究室 を置 く。

2化 学研 究 室に おい ては,文 化財 及 びその保 存 に関 す る化 学 的調査 研究(分

析 化学的 調 査研 究 を含む。)を 行 い,並 びに その結 果の公 表 を行 う。

3物 理研 究 室に おい ては,文 化 財及 び その保 存に関 す る物 理 学 的調 査研 究 を

行 い,並 びにそ の結 果の 公表 を行 う。

4生 物研 究 室に おい ては,文 化 財 及び その保 存に 関す る生物 学 的調査研 究 を

行 い,並 びに その結 果の 公表 を行 う。

(修復技術 部 の三 室及 び事務)

第122条 の2修 復 技術 部 に,第 一 修復 技術 研究 室,第 二修 復 技術研 究 室及 び第

三修復 技術 研究 室 を概 く。

2第 一修復 技術 研究 室に お いては,木,漆 その他 次項 及 び第4項 の 材料 以外

の もの を材 料 とす る文化 財 の修 復 に関す る科 学的,技 術的 調査 研究 を行 い,

及 びその結 果 の公表 を行 う。

3第 二修復 技術 研 究室 にお いて は,紙,布 又 は 革を材 料 とす る文化 財の修 復

に関す る科 学 的,技 術的 調 査研究 を行 い,及 びその結 果 の公表 を行 う。
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関 係 法 規

4第 三 修復 技術研 究 室 にお いては,石,土 又は金属 を材料 とす る文化財 の修

復 に関 す る科 学 的,技 術 的調査 研究 を行 い,及 びその結 果 の公 表 を行 う。

(情報 資料 部 の二室 及 び事務)

第122条 の3情 報 資料 部 に,文 献資料研 究室及 び写 真資料 研 究室 を置 く。

2文 献 資料研 究室 にお いては,第118条 第1号 か ら第4号 までに掲 げ る各 部 の

所 掌 に係 る文 献 資料 その他 の 資料(写 真資 料 を除 く)の 作成,収 集,整 理,

保 管,公 表,閲 覧及 び調査研 究 を行 う。

3写 真資料 室に お いては,第118条 第1号 か ら第4号 までに掲 げ る各部の 所掌

に係 る写真 資料 の作成,収 集,整 理,保 管,公 表,閲 覧及 び調査 研 究 を行 う。

(国際 文化財 保 存修復 協 力セ ン ター)

第122条 の4国 際文 化財 保 存修 復協 力セ ン ター にお いて は,文 化 財 の分野 にお

け る園 際的 な貢献 に 資す るため,世 界の 文化 財の保 存修 復 に関す る国際 協力,

資料 収 集,調 査 研 究及 びそ の結果 の公 表 並びに 曳亨門的,技 術 的 な研修 を行 う。

(hl際 文 化財 保 存修 復 協 力セ ン ターの 長)

第122条 の5国 際 文化財保 存修 復 協 ノJセンターに 長 を置 く。

2前 項の 長は,国 際 文化 財保 存修復 協力セ ン ターの 事務 を掌理 す る。

(国際 文化財 保 イ∫:修復 協 力セ ン ターの 二室 及び 事務)

第122条 の6国 際文 化 財保 存修 復 協 力セ ンターに 企 画室 及 び環境 解 析研 究指

導室 を置 く。

2企 画室 にお いて は,世 界の文 化財 の保 存修 復 に関す る国際 協 力及 び研 修 に

つ いて,企 画及 び実 施 に係 る事 務 を処理 す る。

3環 境 解析研 究 指導 室 にお いては,世 界 の文 化財 の保 存環 境 の解 析 に関す る

資料収 集,調 査研 究 及 びその結 果の 公表並 び に専 門的,技 術 的な研修 を行 う。

(客貝研究 員)

第122条 の7東 京国立 文化財 研究 所 に客貝研 究員 を置 くこ とがで きる。

2客 員研 究 員は,所 長 の命 を受 け,東 京 国立文化 財研 究所 に おい て行 う調査

研 究 に参画す る。

3客 貝研 究員 は,非 常 勤 とす る。
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